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日
に ち よ う び

曜日

わたしたちはこれまで、
人
じんるい
類を救

すく
うための神

かみさま
様の

すばらしいご計
けいかく
画を人

ひとびと
々に学

まな
ばせ

ないようにと、サタンが手
て
をつくし

てきたことを学
まな
んできました。サタ

ンは、神
かみさま
様の人

にんげん
間に対

たい
する愛

あい
を

人
ひとびと
々に知

し
ってほしくないのです。

イエス様
さま

が天
てん

におもどりになった後
あと

、サタ
ンは、彼

かれじしん

自身のことを人
ひとびと

々に信
しん

じさせる方
ほうほう

法
を考
かんが

えつづけていました。どんなに傷
きず

つけよ
うと努

どりょく

力したとしても、人
ひとびと

々がイエス様
さま

を信
しん

じ、十
じっかい

戒に従
したが

うためにイエス様
さま

の助
たす

けを得
え

る
ならば、彼

かれ

らが安
あんぜん

全で幸
こうふく

福でいられることを
サタンは知

し

っていました。

ステパノが死
し

んだとき、人
ひとびと

々はイエス様
さま

を
信
しん

じる選
えら

びをやめましたか？いいえ、そうで
はありません。生

い

き延
の

びるために、多
おお

くの人
ひと

たちが他
ほか

の土
と ち

地へ行
い

かなければならなくなっ
たとき、彼

かれ

らはイエス様
さま

のことを伝
つた

えるのを
やめたでしょうか？いいえ。

サタンの忠
ちゅうじつ

実な手
て し た

下だったのに、とつぜ

んイエス様
さま

の忠
ちゅうじつ

実な弟
で し

子になっ
たのは、だれでしたか？それは
サウロです。神

かみさま

様がユダヤ人
じん

を
愛
あい

するのと同
おな

じように、異
いほうじん

邦人
も愛
あい

しておられることを学
まな

んだ
のは、だれでしたか？それはペ
テロです。今

いま

では、イエス様
さま

の
すばらしい福

ふくいん

音と、神
かみさま

様の愛
あい

に
ついて学

まな

ぶ人
ひと

は、ますます増
ふ

え
るばかりです。サタンは、この

「良
よ

き知
し

らせ」が広
ひろ

まるのを、止
と

めることが
できませんでした。サタンは残

ざんこく

酷な敵
てき

であっ
て、イエス様

さま

を信
しん

じる選
えら

びを人
ひとびと

々にさせない
ようにしていることに、多

おお

くの人
ひと

たちが気
き

づ
き始
はじ

めていました。

考
かんが

えてみよう：今
いま

、サタンはどのようにして、
人
ひとびと

々にイエス様
さま

のことを学
まな

ばせないようにし
ていますか？それでも多

おお

くの人
ひと

たちは、どのよ
うにしてイエス様

さま

のことを学
まな

んでいますか？

月
げ つ よ う び

曜日

イエス様
さま
が天
てん
にお帰

かえ
りになった後

あと

も、
イエス様

さま
がユダヤ人

じん
を愛
あい
するのと同

おな

牢
ろうごく

獄から救
すく

い出
だ

されて

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「求
もと

めよ、そうすれば、与
あた

えられるであろう。さがせ、そうすれば、

見
み

いだすであろう。門
もん

をたたけ、そうすれば、あけてもらえるであ

ろう。」マタイ 7:7

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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じように、異
いほうじん
邦人をも愛

あい
してお

られるということを、ペテロと
ほかの使

し と
徒たちはなかなか信

しん

じられませんでした。神
かみさま
様はど

のようにして、ご自
じぶん
分がすべて

の人
ひと
を愛
あい
しておられることを、

ペテロにお示
しめ
しになりました

か？

使
し と

徒たちの心
こころ

を満
み

たしたのと同
おな

じよう
に、聖

せいれい

霊はコルネリオの家
いえ

で、異
いほうじん

邦人た
ちの心

こころ

も満
み

たしてくださいました。そこで
ペテロはついに、神

かみさま

様がすべての人
ひと

を愛
あい

しておられることを知
し

ります。ヨハネ 3:16。

ところが、ペテロがエルサレムにもどっ
てみると、彼

かれ

がコルネリオの家
いえ

に行
い

ったこ
とをよく思

おも

っていない信
しんじゃ

者がいることを知
し

りました。しかも彼
かれ

らは、そのことでペテ
ロを責

せ

めたのです。使
し と

徒 11:2,3。

そこでペテロは、神
かみさま

様が彼
かれ

に見
み

せてくだ
さった、あの奇

きみょう

妙な幻
まぼろし

のことを話
はな

して聞
き

か
せます。4-10 節

せつ

。

それからペテロは、コルネリオが彼
かれ

を
招
まね

くためにつかわした、３人
にん

の男
おとこ

たちに
ついて話

はな

しました。11-14 節
せつ

。

さらに、ペンテコステの日
ひ

、使
し と

徒たちに
聖
せいれい

霊が下
くだ

ったのと同
おな

じように、コルネリオ
の家
いえ

にいた人
ひと

たちにも聖
せいれい

霊が下
くだ

ったことも
話
はな

しました。15-17 節
せつ

。

このすばらしい出
で き ご と

来事についての話
はなし

を
聞
き

いた人
ひと

たちは、言
こと ば

葉が見
み

つかりません
でした。ペテロと同

おな

じように、彼
かれ

らも今
いま

、
これまでの考

かんが

え方
かた

がまちがっていたことに
気
き

づいたからです。そこで、彼
かれ

らはどうし
ましたか？18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

、サタ
ンはどんな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？人
ひとびと

々にイエス様
さま

のこ
とを学

まな

ばせないようにしようと、
これまで以

いじょう

上に固
かた

く決
けっしん

心したと
思
おも

いますか？サタンは今
いま

でも、
世
せかいじゅう

界中の人
ひと

たちに働
はたら

きかけて
いますか？

火
か よ う び

曜日

エルサレムの宗
しゅうきょうしどうしゃ
教指導者たちは、

今
いま
もなお、信

しんじゃ
者たちがイエス様

さま
の

ことを伝
つた
えるのを止

と
めようと必

ひっし
死でした。

そしてそのために、冷
れいこく
酷なヘロデ王

おう
に助
たす
け

を求
もと
めたのでした。使

し と
徒 12:1。

民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちはこの時
とき

もまだ、イエ
ス様
さま

のことを伝
つた

えるグループのリーダーを
殺
ころ

すことさえできれば、人
ひとびと

々がイエス様
さま

を
信
しん

じなくなるだろうと考
かんが

えていました。そ
こでヘロデ王

おう

は、ヨハネの兄
きょうだい

弟ヤコブを
牢
ろうごく

獄に入
い

れました。それから彼
かれ

は、恐
おそ

ろ
しい行

こうどう

動に出
で

ました。2 節
せつ

。

悲
かな

しいことに、ヤコブは、イエス様
さま

の特
とくべつ

別で忠
ちゅうじつ

実な弟
で し

子の中
なか

で、最
さいしょ

初の
殉
じゅんきょうしゃ

教者〔信
しんこう

仰のために生
せいめい

命をささげる
人
ひと

〕となりました。ほかの仲
なかま

間たちがどん
な気

き も

持ちだったか、想
そうぞう

像できますか？

邪
じゃあく

悪なヘロデ王
おう

は、祭
さい し

司や民
たみ

の指
しどうしゃ

導者
たちから好

す

かれたいと思
おも

っていました。ヤ
コブを殺

ころ

したことで彼
かれ

らがよろこんだのを
見
み

たヘロデ王
おう

は、ペテロも殺
ころ

そうと決
けっしん

心
しました。こんどは、人

ひとびと

々が見
けんぶつ

物できる
場
ばしょ

所で殺
ころ

そうと思
おも

いました。3 節
せつ

。
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けれども、その時
とき

は過
す ぎ こ

越しの
祭
まつ

りの時
じ き

期で、大
おおぜい

勢の人
ひと

がエル
サレムを訪

おとず

れていました。これら
の人
ひとびと

々の多
おお

くは、ペテロのことも、
ペテロをとおしてなされるイエス
様
さま

のすばらしい奇
きせ き

跡のことも知
し

っ
ていました。ヘロデ王

おう

と祭
さ い し

司た
ちは、町

まち

に来
き

ていた大
おおぜい

勢の人
ひと

た
ちが、殺

ころ

されるペテロを助
たす

けようとするの
ではないかと恐

おそ

れました。それに、ペテ
ロが力

ちからづよ

強い説
せっきょう

教をしたら、どうなるでしょ
う？そうなったら、さらに多

おお

くの人
ひと

たちがイ
エス様

さま

を信
しん

じるようになるでしょう。そこ
で王

おう

は、過
す ぎ こ

越しの祭
まつ

りが終
お

わるまで、ペ
テロを牢

ろう や

屋に入
い

れておくことにしました。
4 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ほかの使
し と

徒たちや信
しんじゃ

者た
ちは、何

なに

をしていたと思
おも

いますか？あなた
が彼

かれ

らといっしょにいたなら、何
なに

をしてい
ただろうと思

おも

いますか？

水
す い よ う び

曜日

ペテロが牢
ろうごく
獄で死

し
を待

ま
つ間
あいだ
、エル

サレムの信
しんじゃ
者たちは何

なに
をしていた

のでしょう？使
し と

徒 12:5。

ヘロデ王
おう

は、牢
ろうごく

獄からペテロが絶
ぜったい

対に
逃
に

げ出
だ

せないように、あらゆる手
て

をうちま
した。4 節

せつ

。

これらの番
ばんぺい

兵たちは、一
いっしゅん

瞬たりとも眠
ねむ

っ
てはいけないことをよく心

こころえ

得ていました。
ペテロが逃

に

げ出
だ

せば、自
じぶん

分たちが殺
ころ

され
てしまうのです。ペテロとヨハネは前

まえ

にい
ちど、牢

ろうごく

獄から脱
だっしゅつ

出したことがありました

が、彼
かれ

らがどうやって出
で

て来
こ

られ
たのかは、だれも知

し

りませんで
した。それで、死

し け い

刑にされる前
まえ

の夜
よる

、ペテロはふたりの兵
へい し

士の
間
あいだ

に鎖
くさり

でつながれていました。6

節
せつ

。

その晩
ばん

、死
し

を待
ま

つばかりのペ
テロは、どんな気

き も

持ちだったと思
おも

います
か？心

しんぱい

配のあまり、眠
ねむ

れなかったでしょう
か？いいえ。ペテロは眠

ねむ

っていました。ぐっ
すり眠

ねむ

っていたため、うす暗
ぐら

い牢
ろうごく

獄がと
つぜん明

あか

るくなったことにも気
き

づきません
でした。だれかがペテロにさわり、「起

お

き
なさい」と言

い

いました。ペテロは眠
ねむ

そうな
目
め

を開
ひら

きます。そばには、ひとりの光
ひかりかがや

輝く
天
てん し

使が立
た

っていました。天
てん し

使は彼
かれ

に、何
なに

をするように言
い

いましたか？7 節
せつ

。

ペテロは立
た

ち上
あ

がりました。自
じぶん

分をつな
いでいた鎖

くさり

は、きれいにはずれています。
見
み は

張りの兵
へい し

士たちは、ぴくりとも動
うご

きませ
ん。もしかしたら天

てんし

使は、驚
おどろ

いているペテ
ロをほほ笑

え

んで見
み

ていたかもしれません。
ペテロは天

てんし

使にしたがいましたが、まるで
夢
ゆめ

を見
み

ているような心
ここち

地でした。足
あし

にサン
ダルをはき、上

うわ ぎ

着を着
き

てから、天
てん し

使のあ
とにしたがい、番

ばんぺい

兵のひとりをまたいで行
い

きました。8,9 節
せつ

。

牢
ろうごく

獄の扉
とびら

まで来
く

ると、扉
とびら

はひとりでに静
しず

かに開
ひら

いたので、彼
かれ

らはそこを通
とお

りぬけま
した。すると、扉

とびら

はふたりのうしろで音
おと

を
たてずに閉

し

まりました。すべての扉
とびら

がこの
ようになりました。兵

へい し

士たちは、ひとりも
動
うご

きません。ペテロは、幻
まぼろし

を見
み

ていると
思
おも

ったにちがいありません。10 節
せつ

。
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考
かんが

えてみよう：ペテロは、心
こころ

からイエス
様
さま

に信
しんらい

頼していましたか？彼
かれ

は、イエス様
さま

のために死
し

ぬ心
こころがま

構えがありましたか？あな
たはなぜ、そう思

おも

いますか？

木
も く よ う び

曜日

その夜
よる
、天
てんし
使とペテロは、牢

ろうごく
獄の

重
おも
い鉄
てつ
でできた扉

とびら
と門
もん
を通
とお
りぬ

けました。それらの扉
とびら
と門
もん
は、ひとりで

に開
ひら
いて閉

し
まりました。彼

かれ
らがすぐそばを

通
とお
っても、番

ばんぺい

兵たちは少
すこ
しも動

うご
きませんで

した。新
しんせん
鮮な冷

つめ
たい空

くうき
気につつまれた外

そと

に出
で
ると、天

てんし
使のまわりにあった光

ひかり
はとつ

ぜん消
き
え、天

てんし
使もいなくなりました。使

し と
徒

12:10。

ペテロはまだ、自
じぶ ん

分は幻
まぼろし

を見
み

ているの
だと思

おも

いました。しかしたしかに、ひんや
りした夜

よか ぜ

風を体
からだ

に感
かん

じます。天
てん し

使はもうそ
こにはいません。そばには、番

ばんぺい

兵たちも
いませんし、手

て

には鎖
くさり

もかけられていま
せん。ようやくペテロは、これが幻

まぼろし

ではな
く、現

げんじつ

実であることに気
き

づきました。彼
かれ

と
いっしょにいた天

てん し

使は本
ほんもの

物だったのです。
神
かみさま

様がペテロを牢
ろうごく

獄からつれ出
だ

し、自
じゆ う

由
にしてくださったのです。なんということで
しょう！11 節

せつ

。

ペテロはただちに、自
じぶん

分がまずどこへ行
い

くべきかを考
かんが

え、そこに向
む

かいました。そ
こにはどんな人

ひと

たちがいて、彼
かれ

らが何
なに

をし
ているのかも、ペテロにはわかっていまし
た。一

いっこく

刻も早
はや

く、何
なに

が起
お

こったかを彼
かれ

らに
知
し

らせなくてはいけません。ペテロは、多
おお

くの信
しんじゃ

者たちが集
あつ

まって祈
いの

っている家
いえ

に向
む

かい、暗
くら

い通
とお

りを足
あしばや

早に歩
ある

きました。12

節
せつ

。

その家
いえ

に着
つ

くと、ペテロは扉
とびら

をたたき
ました。ところが、夜

よな か

中の訪
ほうもんしゃ

問者をむか
え入

い

れようと、だれかが玄
げんかん

関のところまで
やってきたのですが、扉

とびら

を開
あ

けてはくれ
ません。ペテロは、ふしぎに思

おも

ったこと
でしょう。この後

あと

に何
なに

が起
お

こったのかは、
明
あすべんきょう

日勉強しましょう。

考
かんが

えて み よう：あ な た の そ ば にも、
保

ほ ご て ん し

護天使がついていますか？その天
て ん し

使は、
いつでもずっとあなたのそばについていま
すか？

金
き ん よ う び

曜日

その時
とき
は、まだ夜

よなか
中でした。ペテロ

は家
いえ
の外
そと
に立

た
ち、扉

とびら
をたたいて

います。夜
よ
が明

あ
けたら死

しけい
刑になるペテロを

神
かみさま
様が救

すく
い出

だ
してくださるよう、家

いえ
の中
なか
の

人
ひと
たちが祈

いの
っていたのを、ペテロは知

し
って

いました。まさに神
かみさま
様は、彼

かれ
らの祈

いの
りに

答
こた
えてくださったわけです。扉

とびら
をたたく音

おと

が聞
き
こえたので、ローダという女

じょちゅう
中をつか

わして、ようすをうかがわせました。ペテ
ロの声

こえ
を聞

き
いたローダは、みんなのところ

へもどり、ペテロが来
き
ていると伝

つた
えました。

使
し と

徒 12:13,14。

興
こうふん

奮のあまり、ローダはペテロを中
なか

へ
入
い

れるのを忘
わす

れていました。また、ペテ
ロが来

き

ていることをみんなに話
はな

しても、だ
れも信

しん

じようとしませんでした。それでも
彼
かのじょ

女は、ペテロが来
き

ていると言
い

い張
は

りまし
た。15 節

せつ

。
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ローダは、扉
とびら

をたたいて
いるのが天

てん し

使ではないことを
知
し

っていました。ペテロにまち
がいありません。ようやく信

しんじゃ

者
たちが扉

とびら

を開
あ

けると、そこに
は本

ほんとう

当に、ペテロが立
た

ってい
るではありませんか。これほど
うれしいことがあるでしょうか！
16 節

せつ

。

ペテロはあわてて、信
しんじゃ

者たちに、静
しず

か
にするよう身

み

ぶりで伝
つた

えました。彼
かれ

らはペ
テロが、イエス様

さま

の起
お

こしてくださったす
ばらしい奇

き せ き

跡の話
はなし

をするのを、よろこん
で聞

き

きました。それからペテロは、より
安
あんぜん

全な場
ばし ょ

所へと去
さ

って行
い

きました。17 節
せつ

（参
さんこう

考：17 節
せつ

に登
とうじょう

場するヤコブは、ヘロ
デ王

おう

に殺
ころ

されたヤコブとは別
べつじん

人です）。

さて次
つぎ

の朝
あさ

、ペテロがヘロデ王
おう

によっ
て死

しけ い

刑にされるのを見
けんぶつ

物しようと、群
ぐんしゅう

衆が
集
あつ

まって来
き

ました。ところが、ペテロをつ
れてこようと兵

へい し

士たちが牢
ろうごく

獄へ行
い

ってみる
と、そこにはおびえた番

ばんぺい

兵たちしかいませ
んでした。ペテロは、いなくなっていまし
た。邪

じゃあく

悪なヘロデ王
おう

は、はげしく怒
おこ

りまし
た。18,19 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ペテロは、ヘロデによっ
て殺

ころ

されることが神
かみさま

様のみ心
こころ

だったとして
も、神

かみさま

様を信
しんらい

頼したと思
おも

いますか？あなた
も、ペテロが持

も

っていたような信
しんこう

仰を持
も

ち
たいと思

おも

いますか？
もっと学

まな

ぼう！
★使

し と

徒 12:1-9

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 15 章
しょう

p.154-

160
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ジョニー・トンプキンスは８歳
さい
で、

彼
かれ

の父
ちちおや
親は汽

きしゃ
車の車

しゃしょう
掌さんでし

た。そのころの汽
きしゃ
車は、現

げんざい
在の電

でんしゃ
車とは

だいぶちがっていました。乗
じょうきゃく
客がすわる

車
しゃりょう
両は、今

こんにち
日の乗

の
り心
ここち
地のよいものと

は、ほど遠
とお
いものでした。暑

あつ
い日

ひ
でも、

部
へ や
屋の中

なか
を涼
すず
しくし

てくれるエアコンはあ
りません。たまらず
乗
じょうきゃく
客 が窓

まど
を開

あ
ける

と、煙
けむり
とすすが入

はい
っ

てきます。また寒
さむ
い

日
ひ
には、まきや炭

すみ
を

ストーブで燃
も
やして、

冷
ひ
えた車

しゃりょう
両を温

あたた
めな

くてはなりませんでした。

ジョニーの家
いえ

は、父
ちちおや

親が仕
し ご と

事で乗
の

る
汽
きし ゃ

車が、夕
ゆうがた

方に１日
にち

の運
うんこう

行を終
お

えて到
とうちゃく

着
する、終

しゅうちゃくえき

着駅の近
ちか

くにありました。汽
きしゃ

車は
一
ひとばん

晩その駅
えき

にとまり、翌
よくじつ

日、また運
うんこう

行を
始
はじ

めるのです。毎
まいにち

日、夕
ゆうがた

方になるとジョニー
は、汽

きし ゃ

車が駅
えき

に着
つ

く時
じか ん

間に父
ちちおや

親をむかえ
に駅
えき

へ行
い

き、ふたりでいっしょに家
いえ

へ帰
かえ

り
ました。

イエス様
さま

のことを学
まな

び、イエス様
さま

を愛
あい

し
ていたジョニーは、イエス様

さま

のために働
はたら

きたいと思
おも

っていました。彼
かれ

はそのことに

ついて、いろいろと考
かんが

えてきました。そし
てある日

ひ

、彼
かれ

はこうたずねました。「ねぇ、
お母

かあ

さん、ぼくみたいな小
ちい

さな子
こど も

供でも、
イエス様

さま

のお手
てつだ

伝いができるのかな？」

母
ははおや

親はジョニーを見
み

つめ、にっこりと笑
わら

いました。「大
おと な

人でなくても、イエス様
さま

の
お手

てつ だ

伝いはできるのよ。」そしてこう言
い

い
ました。「イエス様

さま

に
お願

ねが

いすれば、毎
まいにち

日
どんなお手

てつ だ

伝いがで
きるかを、イエス様

さま

が教
おし

えてくださるわ。
ジョニー、あなたが
お手

て つ だ

伝いできること
がたくさん見

み

つかっ
て、きっとおどろくは

ずよ。そうして大
おと な

人になったら、あなたが
よい伝

でんどうしゃ

道者になる準
じゅんび

備ができて、たくさん
の人

ひと

たちを助
たす

けることができるようになる
わ。」ジョニーは、母

ははおや

親にそう言
い

われてう
れしくなりました。

その日
ひ

の夕
ゆうがた

方、ジョニーはいつものよ
うに、父

ちちおや

親をむかえに駅
えき

へ行
い

きました。
父
ちちおや

親はいつも、ジョニーと会
あ

うのを楽
たの

しみ
にしていました。彼

かれ

はジョニーの手
て

をとっ
て、汽

きし ゃ

車の最
さいこうび

後尾の車
しゃりょう

両につれて行
い

きま
した。父

ちちおや

親はまだ家
いえ

に帰
かえ

る準
じゅんび

備ができて
いませんでした。その日

ひ

は寒
さむ

かったので、
彼
かれ

はジョニーに、車
しゃりょう

両の暖
あたた

かいストーブ

お話しひろば 

汽
き し ゃ

車を救
す く

ったジョニー　その１

作者不詳 エイミー・シェラード編



7

の近
ちか

くにすわって待
ま

つように言
い

いました。

ジョニーが待
ま

っている間
あいだ

、車
しゃしょうじょしゅ

掌助手が
ミスをしました。助

じょしゅ

手は、ジョニーが乗
の

っ
ている最

さいこうび

後尾の車
しゃりょう

両を、ほかのすべての
車
しゃりょう

両からはずしてしまったのです。汽
きしゃ

車が
とまっている線

せん ろ

路は平
たい

らでしたが、後
うし

ろの
ほうは少

すこ

し下
くだ

り坂
さか

になっています。前
ぜんぽう

方の
エンジン車

しゃりょう

両が、汽
きし ゃ

車を少
すこ

しバックさせ
たときに、ジョニーは急

きゅう

な揺
ゆ

れを感
かん

じまし
た。ほかの車

しゃりょう

両は全
ぜん ぶ

部とまりましたが、ジョ
ニーを乗

の

せた車
しゃりょう

両はほかの車
しゃりょう

両からはず
れ、後

うし

ろのほうへ動
うご

きつづけています。
少
すこ

し先
さき

にはゆるやかな坂
さか

があり、車
しゃりょう

両は
ひとりでに坂

さか

を下
くだ

り始
はじ

めました。

さあ、大
たいへん

変です。ジョニーは、父
ちちおや

親の
いる駅

えき

からどんどん離
はな

れて行
い

くこの大
おお

きな
からっぽの車

しゃりょう

両に、ひとり取
と

り残
のこ

されてし
まいました。ジョニーは怖

こわ

くなりました。
車
しゃりょう

両の後
うし

ろのドアに走
はし

って行
い

き、外
そと

を見
み

ま
した。すると、これまでになかったほど、ジョ
ニーをさらにぎょっとさせる光

こうけい

景が目
め

に入
はい

りました。線
せん ろ

路のずっと先
さき

の方
ほう

に、ひとつ
の光
ひかり

が見
み

えたのです。それが、父
ちちおや

親がい
る駅

えき

へまっすぐ向
む

かう急
きゅうこうれっしゃ

行列車であるの
を、ジョニーは知

し

っていました。急
きゅうこうれっしゃ

行列車
は、ジョニーの乗

の

った動
うご

きつづける車
しゃりょう

両と
同
おな

じ線
せんろじょう

路上を走
はし

っています。いったい、ジョ
ニーに何

なに

ができるというのでしょう？

（つづく）
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日
にちようび

曜日

神
か み

様
さま
は、すべての人

ひと
を愛
あい
しておられ

ますか？そのとおりです。しかし、
使
し と
徒たちの時

じだい
代には、多

おお
くの人

ひと
がこのこと

を信
しん
じていませんでした。その時

じだい
代にあ

なたがいたとして、ユダヤ人
じん
でなかったと

したら、「異
いほうじん
邦人」と呼

よ
ばれていたはずで

す。イエス様
さま
を信
しん
じない多

おお
くのユダヤ人

じん

は、異
いほうじん
邦人が神

かみ
の国
くに
に入
はい
ることはないと

固
かた
く信
しん
じていました。しかし、イエス様

さま
に

したがう人
ひと
たちは、その考

かんが
えがまちがって

いることを学
まな
んでいました。

当
と う じ

時、使
し と

徒たちが知
し

って
いるほとんどすべての町

まち

や
村
むら

には、ユダヤ人
じん
が住

す

んで
いました。エルサレムを去

さ

っ
たイエス様

さま

の信
しんじゃ

者たちは、
ほかの町

まち

や村
むら

に移
うつ

り住
す

んで、
それぞれの場

ばし ょ

所で伝
でんどうしゃ

道者と
なりました。彼

かれ

らがイエス様
さま

のことを伝
つた

えたので、異
いほうじん

邦人
もユダヤ人

じん
も、イエス様

さま

のこ

とを信
しん

じるようになりました。そして、こ
れらの新

あたら

しい信
しんじゃ

者たちも、行
い

く先
さきざき

々でイエ
ス様
さま

のことを宣
の

べ伝
つた

えたのでした。

信
しんじゃ

者たちが住
す

んでいた、大
だ い と し

都市のひと
つに、アンテオケという町

まち

がありました。
まもなくアンテオケでも、多

おお

くの人
ひと

たちが
イエス様

さま

を信
しん

じるようになりました。使
し と

徒

11:20,21。

エルサレムの指
しどうしゃ

導者たちは、アンテオ
ケに信

しんじゃ

者が大
おおぜい

勢いることを聞
き

いたので、
バルナバを働

はたら

き手
て

としてつかわしました。
22 節

せつ

。

神
かみさま

様がアンテオケの教
きょうかい

会を祝
しゅくふく

福なさっ
ているのを見

み

て、バルナバ
はよろこびました。彼

かれ

が人
ひとびと

々
に説
せっきょう

教をすると、どうなりま
したか？23,24 節

せつ

。

そこで働
はたら

き始
はじ

めたバルナ
バは、少

すこ

しもたたないうちに、
さらなる働

はたら

き手
て

が必
ひつよう

要である
ことに気

き

がつき、その働
はたら

き手
て

にふさわしい人
じんぶつ

物もすでに考
かんが

イエス様
さま

の伝
でんどうしゃ

道者たち

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしは平
へいあん

安をあなたがたに残
のこ

して行
い

く。…あな

たがたは心
こころ

を騒
さわ

がせるな、またおじけるな。」

ヨハネ 14:27

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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えていました。明
あ す

日の学
まな

びで、その人
じんぶつ

物
について勉

べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：伝
でんどうしゃ

道者は、どんな働
はたら

きを
しますか？子

こ ど も

供でも伝
でんどうしゃ

道者になれますか？
どうすれば、伝

でんどうしゃ

道者になれるのでしょう？

月
げつようび

曜日

バルナバはアンテオケで、助
たす
け手

て
を

必
ひつよう
要としていました。さらに多

おお
く

の人
ひと
がイエス様

さま
のことを知

し
りたがっていた

ので、彼
かれ

以
いがい
外に説

せっきょう
教したり教

おし
えたりする

人
ひと
が必
ひつよう
要でした。バルナバは、その助

たす
け

手
て
に一
いちばん
番ふさわしい人

じんぶつ
物として、サウロの

ことを考
かんが
えていました。

しかしそのサウロは、何
なにじゅっ

十キロも離
はな

れ
た別

べつ

の町
まち

にいるのです。バルナバは、サ
ウロを見

み

つけることができるでしょうか？
それでも行

い

ってみようと決
けっしん

心し、ついにサ
ウロをさがし出

だ

すことができました。サウ
ロはバルナバとアンテオケにもどり、神

かみさま

様
はこのふたりの働

はたら

きを祝
しゅくふく

福なさいました。
アンテオケの人

ひとびと

々は、イエス様
さま

にしたがう
人
ひと

たちのことを、何
なん

と呼
よ

ぶようになりまし
たか？使

し と

徒 11:25,26。

祭
さい し

司たちは人
ひとびと

々にクリスチャンになって
ほしくありませんでしたが、バルナバとサ
ウロがアンテオケで１年

ねんはたら

働く間
あいだ

に、さらに
多
おお

くの人
ひと

がクリスチャンになりました。そ
してこれらのクリスチャンは、他

た

の人
ひとびと

々に
イエス様

さま

のことを伝
つた

えたのでした。

聖
せいれい

霊は、アンテオケの教
きょうかい

会の指
しどうしゃ

導者た
ちに、バルナバとサウロが神

かみさま

様の特
とくべつ

別な
働
はたら

き人
びと

となることを告
つ

げていました。彼
かれ

ら

はどのようにして、なすべき働
はたら

きに任
にんめい

命さ
れましたか？使

し と

徒 13:2,3。

このようにして特
とくべつ

別な働
はたら

きに任
にんめい

命された
人
ひと

たちは、心
こころ

からイエス様
さま

を愛
あい

する人
ひと

で
なくてはなりませんでした。彼

かれ

らは人
ひとびと

々か
ら尊
そんけい

敬されるよき指
しどうしゃ

導者、また模
もは ん

範でなく
てはなりません。神

かみさま

様が彼
かれ

らに望
のぞ

んでおら
れたのは、聖

せいしょ

書によって人
ひとびと

々を教
おし

え、まも
なくイエス様

さま

にお会
あ

いするための準
じゅんび

備を
させることです。

考
かんが

えてみよう：　「クリスチャン」という
言
こ と ば

葉は、「キリスト（クライスト）」から出
で

た言
こ と ば

葉ではありませんか？ですから「クリ
スチャン」を名

な

のる人
ひと

たちは、自
じ ぶ ん

分たち
がイエス様

さま

を心
こころ

から信
しん

じていること、また
自
じ ぶ ん

分たちは彼
かれ

に従
したが

い、彼
かれ

のようになりたい
と望

のぞ

んでいるのだと言
い

っていることになる
のです。しかし、クリスチャンを名

な

のる人
ひと

たちみんなが、本
ほんとう

当にそのような人
ひと

たちで
しょうか？

火
か よ う び

曜日

バルナバとサウロは、安
あんしゅれい
手 礼

〔重
じゅうよう
要な仕

しごと
事につく時

とき
に、頭

あたま
の上
うえ

に手
て
を当

あ
てて祈

いの
り、聖

せいべつ
別する儀

ぎしき
式〕を受

う

けた後
あと

、伝
でんどうしゃ
道者として多

おお
くの場

ばしょ
所を訪

おとず
れ

ました。使
し と

徒 13:3。

伝
でんどうしゃ

道者になるというのは、決
けっ

して簡
かんたん

単な
ことではありませんでした。ある時

とき

は船
ふね

に
乗
の

って旅
たび

をし、またある時
とき

は、ほこりだら
けのさびしい道

みち

を、何
なんじゅっ

十キロも歩
ある

かなくて
はなりませんでした。時

とき

には空
くうふく

腹や、のど
の渇

かわ

き、疲
つか

れに耐
た

えなくてはなりませんで
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したが、不
ふ へ い

平をもらすこと
はありませんでした。バル
ナバとサウロは会

かいどう

堂で人
ひとびと

々
に説
せっきょう

教し、イエス様
さま

のこと
を伝

つた

え、多
おお

くの人
ひと

がイエス
様
さま

を信
しん

じるようになりまし
た。

ある所
ところ

では、地
ちほうそうとく

方総督
とよばれるローマの役

やくにん

人
が、バルナバとサウロの
教
おし

えていることについて知
し

りたいと思
おも

いま
した。バルナバとサウロは、よろこんで
その地

ちほうそうとく

方総督にイエス様
さま

の話
はなし

をしました
が、サタンは彼

かれ

らの働
はたら

きをやめさせようと
しました。サタンは、エルマという名

な

の
魔
まじゅつし

術師〔サタンの力
ちから

によって魔
まじゅつ

術を行
おこな

う
者
もの

〕を用
もち

いました。地
ちほうそうとく

方総督は、すっか
りエルマのことを信

しん

じてしまいました。エ
ルマの言

い

うことが、サタンから来
き

ているこ
とを知

し

らなかったからです。6,7 節
せつ

。

バルナバとサウロが地
ちほうそうとく

方総督にイエス
様
さま

の話
はなし

をしていることを聞
き

きつけたエルマ
は、彼

かれ

らの話
はなし

を信
しん

じさせないように邪
じゃま

魔を
したのでした。8 節

せつ

。

サウロはエルマをじっとにらみつけ、
聖
せいれい

霊に示
しめ

された言
こと ば

葉を告
つ

げました。する
と何

なに

が起
お

こりま
し た か？ 9-12

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：
この 戦

たたか

い で も、
サタンがやぶれ
ました。サタンよ
りもイエス様

さま

の

ほうが強
つよ

いことを、あなた
はうれしく思

おも

っていますか？

水
すいようび

曜日

バルナバとサウロは、
真
しん
の伝

でんどうしゃ
道者でし

た。しかし伝
でんどうしゃ
道者であるこ

とは、決
けっ
して簡

かんたん
単なことで

はありませんでした。サタン
がイエス様

さま
のことを人

ひとびと
々に信

しん
じさせないた

めに、あらゆる手
て
をつくしていたからです。

それでも、ますます多
おお
くの人

ひと
がクリスチャ

ンになっていました。

使
し と

徒 13:9に書
か

かれているサウロの名
なまえ

前
について、何

なに

か気
き

づきませんでしたか？サ
ウロには２つの名

なま え

前があり、もうひとつの
名
なま え

前が「パウロ」でした。これから学
まな

ん
でいく聖

せいしょ

書のお話
ばなし

では、彼
かれ

の名
なま え

前が「パ
ウロ」になっているので、これからは私

わたし

た
ちもパウロと呼

よ

ぶことにしましょう。

ある安
あんそくにち

息日、別
べつ

のところにあるアンテオ
ケという町

まち

で、パウロとバルナバは会
かいどう

堂を
訪
おとず

れました。そこの会
かいどうつかさ

堂司はパウロとバル
ナバに、何

なに

か人
ひとびと

々に話
はな

すことがないかと
たずねました。14,15 節

せつ

。

パウロとバルナバは、こうたずねられた
ことをよろこんだと思

おも

いますか？もちろん
ですとも！ふたりはよろこんで、人

ひとびと

々にイエ
ス様
さま

のことを話
はな

しました。16 節
せつ

。

パウロの説
せっきょう

教は、とても力
ちからづよ

強いもので
した。彼

かれ

は、イエス様
さま

だけが、わたした
ちを救

すく

うことのできるメシヤであることを、
旧
きゅうやくせいしょ

約聖書から示
しめ

しました。聞
き

いていた人
ひと
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たちは、パウロの語
かた

ってい
ることが真

しんじつ

実であると確
かくしん

信
しました。パウロが説

せっきょう

教を
終
お

えると、どうなりましたか？
42-44 節

せつ

。

なんとすばらしいことで
しょう！イエス様

さま

についての
福
ふくいん

音は、広
ひろ

まる一
いっぽう

方でした。
当
とうぜん

然サタンは、このことを
よく思

おも

いませんでした。まも
なくして教

きょうかい

会の指
しどうしゃ

導者たちが騒
さわ

ぎを起
お

こし
たので、パウロとバルナバは町

まち

を去
さ

らなく
てはなりませんでした。49,50 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：福
ふくいん

音を耳
みみ

にした人
ひとびと

々は、
自
じ ぶ ん

分でどちらかを選
えら

ばなくてはいけません
でした。今

こんにち

日の人
ひとびと

々も同
おな

じでしょうか？

木
もくようび

曜日

パウロとバルナバは、アンテオケか
らイコニオムへ行

い
き、安

あんそくにち
息日には

会
かいどう
堂でイエス様

さま
についての説

せっきょう
教をしまし

た。そこでもアンテオケと同
おな
じように、イ

エス様
さま
を信
しん
じようとしない人

ひと
たちによって、

さわぎが起
お
こされます。使

し と
徒 14:1,2。

それでもパウロとバルナバは、ひたすら
伝
でんどう

道の働
はたら

きをつづけました。そしてイエ
ス様
さま

は、彼
かれ

らをとおしてすばらしい奇
きせ き

跡を
起
お

こしてくださったのです。3 節
せつ

。

パウロとバルナバを見
み

たり、彼
かれ

らの話
はなし

を
聞
き

いたりした人
ひとびと

々の中
なか

には、イエス様
さま

を
信
しん

じた人
ひと

たちもいれば、そうでない人
ひと

たち
もいました。信

しん

じなかった人
ひと

たちは民
たみ

の
指
しどうしゃ

導者らといっしょになって、パウロとバ

ルナバを殺
ころ

そうとさえしまし
た。4,5 節

せつ

。

友
ゆうじん

人たちが敵
てき

のくわだて
をパウロとバルナバに警

けいこく

告
してくれたので、ふたりは
急
いそ

いで別
べつ

の町
まち

へ逃
のが

れまし
た。彼

かれ

らはそれでも、伝
でんどう

道
をつづけたでしょうか？もち
ろんです！6,7 節

せつ

。

彼
かれ

らが訪
おとず

れた場
ばし ょ

所のひとつに、ルステ
ラという町

まち

がありました。そこにはひとつ
の会
かいどう

堂もなく、ほとんどの人
ひと

が異
いきょうと

教徒でし
たが、彼

かれ

らの中
なか

には、パウロとバルナバ
の説
せっきょう

教に耳
みみ

をかたむける人
ひと

たちがいまし
た。ある日

ひ

、パウロがイエス様
さま

の話
はなし

をし
ていると、歩

ある

くことのできない男
おとこ

が熱
ねっしん

心に
聞
き

き入
はい

っているのを目
め

にしました。この男
おとこ

はいちども歩
ある

いたことがありませんでした
が、イエス様

さま

についてのすばらしい福
ふくいん

音
を信
しん

じていることが、パウロにはわかりま
した。パウロは何

なに

をしましたか？何
なに

が起
お

こ
りましたか？8-10 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：目
め

の前
まえ

でこの奇
き せ き

跡を見
み

た
異
い き ょ う と

教徒たちは、どう思
おも

ったでしょう？そのこ
とは、明

あ す

日のお勉
べんきょう

強で学
まな

びます。

金
きんようび

曜日

イエス様
さま
は、パウロの伝

でんどうかつどう
道活動をと

おして、ルステラの歩
ある
けなかった

男
おとこ
をおいやしになりました。異

いきょうと
教徒たち

が興
こうふん
奮して叫

さけ
ぶ中
なか
、パウロとバルナバは

少
すこ
しの間

あいだやす
休もうと、泊

と
まっていた場

ばしょ
所へ行

い

きました。ところがとつぜん、外
そと
から音

おんがく
楽
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と叫
さけ
び声
ごえ
が聞

き
こえます。

一
いったいなに

体何が起
お

きているのか
を知

し

ろうと、パウロとバルナ
バが外

そと

へ出
で

てみると、人
ひとびと

々
が自

じぶ ん

分たちの信
しん

じる異
いきょう

教の
神
かみがみ

々の名
な ま え

前でパウロとバル
ナバを呼

よ

んでいます。これ
らの異

いきょうと

教徒たちは、パウロ
とバルナバの奇

き せ き

跡を見
み

て、
異
いきょう

教の神
かみがみ

々が天
てん

からおりて
来
き

たと思
おも

いこんだのでした。
人
ひとびと

々は興
こうふん

奮し、熱
ねっきょう

狂してい
ました。異

いきょう

教の祭
さ い し

司がやってきて、パウ
ロとバルナバに犠

ぎせ い

牲の供
そな

え物
もの

をささげる
始
しま つ

末です。大
たいへん

変なことになってしまいまし
た！使

し と

徒 14:11-13。

パウロとバルナバは、着
き

ていた着
きも の

物を
引
ひ

きさいて、異
いきょうと

教徒たちのしていることに
対
たい

する自
じぶ ん

分たちの気
き も

持ちをあらわしまし
た。ふたりは群

ぐんしゅう

衆の中
なか

に飛
と

びこんでいき、
パウロがこう叫

さけ

びました。「わたしたちは
神
かみさま

様ではありません。皆
みな

さんと同
おな

じ人
にんげん

間
です。わたしたちがここへ来

き

たのは、真
しん

の神
かみさま

様のことを皆
みな

さんにお話
はな

しするためで
す。」14,15 節

せつ

。

やっとのことで、そのお祭
まつ

りさわぎはや
みましたが、やめさせるのは簡

かんたん

単ではあり
ませんでした。18 節

せつ

。

後
あと

になって、パウロとバルナバを拝
おが

もう
としたこれらの人

ひとびと

々は、パウロを殺
ころ

そうと
します。なぜでしょう？これらの異

いきょうと

教徒た
ちをこれほどすばやく心

こころが

変わりさせるため
に、サタンが用

もち

いたのはだれでしたか？
19 節

せつ

。

しかしルステラには、イエ
ス様

さま

を受
う

け入
い

れた人
ひと

たちも
いました。彼

かれ

らはイエス様
さま

に
忠
ちゅうじつ

実で、まごころをつくす人
ひと

たちでした。ここでイエス様
さま

は、もうひとつの奇
きせ き

跡を起
お

こ
してくださいました。力

ちからづよ

強い
伝
でんどうしゃ

道者パウロの働
はたら

きが、ここ
で終

お

わらないことを示
しめ

すため
に、イエス様

さま

は何
なに

をなさい
ましたか？20 節

せつ

。

翌
よくじつ

日、パウロとバルナバ
はルステラを去

さ

りました。

考
かんが

えてみよう：今
こんしゅう

週わたしたちが学
まな

んだ
パウロとバルナバに起

お

こったお話
ばなし

のすべ
てを、思

おも

い出
だ

せるかぎり話
はな

してみましょう。
お約

やくそく

束どおり、イエス様
さま

が彼
かれ

らと共
とも

におら
れたことは、どのように示

しめ

されましたか？イ
エス様

さま

は今
いま

でも、勇
ゆうかん

敢な伝
でんどうもの

道者たちと共
とも

にいてくださいますか？

もっと学
まな

ぼう！
★使

し と

徒 11:19-26;13 章
しょう

;14:1-20;

★ 患
かんなん

難 か ら 栄
えいこう

光 へ 16,17,18 章
しょう

p.191-199;
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ひとりぼっちのジョニーを乗
の
せたま

まはずれてしまった車
しゃりょう
両は、ゆ

るやかな坂
さか
の線
せんろじょう
路上を進

すす
みつづけます。

急
きゅうこうれっしゃ
行列車は、その同

おな
じ線
せんろじょう
路上をまっすぐ

こちらに向
む
かって走

はし
ってきます。このまま

では大
たいへん
変な大

だいじこ
事故になることに、ジョニー

は気
き
づきました。きっと自

じぶん
分は死

し
んでしま

うだろうと思
おも
いました。自

じぶん
分だけでなく、

あの急
きゅうこうれっしゃ
行列車に乗

の
っている人

ひと
たちも危

きけん
険

です。いったい、ジョニーに何
なに
ができると

いうのでしょう？

とつぜん、ジョニーは母
ははおや

親に言
い

われた
ことを思

おも

い出
だ

しました。彼
かれ

はひざまずいて
祈
いの

りました。「イエス様
さま

、お願
ねが

いです。ど
うか、僕

ぼく

を助
たす

けて下
くだ

さい！何
なに

をすべきか教
おし

えてください！」

ジョニーが立
た

ち上
あ

がると、車
しゃりょう

両ストーブ
の横

よこ

にある、父
ちちおや

親の赤
あか

い手
て

さげランプが
目
め

にとまりました。しかも、そのランプは
点
てんとう

灯しています。ジョニーはすばやくそれ
を手

て

にとって、後
うし

ろのデッキへ飛
と

び出
だ

し、
その赤

あか

いランプを上
じょうげ

下にゆらしました。そ

れは、危
きけ ん

険を示
しめ

す信
しんごう

号です。
ああ、だれか、急

きゅうこうれっしゃ

行列車に
乗
の

っている人
ひと

が気
き

づいてくれ
ますように！ジョニーはそう願

ねが

いました。

急
きゅうこうれっしゃ

行列車に乗
の

っていたひと
りの火

か ふ

夫〔汽
きし ゃ

車を動
うご

かすため
に火

ひ

をたく人
ひと

〕が、線
せ ん ろ

路をな
がめていました。彼

かれ

はジョニーの赤
あか

いラン
プを見

み

て、何
なに

かがおかしいと気
き

づきまし
た。

「前
ぜんぽう

方、危
きけ ん

険あり！」火
か ふ

夫は機
き か ん し

関士に叫
さけ

びました。機
き か ん し

関士はブレーキをかけ、で
きるかぎりすばやく列

れっしゃ

車を止
と

めました。
ジョニーを乗

の

せた車
しゃりょう

両が近
ちか

づいてきたと
きには、本

ほんせん

線から待
たいひせん

避線に避
ひな ん

難して、ま
もなく安

あんぜん

全に止
と

まろうとするところでした。
もう大

だいじょうぶ

丈夫です。イエス様
さま

がこれほどすぐ
に、お祈

いの

りに答
こた

えて下
くだ

さったことを思
おも

うと、
ジョニーは身

みぶる

震いしました。

ジョニーが見
み

ると、列
れっしゃ

車から飛
と

び出
だ

して
きた乗

じょうきゃく

客らが「いったい何
なに

があったんだ？」
と、おびえた様

ようす

子でたずねあっています。

何
なに

が起
お

こったのかを知
し

った乗
じょうきゃく

客たちは、
はずれた車

しゃりょう

両のデッキで赤
あか

いランプを手
て

にしてたたずんでいる、勇
ゆうかん

敢なジョニーの
ほうへ向

む

き直
なお

り、彼
かれ

に拍
はくしゅ

手を送
おく

りました。
ジョニーが彼

かれ

らの命
いのち

を救
すく

ったことがわかっ
たからです。しかしジョニーは、自

じぶん

分が何
なに

をするべきかを教
おし

えてくださったのは、イ

お話
はな

しひろば 

汽
き し ゃ

車を救
す く

ったジョニー　その２
作者不詳エイミー・シェラード編
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エス様
さま

であることを知
し

っていました。

急
きゅうこうれっしゃ

行列車はジョニーを乗
の

せ、駅
えき

へ帰
かえ

っ
てきました。そこではジョニーの父

ちちおや

親が、
ひどく心

しんぱい

配して待
ま

っていました。ジョニー
が無

ぶ じ

事なのを見
み

た父
ちちおや

親は、どれほど感
かんしゃ

謝
の思

おも

いに満
み

たされたことでしょう！まもなく
して、うれしそうな少

しょうねん

年と父
ちちおや

親は、手
て

をつ
ないで家

いえじ

路を急
いそ

ぎました。

その夜
よる

、親
おや こ

子３人
にん

は、わずか８歳
さい

のジョ
ニーの祈

いの

りにこたえて、天
てん し

使を送
おく

ってくだ
さったイエス様

さま

に感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげまし
た。多

おお

くの命
いのち

を救
すく

うために、ジョニーがラ
ンプをふることをすぐに思

おも

いつくよう、イ
エス様

さま

が助
たす

けて下
くだ

さったことを、ジョニー
の家

かぞく

族は知
し

りました。

わたしたちは、あの夜
よる

ジョニーがしたよ
うに、劇

げきてき

的な方
ほうほう

法で多
おお

くの人
ひと

の命
いのち

を救
すく

っ
たことはないかもしれません。しかし、イ
エス様

さま

の助
たす

け手
て

となることを日
ひ び ま な

々学ぶなら
ば、わたしたちはイエス様

さま

をよろこばせる
ことができます。そしてそのことが、ほか
の人
ひと

たちを幸
こうふく

福にすることにつながるので
す。

あなたは、どうすれば良
よ

い助
たす

け手
て

にな
れるかを学

まな

んでいますか？

（おわり）
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日
にちようび

曜日

パウロとバルナバは、しばらくの間
あいだ
、

アンテオケの大
おお
きな教

きょうかい
会にもどっ

ていましたが、長
なが
い旅
たび
の間
あいだ
に訪
おとず
れた人

ひとびと
々

や、自
じぶん
分たちが始

はじ
めたあちこちの教

きょうかい
会のこ

とを忘
わす
れてはいませんでした。ある日

ひ
パウ

ロは、「教
きょうかいいん
会員たちがうまくやっているかど

うか、ようすを見
み
にいこう」と言

い
いました。

そしてバルナバは、それに賛
さんせい
成しました。

使
し と

徒 15:35,36。

最
さいしょ

初の伝
でんどうりょこう

道旅行は、バルナバの若
わか

い
甥
おい

であるマルコもいっしょでした。マルコ
はイエス様

さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

のために働
はたら

きたかったのです。ところがまもなくして、
伝
でんどうしゃ

道者の働
はたら

きは、つらくて大
たいへん

変
であることが分

わ

かりました。し
ばしば危

き け ん

険な目
め

にもあいまし
た。マルコはすっかり恐

おそ

ろしく
なり、家

いえ

が恋
こい

しくなって、帰
かえ

っ
て行

い

ってしまいました。しかし
後
あと

になって、彼
かれ

はそのことを

後
こうかい

悔し、ふたたびイエス様
さま

のために働
はたら

き
たいと願

ねが

っていました。

パウロとバルナバが次
つぎ

の伝
でんどうりょこう

道旅行を
計
けいかく

画したとき、バルナバはマルコをつれ
て行

い

きたいと思
おも

いました。こんどこそ、マ
ルコが旅

たび

の途
とちゅう

中で投
な

げ出
だ

すことはないと、
バルナバは確

かくしん

信していたからです。彼
かれ

は
マルコに、イエス様

さま

の伝
でんどうしゃ

道者になるチャ
ンスを、もういちど与

あた

えたいと思
おも

いました。
37 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：バルナバがもういちど、マ
ルコにチャンスを与

あた

えたいと思
おも

ったことを、
あなたは喜

よろこ

んでいますか？マルコは、次
つぎ

の
伝
でんどうりょこう

道旅行に同
どうこう

行できましたか？どうなった
のかは、明

あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

月
げつようび

曜日

バル ナ バ が 次
つぎ
の

伝
でんどうりょこう
道旅行にマルコをつ

れて行
い
きたいと言

い
ったとき、パ

ウロはそれに賛
さんせい
成できませんで

した。大
たいへん
変な目

め
にあうことに

イエス様
さま

への賛
さ ん び

美

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

イエスを信
しん

じなさい。

そうしたら、あなたもあなたの家
か ぞ く

族も救
すく

われます。」

使
しとぎょうでん

徒行伝 16:31

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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なったら、マルコはまたも
途
とちゅう
中で投

な
げ出

だ
して帰

かえ
ってし

まうのではないかと恐
おそ
れた

からです。最
さいしゅうてき
終的に、バル

ナバはマルコを、パウロは
だれかほかの人

ひと
をつれて行

い

くことにしました。パウロと
いっしょに行

い
くことになった

のは、だれでしたか？使
し と

徒 15:38-40。

バルナバとマルコはキプロス行
ゆ

きの船
ふね

に乗
の

り、パウロとシラスは、ほかの場
ばしょ

所を
いくつも訪

おとず

れるために旅
たび だ

立ちました。41

節
せつ

。

その後
あと

、マルコがふたたび途
とちゅう

中で投
な

げ
出
だ

して帰
かえ

らなかったか、あなたは気
き

になっ
ているかもしれませんね。彼

かれ

は、バルナ
バの忠

ちゅうじつ

実な助
じょしゅ

手として最
さい ご

後までがんばっ
たので、パウロからも信

しんらい

頼されるようにな
りました。パウロは、マルコがイエス様

さま

の
すばらしい働

はたら

き人
ひと

になったことを、大
たいへんよろこ

変喜
びました。第

だい

２テモテ 4:11。

シラスと共
とも

にトロアスと呼
よ

ばれる町
まち

へ着
つ

いたパウロは、マケドニアへ行
い

ってイエス
様
さま

のことを伝
つた

えるようにと、幻
まぼろし

によって示
しめ

されました。すぐに、医
いし ゃ

者のルカをつれ
てそこへ向

む

かいました。使
し と

徒 16:9-11。

ピリピはマケドニアではよく知
し

られた町
まち

で、パウロとシラスはそこに何
なんにち

日か滞
たいざい

在し
ました。彼

かれ

らは安
あんそくにち

息日に何
なに

をしましたか？
12,13 節

せつ

。

パウロは婦
ふじん

人たちに、イエス様
さま

のことを
話
はな

しました。その中
なか

のひとりで、ルデヤと
いう女

じょせい

性は、紫
むらさきいろ

色の布
ぬの

を売
う

る仕
しご と

事をして
いました。ルデヤとその家

かぞ く

族がバプテス

マを受
う

けたあと、彼
かのじょ

女はパ
ウロとシラスを家

いえ

に招
まね

いて、
何
なに

をしてほしいと頼
たの

みまし
たか？14,15 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロとシ
ラスは居

い ご こ ち

心地のよい場
ば し ょ

所に
住

す

まわせてもらい、人
ひとびと

々はイ
エス様

さま

のことを学
まな

ぶことがで
きました。神

かみさま

様がなぜ、この弟
で し

子たちを
マケドニアにつかわしたのか、あなたには
わかりますか？

火
か よ う び

曜日

パウロとシラスがピリピの町
まち
で伝
でんどう
道

するのをやめさせたかったサタ
ンは、奴

どれい
隷であったひとりの少

しょうじょ
女を使

つか
う

ことにしました。彼
かのじょ
女に占

うらな
いをさせて、

奴
どれいしゅじん
隷主人たちは、お金

かね
をたくさんもうけて

いました。パウロとシラスの後
あと

についてい
きながら、彼

かのじょ
女は何

なん
と言

い
いつづけました

か？使
し と

徒 16:16.17。

この奴
どれ い

隷の少
しょうじょ

女が言
い

いつづけていたこ
とは、確

たし

かに本
ほんとう

当でしたが、彼
かのじょ

女にそれ
を何

な ん ど

度もくり返
かえ

し言
い

わせていたのはサタ
ンでした。彼

かのじょ

女の言
こ と ば

葉を聞
き

いた人
ひとびと

々は、
彼
かのじょ

女 に は パ
ウロとシラス
の持

も

つ力
ちから

と同
おな

じぐらいの力
ちから

が宿
やど

っている
と思

おも

ったかも
しれません。
彼
かのじょ

女がパウロ
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とシラスの後
あと

を
ついていたある
日
ひ

、何
なに

が起
お

こりま
したか？18 節

せつ

。

人
ひとびと

々は、パウ
ロとシラスに宿

やど

る
神
かみ

の霊
れい

が、奴
ど れ い

隷
の少
しょうじょ

女に宿
やど

るサ
タンの霊

れい

と同
おな

じで
ないことを知

し

りました。計
けいかく

画がうまくいか
なかったので、サタンははげしく怒

おこ

りまし
た。でも、ここでサタンがあきらめたと思

おも

いますか？もちろん、そんなことはありま
せん。

奴
ど れ い

隷の少
しょうじょ

女の主
しゅじん

人たちも、はげしく
怒
おこ

っていました。自
じぶん

分たちの奴
どれい

隷であった
少
しょうじょ

女が、とつぜんサタンから解
かいほう

放された
ので、彼

かれ

らはパウロとシラスを非
ひな ん

難しまし
た。彼

かのじょ

女を使
つか

って、金
かね

もうけができなくなっ
たからです。そこで、彼

かれ

らは何
なに

をしました
か？19-21 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：これらの奴
ど れ い し ゅ じ ん

隷主人たちが、
町
まち

の役
やくにん

人たちに語
かた

ったことは真
しんじつ

実でした
か？役

やくにん

人たちは、パウロとシラスをどうす
ることに決

き

めましたか？

水
すいようび

曜日

このお話
はなし
に出

で
てくる奴

どれい
隷の少

しょうじょ
女の

主
しゅじん
人たちは、パウロとシラスに

対
たい
してはげしく怒

いか
り、ふたりを引

ひ
きずっ

て町
まち
の役
やくにん
人のところへ連

つ
れて行

い
きました。

まもなく群
ぐんしゅう
衆が集

あつ
まり、彼

かれ
らは怒

ど な
鳴りだ

しました。町
まち
の役
やくにん
人たちは、それを止

と
め

ようとすらしません、それどころか、彼
かれ
ら

はパウロとシラスをむちで打
う
つように命

めい
じ

たのでした。使
し と

徒 16:22。

町
まち

の役
やくにん

人たちは、パウロとシラスを
牢
ろうごく

獄に入
い

れ、獄
ごく

の番
ばんにん

人に「このふたりが
逃
に

げないよう、しっかり見
み は

張るように」と
言
い

いつけました。そこで番
ばんにん

人は、奥
おく

の暗
くら

い部
へ や

屋にふたりを閉
と

じこめ、これで絶
ぜったい

対
に逃

に

げ出
だ

すことはできまいと考
かんが

えたのでし
た。さらにふたりの足

あし

をきつく縛
しば

り、鎖
くさり

で
つなぎました。こうしておけば、立

た

つこと
すらできません。23,24 節

せつ

。

帰
かえ

る途
とちゅう

中、町
まち

の役
やくにん

人たちは、パウロと
シラスが悪

あくにん

人ではなく、実
じつ

はとてもよい働
はたら

きをしていたことを知
し

りました。また奴
どれ い

隷
の少
しょうじょ

女に会
あ

い、彼
かのじょ

女が以
い ぜ ん

前とはまるで
別
べつじん

人になっていることも分
わ

かりました。今
いま

になって役
やくにん

人たちは、パウロとシラスをむ
ちで打

う

たせ、牢
ろうごく

獄に入
い

れるべきではなかっ
たことを悟

さと

りました。そこで、夜
よ

が明
あ

けた
らパウロとシラスを解

かいほう

放することに決
き

めた
のでした。

暗
くら

い牢
ろうごく

獄の、何
なに

もしかれていない冷
つめ

た
い床

ゆか

にすわっていたパウロとシラスは、ど
んな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？足
あし

を動
うご

かすことはできません。ひどいむち打
う

ちに
よる傷

きず

のために、背
せ な か

中からは血
ち

が流
なが

れ、
ひどく痛

いた

みます。それは
それは、ものすごい痛

いた

みでした！もしほかの人
ひと

が同
おな

じような仕
し う

打ちを
受
う

けたとしたら、その
人
ひと

はおそらく、叫
さけ

び声
ごえ

をあげ、うめき、のろ
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いの言
ことば

葉を吐
は

いたことでしょ
う。けれどもパウロとシラス
は、不

ふ へ い

平すらこぼしません
でした。彼

かれ

らは、自
じぶ ん

分たち
には心

こころづよ

強い味
みか た

方がいること
を知

し

っていました。彼
かれ

らとと
もに、天

て ん し

使たちがいること
を。ひどい傷

きず

を負
お

っていま
したが、イエス様

さま

のために
苦
くる

しみを受
う

けることをよろこんでいました。

互
たが

いに、「さあ、祈
いの

ろう！」と言
い

って、
はっきりと大

おお

きな声
こえ

で祈
いの

りました。「さあ、
賛
さんび

美しよう！」と言
い

って、パウロとシラスは
歌
うた

をうたいました。とても大
おお

きな声
こえ

でうたっ
たので、ほかの囚

しゅうじん

人たちにも聞
き

こえるほど
でした。25 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしあなたがパウロとシラ
スのように傷

きず

を負
お

っていたとしたら、彼
かれ

ら
のように歌

うた

うことができたと思
おも

いますか？

木
もくようび

曜日

パウロとシラスは、暗
くら
い牢
ろうごく
獄の中

なか
で

賛
さんび
美の歌

うた
をうたい、祈

いの
っていまし

た。ほかの囚
しゅうじん
人たちはその声

こえ
に耳
みみ
をかた

むけていましたが、番
ばんにん
人はまもなく眠

ねむ
って

しまいました。

真
ま よ な か

夜中になって、とつぜん、まばゆい
光
ひかり

が牢
ろうごく

獄を照
て

らしました。牢
ろうごく

獄の扉
とびら

がぱっ
と開
ひら

いて、すべての囚
しゅうじん

人たちの鎖
くさり

がはず
れました。使

し と

徒 16:25,26。

番
ばんにん

人が、あわてて寝
ねど こ

床から飛
と

び起
お

きて
見
み

ると、牢
ろうごく

獄の扉
とびら

がすべて開
ひら

いているで
はありませんか。彼

かれ

は恐
おそ

ろしくなってしま

いました。パウロもシラスも、
ほかの囚

しゅうじん

人たちもみんな逃
に

げ
てしまったにちがいありません。
番
ばんにん

人は、きっと責
せきにん

任を問
と

われて
殺
ころ

されるでしょう。27 節
せつ

。罰
ばつ

と
して仕

しごと

事をやめさせられ、群
ぐんしゅう

衆
の前

まえ

で殺
ころ

されるよりは、むしろ
自
じぶん

分で命
いのち

を絶
た

つことを決
けっしん

心しま
した。27 節

せつ

。

この番
ばんにん

人が、剣
つるぎ

を抜
ぬ

いて何
なに

をしようとし
ているのかがわかったパウロは、「やめな
さい！」と叫

さけ

びました。「死
し

んではいけま
せん！わたしたちは皆

みな

、ここにいますから。
だれも逃

に

げてはいません。」神
かみさま

様を信
しん

じ敬
うやま

うパウロとシラスの態
たいど

度が、ほかの囚
しゅうじん

人た
ちに感

かんどう

動を与
あた

えていたので、だれも逃
に

げ
出
だ

すことなく、牢
ろうごく

獄にとどまっていたので
す。28 節

せつ

。

番
ばんにん

人は、もっていた剣
つるぎ

を落
お

としました。
それからあかりを手

て

にもち、急
いそ

いでパウロ
とシラスのところへやってきました。番

ばんにん

人
は震

ふる

えながらひざまずき、パウロとシラス
をこんなにも痛

いた

めつけたことを許
ゆる

してほし
いと、けん命

めい

に願
ねが

ったのでした。29 節
せつ

。

それから番
ばんにん

人は、パウロとシラスを外
そと

へつれ出
だ

しました。ほんの数
すうふんまえ

分前、彼
かれ

は
死
し

のうとしていました。ところが今
いま

、さっ
きとはちがう思

おも

いが心
こころ

の中
なか

を占
し

めていま
した。彼

かれ

は、この地
じし ん

震を起
お

こされた神
かみさま

様、
また、囚

しゅうじん

人たちに逃
に

げることを思
おも

いとどま
らせた力

ちから

ある神
かみさま

様について、もっと知
し

りた
いと思

おも

いました。また、あれほど痛
いた

めつけ
られた後

あと

でさえ、パウロとシラスが歌
うた

い、
祈
いの

ることのできるようにして下
くだ

さる神
かみさま

様を
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知
し

りたいと思
おも

いました。番
ばんにん

人は
パウロとシラスに、何

なん

とたずね
ましたか？彼

かれ

らは何
なん

と答
こた

えまし
たか？30,31 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロとシラス
が牢

ろうごく

獄の番
ばんにん

人に対
たい

してこれほど
までに優

やさ

しくすることができ、さ
らに彼

かれ

をゆるすことができたの
はなぜでしょう？

金
きんようび

曜日

まだ夜
よる
は明

あ
けていません。パウロと

シラスは番
ばんにん
人と話

はなし
をしています。

ふたりは、牢
ろうや
屋に入

い
れられても、まったく

怒
おこ
ってはいませんでした。パウロとシラスと

番
ばんにん
人は、何

なに
をしましたか？使

し と
徒 16:32-34。

なんとすばらしいことでしょう！その晩
ばん

、
番
ばんにん

人の家
かぞくぜんいん

族全員がイエス様
さま

のことを学
まな

び、
バプテスマを受

う

けたのです。

朝
あさ

になると、町
まち

の役
やくにん

人たちはつかいを
送
おく

り、牢
ろうごく

獄の番
ばんにん

人たちにパウロとシラスを
釈
しゃくほう

放するようにと伝
つた

えさせました。ところ
が、このうれしい知

し

らせを聞
き

いたパウロの
答
こた

えに、番
ばんにん

人たちはひどくおどろいたにち
がいありません。35-37 節

せつ

。

実
じつ

は、この町
まち

の役
やくにん

人たちは、パウロが
ローマ市

し み ん

民であることを知
し

りませんでし
た。パウロとシラスをむちで打

う

ち、裁
さいばん

判
にもかけずに投

とうごく

獄したことによって、役
やくにん

人
たちはローマの法

ほうりつ

律を破
やぶ

っていました。こ
れはとても重

じゅうだい

大なことでした。多
おお

くの人
ひと

が、
パウロたちの身

み

に起
お

こったことを知
し

ってい
たので、パウロは彼

かれ

らに真
しんじつ

実が告
つ

げられ

ることを願
ねが

っていました。つま
り、パウロとシラスが無

む じ つ

実で
あることを知

し

る必
ひつよう

要がありまし
た。

大
たいへん

変なまちがいを犯
おか

してし
まったことに気

き

づいた町
まち

の役
やくにん

人
たちは、すっかり恐

おそ

ろしくなって
しまいました。このようなことを
して、ただではすまないだろう

と思
おも

いました。そういうわけで、パウロとシ
ラスのところへやってきた役

やくにん

人たちの態
たいど

度
は、とてもていねいでした。38,39 節

せつ

。

パウロとシラスは、町
まち

の役
やくにん

人たちと話
はな

し
終
お

えた後
のち

、すぐにピリピの町
まち

から出
で

て行
い

っ
たのではありません。ほかの場

ばし ょ

所へ伝
でんどう

道
に行

い

く前
まえ

に、もういちどルデヤの家
いえ

にもど
り、少

すこ

しの間
あいだ

そこで過
す

ごしました。彼
かれ

らが
町
まち

を去
さ

ったあと、多
おお

くの人
ひと

が牢
ろうごく

獄で起
お

こっ
た奇

きせき

跡の話
はなし

を聞
き

き、イエス様
さま

のことを知
し

り
ました。40 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、悪
わる

いことが起
お

こっ
ても、それを良

よ

いことに変
か

えることがおで
きになりますか？イエス様

さま

は今
いま

でも、パウ
ロとシラスのように勇

ゆうかん

敢な伝
でんどうしゃ

道者を必
ひつよう

要と
しておられるでしょうか？わたしたち子

こ ど も

供
は、大

お と な

人になるのを待
ま

たなくても、伝
でんどうしゃ

道者
になれますか？どうすればそうなれるでしょ
うか？

もっと学
まな

ぼう！
★使

し と

徒 15:36-41; 16:8-40

★ 患
かんなん

難 か ら 栄
えいこう

光 へ 20,21 章
しょう

p.216-218;
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ジェーンのお父
とう
さんは、クリスチャ

ンではありませんし、教
きょうかい
会にも行

い

きません。でも、とても優
やさ
しいお父

とう
さん

で、幼
おさな
い娘
むすめ
をとてもとても愛

あい
していました。

夜
よる
、仕
しごと
事から帰

かえ
ってくるといつも、ジェー

ンが寝
ね
る前
まえ
の時
じかん
間をいっしょにすごしま

す。ある夜
よる
、お父

とう
さんの帰

かえ
りが、いつも

より遅
おそ
くなってしまいました。

「ジェーンは？」帰
かえ

って来
き

たお父
とう

さんは、
お母

かあ

さんにたずねました。

「今
いま

、寝
ね

たところよ。」お母
かあ

さんは言
い

いま
す。

「じゃあ２階
かい

へ行
い

って、
そーっとおやすみのキスを
してくるかな。」お父

とう

さんは、
そうすることにしました。

お父
とう

さんは、眠
ねむ

っている
かもしれないかわいい娘

むすめ

を
起
お

こさないように、つま先
さき

で
階
かいだん

段を上
あ

がりました。ところが部
へ や

屋のドア
に近
ちか

づいたとき、かわいいジェーンがベッ
ドのそばでひざまずいているのが見

み

えま
した。そして、彼

かのじょ

女がイエス様
さま

と話
はな

すの
が聞

き

こえたのです。

「愛
あい

するイエス様
さま

、どうかお父
とう

さんが、
あなたを愛

あい

することができるように、助
たす

け
てください。そして、お父

とう

さんが教
きょうかい

会に
行
い

って、あなたのことを学
まな

べますように、
どうぞ助

たす

けてください。」

お父
とう

さんは、ジェーンのお祈
いの

りが終
お

わる
まで待

ま

っていました。それから部
へ や

屋へ入
はい

っ
て、いつも寝

ね

る前
まえ

にするように、ジェーン
を強
つよ

く抱
だ

きしめて、おやすみのキスをしま
した。階

かいだん

段をおりてからも、お父
とう

さんは
ジェーンのお祈

いの

りのことをずっと考
かんが

えてい
ました。そして、なんども何

なん ど

度もそのこと
が頭
あたま

にうかんできました。

ジェーンはなんどもお父
とう

さんに、家
かぞく

族み
んなで教

きょうかい

会に行
い

こうと頼
たの

んだことがありま
した。でもそのたびに、お父

とう

さんは優
やさ

しく
断
ことわ

っていました。ところが
今
いま

は、ジェーンのお祈
いの

りがく
り返
かえ

し心
こころ

にひびいて、お父
とう

さんの頭
あたま

からはなれません。
とうとうお父

とう

さんは、次
つぎ

に
ジェーンから教

きょうかい

会へ行
い

くよう
に誘

さそ

われたら、ただ彼
かのじょ

女を
よろこばせるためだけに行

い

こ
うと決

き

めたのでした。

それほど長
なが

くたたないうちに、ジェーン
はふたたびたずねました。「ねぇお父

とう

さん、
お願
ねが

いだから、今
きょう

日の夜
よる

、わたしたちといっ
しょに教

きょうかい

会に行
い

ってくれない？」お父
とう

さん
がにっこりほほ笑

え

んで「ああ、いいとも」
と言

い

うと、ジェーンは大
たいへん

変よろこびました。
彼
かのじょ

女は心
こころ

の中
なか

で、「イエス様
さま

がお祈
いの

りに答
こた

えてくださったわ」と叫
さけ

びました。

その晩
ばん

お父
とう

さんは、牧
ぼくしせんせい

師先生のお話
はなし

を、
耳
みみ

をすまして聞
き

いていました。お話
はなし

のあと

お話
はな

しひろば 

お父
と う

さんのためのジェーンの祈
い の

り
作者不詳 エイミー・シェラード編
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も、お父
とう

さんはそのことについて考
かんが

えてい
ました。それからお父

とう

さんは、ジェーンと
お母

かあ

さんといっしょに、なんども教
きょうかい

会へ行
い

くようになりました。そしてまもなく、イエ
ス様
さま

と神
かみさま

様についてのお父
とう

さんの考
かんが

えは、
変
か

わり始
はじ

めました。お父
とう

さんはクリスチャ
ンになりたいと思

おも

うようになりました。ま
たイエス様

さま

を愛
あい

し、彼
かれ

にしたがいたいと
思
おも

いました。

ある夜
よる

のこと、お父
とう

さんが愛
あい

するジェー
ンを強

つよ

くだきしめ、おやすみのキスをする
とき、「ジェーン、君

きみ

のイエス様
さま

は、わた
しのイエス様

さま

にもなるんだよ」と言
い

ったの
です。ジェーンとお母

かあ

さんは、どんなによ
ろこんだことでしょう！これからは、いつも
イエス様

さま

を愛
あい

する、幸
しあわ

せな家
かぞ く

族になるで
しょう。いっしょに家

かていれいはい

庭礼拝もするでしょう
し、そろって教

きょうかい

会にも行
い

きます。イエス様
さま

は、クリスチャンになることをお父
とう

さんに
考
かんが

え始
はじ

めさせるために、ジェーンの祈
いの

りを
用
もち

いられたのでした。

ほかの人
ひと

のために祈
いの

るとき、イエス様
さま

はおよろこびになります。あなたの知
し

って
いる人

ひと

の中
なか

には、イエス様
さま

のことをよく知
し

らないために、彼
かれ

を愛
あい

していない人
ひと

がい
ますか？あなたは、そのような人

ひと

たちのた
めに祈

いの

っていますか？
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日
にちようび

曜日

少
しょうねん

年テモテは、ルステラの地
ち
で育
そだ

ちました。彼
かれ
の父
ちちおや
親はギリシャ

人
じん
、母
ははおや
親はユダヤ人

じん
で、皆

みな
、神
かみさま
様を深

ふか
く

愛
あい
していました。テモテは物

ものごころ
心のついた

〔世
よ
の中
なか
のことがなんとなくわかり始

はじ
める〕

ころから、母
はは
のユニケと祖

そ ぼ
母のロイスが、

彼
かれ

に聖
せいしょ
書を教

おし
えました。彼

かれ
が子
こども
供のころ

に使
つか
っていた聖

せいしょ
書は、わたしたちが現

げんざい
在

『旧
きゅうやくせいしょ
約聖書』と呼

よ
んでいるものです。これ

は聖
せいしょ
書の一

いちぶ
部で、イエス様

さま
がお生

う
まれに

なる前
まえ
に書

か
かれたものです。使

し と
徒 16:1,2; 

第
だい

２テモテ1:5。

あなたの知
し

っている
旧
きゅうやくせいしょ

約聖書の物
ものがたり

語は、テ
モテも知

し

っていたのです
よ。そしてあなたと同

おな

じ
ように、彼

かれ

もそれらのお
話
はなし

を聞
き

くのが大
だ い す

好きで
した。あなたと同

おな

じよう
に、テモテは神

かみさま

様を愛
あい

し、
安
あんそくにち

息日に礼
れいはい

拝をしていま

した。けれども、まだイエス様
さま

のことを知
し

りませんでした。いつか神
かみさま

様がメシヤ〔救
すく

い主
しゅ

〕を送
おく

ってくださるという約
やくそく

束は知
し

っ
ていましたが、そのメシヤがもうすでに来

こ

られたことを知
し

らずにいました。彼
かれ

は、イ
エス様

さま

がメシヤであることを知
し

らなかった
のです。

ルステラには大
おおぜい

勢の異
いきょうと

教徒がいたの
で、きっとわくわくするような異

いきょう

教の行
ぎょうじ

事
が、いくつもあったはずです。しかしテモ
テは、幼

おさな

いころから神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であること
と、神

かみさま

様の十
じっかい

戒にしたがうことを選
えら

んでい
ました。

テモテと彼
かれ

の母
ははおや

親と祖
そ ぼ

母は、ルステラ
にやってきたパウロとバ
ルナバが、イエス様

さま

の
話
はなし

をしているのを聞
き

きま
した。聖

せいしょ

書に書
か

かれて
いる預

よげんしゃ

言者たちの言
こ と ば

葉
を調

しら

べてみると、パウロ
とバルナバの話

はなし

が真
しんじつ

実
であることがわかりまし
た。そして、何

なんめい

名かの人
ひと

たちといっしょに、彼
かれ

ら

伝
でんどうしゃ

道者になったテモテ

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「ここ〔ベレヤ〕にいるユダヤ人
じん

はテサロニケの者
もの

たちよりも

素
す な お

直であって、心
こころ

から教
おしえ

を受
う

けいれ、果
はた

してそのとおりかどう

かを知
し

ろうとして、日
ひ び せ い し ょ

々聖書を調
しら

べていた。」

使
しとぎょうでん

徒行伝 17:11

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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もイエス様
さま

の信
しんじゃ

者になったのです。

パウロとバルナバがルステラにいる間
あいだ

、
テモテはあることがきっかけで、自

じぶ ん

分が
将
しょうらい

来どのような人
ひと

になりたいかを考
かんが

え始
はじ

め
ます。次

つぎ

の課
か

では、テモテに何
なに

が起
お

こっ
たのかを学

まな

びます。

考
かんが

えてみよう：ルステラで異
い き ょ う と

教徒たちが
していたことが、テモテを誘

ゆうわく

惑することも
あったでしょうか？楽

たの

しくてしかたがないく
らい、あなたの心

こころ

をひきつけるものは何
なん

で
すか？あなたはこれらの誘

ゆうわく

惑に対
たい

し、どう
していますか？

月
げつようび

曜日

テモテは、パウロとバルナバをとて
も尊
そんけい
敬していました。ひょっとす

るとテモテは、足
あし
の悪
わる
かった男

おとこ
がパウロに

よっていやされる奇
きせき
跡を、ルステラで見

み
た

かもしれません。使
し と

徒 14:8-10。

あの日
ひ

、異
いきょうと

教徒たちがどれほど興
こうふん

奮し
ていたか、テモテは見

み

て知
し

っていました。
パウロとバルナバは、天

てん

からおりてきた
神
かみがみ

々にちがいないと思
おも

われてしまったのでし
た。もしかするとテモ
テは、群

ぐんしゅう

衆と異
いきょう

教の
祭
さい し

司が犠
ぎせ い

牲のささげ物
もの

までもって来
き

て、パウロ
とバルナバを拝

おが

もうと
するのを見

み

たかもしれ
ません。また、騒

さわ

ぎの
中
なか

、そんなことをして
はいけないとパウロが

人
ひとびと

々に大
おおごえ

声で叫
さけ

んだのを、聞
き

いていたか
もしれません。

ところが、アンテオケからやってきた悪
わる

い人
ひと

たちは、この勇
ゆうかん

敢なふたりの伝
でんどうしゃ

道者
に敵
てきたい

対するよう、人
ひとびと

々をそそのかしました。
そこで人

ひとびと

々ははげしく怒
おこ

って、パウロに石
いし

を投
な

げつけたのでした。石
いし

に打
う

たれて死
し

んだと思
おも

われたので、彼
かれ

は町
まち

の外
そと

に引
ひ

き
ずり出

だ

されました。19 節
せつ

。

テモテと、ほかのイエス様
さま

の信
しんじゃ

者たち
は、横

よこ

たわっているパウロのところへ行
い

き
ました。おそらく彼

かれ

らは、死
し

んだと思
おも

われ
たパウロを囲

かこ

んで、泣
な

きながら祈
いの

ったこと
でしょう。ところがとつぜん、何

なに

が起
お

こり
ましたか？20 節

せつ

。

パウロの全
ぜんしん

身は、傷
きず

と血
ち

だらけでした
が、それでも生

い

きていました。パウロは
イエス様

さま

のために苦
くる

しむことを、特
とくべつ

別な
栄
え い よ

誉だと感
かん

じていたほどでした。青
せいねん

年テ
モテは、これを見

み

て強
つよ

く心
こころ

を動
うご

かされ、
自
じぶん

分もイエス様
さま

のために勇
ゆうかん

敢な伝
でんどうしゃ

道者に
なりたいと思

おも

い始
はじ

めます。

考
かんが

えてみよう：あなたはこれまで、イエ
ス 様

さま

の ため に、 勇
ゆうかん

敢 な
伝
でんどうしゃ

道者になりたいと思
おも

っ
たことはありません か？
伝
でんどうしゃ

道者になるためには、
家
いえ

を出
で

てどこか遠
とお

くに行
い

か
なくてはなりませんか？

火
か よ う び

曜日

パウロとバルナバ
は、 それぞれ、
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最
さいしょ
初の伝

でんどうりょこう
道旅行で訪

おとず
れたあちこちの教

きょうかい
会

の信
しんじゃ
者たちをたずねることにしました。バ

ルナバはマルコといっしょにキプロスへ行
い

き、パウロはシラスをつれて別
べつ
の場
ばしょ
所へと

向
む
かいました。

パウロとシラスが訪
おとず

れた町
まち

のひとつが、
ルステラでした。テモテはそこに住

す

んでい
て、パウロはそこで石

いし

を投
な

げつけられた
わけです。ルステラのクリスチャンたちが
イエス様

さま

に忠
ちゅうじつ

実であることを知
し

ったパウロ
は、どれほどうれしかったことでしょう！

パウロは、テモテのことを忘
わす

れていませ
んでした。神

かみさま

様がテモテのために特
とくべつ

別な
働
はたら

きを用
よう い

意しておられると、パウロは確
かくしん

信
していました。そしてテモテのほうも、パ
ウロが石

いし

で打
う

たれたときのことが心
こころ

に焼
や

き
ついて、その印

いんしょう

象がうすれることはありま
せんでした。テモテは、イエス様

さま

のため
の伝
でんどうしゃ

道者になりたいのだと、はっきりわか
りました。

テモテがどのような人
じんぶつ

物なのかを知
し

る
ために、パウロはで
きるかぎり注

ちゅうい

意ぶか
く調
しら

べました。間
ま

も
なく、テモテの母

はは

と
祖
そ ぼ

母が、テモテに
聖
せいしょ

書をしっかり教
おし

え
ていたことが分

わ

かり
ました。パウロは、
テモテが心

こころ

からイエ
ス様

さま

を愛
あい

しているこ
とも知

し

りました。

パウロから、いっ
しょに来

き

てほしいと

頼
たの

まれたとき、テモテがどれほど心
こころ

をおど
らせたか、想

そうぞう

像してみてください。「こん
なに年

としわか

若い僕
しもべ

でも、真
しん

の伝
でんどうしゃ

道者になれる
のだろうか？」と思

おも

ったかもしれません。
でも母

ははおや

親と祖
そ ぼ

母は、テモテがパウロといっ
しょに伝

でんどう

道の働
はたら

きをさせてもらえると聞
き

い
て、とても喜

よろこ

んだことでしょう。

テモテは、旅
たび

に必
ひつよう

要な荷
に も つ

物をまとめま
した。それから両

りょうしん

親と祖
そ ぼ

母に別
わか

れを告
つ

げ
て、パウロとシラスについて行

い

きました。

考
かんが

えてみよう：あなたがテモテだったら、
どんな気

き も

持ちだったでしょうか？

水
すいようび

曜日

パウロとシラスに、新
あら
たな働

はたら
き人
びと
が

加
くわ
わりました。テモテです。旅

たび
の

間
あいだじゅう
中、パウロとシラスは、テモテがイエ

ス様
さま
のための強

きょうりょく
力な伝

でんどうしゃ
道者になれるよう

に、できるかぎりの手
てだす
助けをしました。パ

ウロはテモテのことを、自
じぶん
分の息

むすこ
子のよう

に愛
あい
するようになり

ました。

テモテには特
とく

に
すぐれた才

さいのう

能など
はありませんでした
が、イエス様

さま

を愛
あい

し、
毎
まいにち

日、イエス様
さま

に似
に

る者
もの

となる選
えら

びをし
ていました。そして、
どうしてよいかわか
らない時

とき

には、パウ
ロに助

じょげん

言を求
もと

めまし
た。
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伝
でんどうしゃ

道者としてパウロに同
どうこう

行するのは、
かんたんなことでしたか？いいえ。彼

かれ

らの
行
い

くところではどこでも、彼
かれ

らの働
はたら

きをじゃ
ましようとする人

ひと

たちがいました。テモテ
と医

いし ゃ

者のルカは、パウロとシラスと共
とも

にピ
リピの町

まち

へ行
い

きました。そこは以
いぜん

前、パウ
ロとシラスが町

まち

の役
やくにん

人たちによって牢
ろうや

屋に
入
い

れられたところです。ここでもテモテは、
イエス様

さま

がどんなに力
ちから

のあるおかたであ
るかを見

み

せられました。

ピリピを後
あと

にした宣
せんきょうしゃ

教者たちが次
つぎ

に向
む

かったのは、テサロニケと呼
よ

ばれる町
まち

で
す。ここでもパウロは、安

あんそくにち

息日に会
かいどう

堂で
大
だいたん

胆に語
かた

り、多
おお

くの人
ひと

がイエス様
さま

にしたが
う選
えら

びをしました。使
し と

徒 17:1-4。

しかしそこにも、パウロが真
しん り

理を話
はな

して
いるのかどうかを調

しら

べようもしない人
ひと

たち
がいました。

考
かんが

えてみよう：多
おお

くの人
ひと

は、何
なに

が真
し ん り

理か
を聖

せいしょ

書で調
しら

べもせずに、まちがったことを
信
しん

じていますか？聖
せいしょ

書に書
か

かれていないの
に、多

おお

くの人
ひと

が信
しん

じていることは何
なん

ですか？

木
もくようび

曜日

パウロとシラスの説
せっきょう
教を聞

き
いて、テ

サロニケの多
おお
くの人

ひと
たちが、イエ

ス様
さま
を信
しん
じるようになりました。しかし、

信
しん
じない人

ひと
もたくさんいました。そして彼

かれ

らは、パウロとシラスが説
せっきょう
教するのをやめ

させたいと思
おも
いました。さわぎを起

お
こすグ

ループを仲
なかま
間に引

ひ
き入

い
れて、パウロとシ

ラスの悪
わるぐち
口を大

おおごえ
声で叫

さけ
ばせました。群

ぐんしゅう
衆

が集
あつ
まってくると、彼

かれ
らはヤソンの家

いえ
へ行

い

きました。そこに伝
でんどうしゃ
道者たちが泊

と
まって

いると思
おも
ったからです。彼

かれ
らはパウロとシ

ラスを、外
そと
にいる乱

らんぼう
暴な群

ぐんしゅう
衆のところへ

連
つ
れ出

だ
そうとたくらんでいたのです。使

し と
徒

17:5。

乱
らんぼう

暴な群
ぐんしゅう

衆はヤソンの家
いえ

に行
い

きました
が、パウロとシラスを見

み

つけることはでき
ませんでした。そこで彼

かれ

らはますますはげ
しく怒

いか

り、何
なに

をしましたか？6,7 節
せつ

。

町
まち

の司
つかさ

たちのところへ引
ひ

っ張
ぱ

られて行
い

っ
た者

もの

の中
なか

に、テモテがいたかどうかは分
わ

かりませんが、何
なに

が起
お

こったのかは彼
かれ

も
知
し

っていたはずです。

群
ぐんしゅう

衆のリーダーたちが言
い

ったことは、町
まち

の役
やくにん

人たちを不
ふあん

安にさせました。でも彼
かれ

ら
は、ヤソンとほかの人

ひと

たちを家
いえ

に帰
かえ

してく
れました。結

けっきょく

局のところ、彼
かれ

らが本
ほんとう

当につ
かまえたかったのは、パウロとシラスだけ
でした。8,9 節

せつ

。

これ以
いじょう

上さわぎが大
おお

きくなるのを恐
おそ

れた
新
あたら

しい信
しんじゃ

者たちは、その夜
よる

のうちに、パ
ウロとシラスをベレヤの町

まち

へ行
い

かせまし
た。パウロとシラスは、数

すうじつ

日だけでも休
やす

み
をとったでしょうか？いいえ。彼

かれ

らはすぐ
に、イエス様

さま

の働
はたら

きを始
はじ

めました。サタ
ンは、ふたりを止

と

めることはできなかった
のです。10 節

せつ

。

ベレヤの人
ひとびと

々は、テサロニケの人
ひとびと

々と
はちがっていました。そのちがいは何

なん

でし
たか？11,12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

の真
しん

の信
しんじゃ

者であ
るならば、自

じ ぶ ん

分たちがイエス様
さま

にしたがっ
ている理

り ゆ う

由を知
し

る必
ひつよう

要があります。真
しん

の
信
しんじゃ

者は、聖
せいしょ

書が教
おし

える「するべきこと」を
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知
し

る必
ひつよう

要があります。なぜ安
あんそくにち

息日を守
まも

るの
か、あなたはほかの人

ひと

に説
せつめい

明できますか？
安
あんそくにち

息日を守
まも

るように命
めい

じている戒
いまし

めを、あ
なたは暗

あ ん き

記していますか？

金
きんようび

曜日

ベレヤの人
ひとびと
々がひじょうに注

ちゅうい
意ぶか

く勉
べんきょう
強したことを、パウロとシラ

スはよろこんでいました。ところが、しば
らくたたないうちに、ふたりはまたしても
危
きけん
険な目

め
にあうことになります。パウロと

シラスが、テサロニケからそれほど遠
とお
くな

いベレヤにいることを、乱
らんぼうもの
暴者のリーダー

たちに知
し
られてしまったのです。乱

らんぼうもの
暴者た

ちは、テサロニケでしたのと同
おな
じように、

群
ぐんしゅう
衆をそそのかしてパウロに敵

てきたい
対させまし

た。使
し と

徒 17:13。

テモテはパウロたちと働
はたら

きを共
とも

にするた
めに、ベレヤに来

き

ていました。しかし、テ

サロニケの乱
らんぼうもの

暴者のリーダーたちがベレ
ヤに来

き

て、大
おおぜい

勢の人
ひと

をけしかけてパウロ
に反

はんたい

対させようとしたのです。そこでクリ
スチャンたちは、急

いそ

いで何
なに

をしましたか？
14 節

せつ

。

テモテを残
のこ

して行
い

かなければならなくな
り、パウロはがっかりしていました。本

ほんとう

当
は、テサロニケにもどりたいと願

ねが

っていた
ほどです。しかし、その願

ねが

いはかないま
せんでした。パウロは今

いま

、遠
とお

くはなれたギ
リシャの中

ちゅうしんち

心地、アテネに向
む

かっていまし
た。

ベレヤの新
あたら

しい信
しんじゃ

者が何
なんにん

人か、パウロ
について行

い

きました。おそらくパウロは、
旅
たび

の道
どうちゅう

中で、できるかぎりイエス様
さま

のこと
を教
おし

えたでしょう。

この小
ちい

さな旅
たび

の一
いちだん

団を、天
て ん し

使たちが
見
みまも

守っていました。そして、パウロが無
ぶ じ

事
アテネに到

とうちゃく

着するとすぐに、新
あたら

しい信
しんじゃ

者た
ちはベレヤへと帰

かえ

って行
い

きました。彼
かれ

らは
パウロからどのような伝

でんごん

言をあずかりまし
たか？15 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：テモテは、あなたのよう
にまだ年

としわか

若かったころに、聖
せいしょ

書を愛
あい

するこ
とを学

まな

びました。あなたも、聖
せいしょ

書を愛
あい

する
子
こ ど も

供になっていますか？年
としわか

若いテモテのよ
うに、あなたも毎

まいにちせいしょ

日聖書を勉
べんきょう

強するのが
好

す

きですか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 17:1-15

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 20、22、

23 章
しょう

p.249-251
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ずっと昔
むかし
、心
こころ
の優
やさ
しいひとりの

少
しょうねん
年がいました。名

なまえ
前がわから

ないので、ここではデイビーと呼
よ
ぶことに

しましょう。デイビーには、ふたりの 妹
いもうと

が いました。
父
ちちおや
親は亡

な
く

なり、母
ははおや
親

は未
みぼうじん
亡人と

なり、とて
も 貧

まず
し い

家
いえ
でした。

実
じっさい
際、母

ははおや
親

が一
いっしょう
生けん

命
めいはたら
働いてい

るのに、家
かぞく
族のための十

じゅうぶん
分な食

た
べ物
もの
が買

か

えないほど貧
まず
しかったのです。

生
せいかつ

活はそれほど大
たいへん

変でしたが、母
ははおや

親は
そのことを子

こど も

供たちに話
はな

していませんでし
た。彼

かのじょ

女はどうしていいかわからず、泣
な

く
ことが何

なん ど

度もありました。デイビーに学
がっこう

校
をつづけて欲

ほ

しいと思
おも

っていましたが、彼
かれ

が学
がっこう

校をやめて働
はたら

かなくてはならないの
は明

あき

らかでした。家
かぞ く

族のために食
た

べ物
もの

を
買
か

うお金
かね

が必
ひつよう

要だったからです。ある日
ひ

の
こと、母

ははおや

親は、家
いえ

の近
ちか

くにある一
いっけん

軒のお
店
みせ

で、デイビーのための仕
しご と

事を見
み

つけま
した。そのことをデイビーに告

つ

げなくては
なりません。

その日
ひ

の午
ご ご

後、デイビーが学
がっこう

校から帰
かえ

ると、大
たいせつ

切な母
ははおや

親が泣
な

いています。「お母
かあ

さん、どうしてそんなに悲
かな

しんでいるの？」
彼
かれ

は腕
うで

を母
ははおや

親にまわし、抱
だ

きしめました。

母
ははおや

親はしくしくと泣
な

きながら、「ごめん
ね、デイビー」と言

い

いました。「あなたに、
学
がっこう

校をつづ
けて欲

ほ

し
いってど
ん な に
思
おも

ってい
たか。で
も、家

いえ

が
あまりに
も貧

まず

しい
から、 わ

たしたちが生
せいかつ

活していくために、あなたが
働
はたら

かなくてはならないの。そうでもしなけ
れば、必

ひつよう

要な食
た

べ物
もの

すら買
か

えないのよ。」
それから母

ははおや

親は、息
むす こ

子のために見
み

つけた
仕
しごと

事のことを話
はな

しました。

本
ほんとう

当は、デイビーも学
がっこう

校をつづけたかっ
たのです。しかし、ひどくがっかりしてい
たにもかかわらず、彼

かれ

はにっこりと笑
わら

って
母
ははおや

親を抱
だ

きしめました。「心
しんぱい

配しないで、
お母

かあ

さん。」デイビーは元
げんき

気に答
こた

えました。
「僕

ぼく

、一
いちばん

番の働
はたら

き者
もの

になるって、約
やくそく

束す
るよ。」

母
ははおや

親はまだ悲
かな

しんでいましたが、これ
ほど明

あか

るい、自
じぶん

分のことよりも、家
かぞ く

族の役
やく

に立
た

ちたいと願
ねが

っているデイビーにどれだ

お話
はな

しひろば 

デイビーの手
て が み

紙 その１
作者不詳 エイミー・シェラード編
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け感
かんしゃ

謝したことでしょう。次
つぎ

の日
ひ

から早
さっそく

速、
デイビーは仕

し ご と ば

事場へ行
い

きました。

彼
かれ

は、お店
みせ

の仕
し ご と

事をすぐに覚
おぼ

えまし
た。そして、店

みせ

の主
しゅじん

人をよろこばせようと、
手
てばや

早くきちんと仕
しごと

事をするようにしました。

店
みせ

の主
しゅじん

人に「デイビー！」と呼
よ

ばれると、
彼
かれ

はすぐにやってきます。「これを郵
ゆうびんきょく

便局
に持

も

って行
い

ってくれないか？」主
しゅじん

人は、1
枚
まい

の封
ふうとう

筒をデイビーに手
てわ た

渡しながら言
い

い
ました。封

ふうとう

筒には住
じゅうしょ

所が書
か

かれ、切
きっ て

手も
はられ、あとは送

おく

るだけです。

「承
しょうち

知しました、ご主
しゅじんさま

人様。」デイビー
は礼

れいぎただ

儀正しく答
こた

えながら、封
ふうとう

筒を受
う

けとり
ました。それから、封

ふうとう

筒をもって、急
いそ

いで
郵
ゆうびんきょく

便局へ行
い

きました。郵
ゆうびんきょくちょう

便局長はデイビー
のことを知

し

っています。デイビーが封
ふうとう

筒を
わたすと、彼

かれ

はにっこりと笑
わら

いました。デ
イビーは、自

じぶ ん

分の仕
し ご と

事について話
はな

しまし
た。局

きょくちょう

長は話
はなし

を聞
き

き、デイビーから受
う

け
とった封

ふうとう

筒を見
み

てこう言
い

いました。「正
ただ

し
い住
じゅうしょ

所を書
か

いて、必
ひつよう

要な分
ぶん

の切
きっ て

手をはれ
ば、これが世

せかいじゅう

界中のどこにでも届
とど

くなんて、
すばらしいと思

おも

わないかい？」

デイビーはうなずきました。そう、それ
はすばらしいことです。こんなことを考

かんが

え
ながら、仕

し ご と ば

事場へもどる道
みち

を歩
ある

いている
と、彼

かれ

にひとつのすばらしいアイデアが
浮
う

かびました。その日
ひ

の残
のこ

りの仕
しご と じ か ん

事時間、
熱
ねっしん

心に働
はたら

くかたわらで、デイビーはこのア
イデアのことを考

かんが

えていました。そしてつ
いに、それをやってみることに決

き

めました。
実
じっこう

行するのは、明
あ す

日です。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

ベレヤで起
お
こった問

もんだい
題のために、パ

ウロはギリシャの重
じゅうよう
要都

と し
市であ

るアテネにつかわされていました。彼
かれ
はそ

こで、テモテとシラスがベレヤから来
く
るの

を待
ま
っていました。

アテネの人
ひとびと

々は、その美
うつく

しい町
まち な

並みと
建
けんぞうぶつ

造物を誇
ほこ

りに思
おも

って
いました。とくに壮

そうだい

大な
数
かずかず

々の神
しんでん

殿、それらの
場
ば し ょ

所におかれている多
おお

くの像
ぞう

や絵
か い が

画が自
じ ま ん

慢で
した。彼

かれ

らは様
さまざま

々なこと
がらについて論

ろん

じたり学
まな

んだりすることに、多
おお

く
の時

じか ん

間を費
つい

やしました。
また、これまできずいて
きた学

がくもん

問に誇
ほこ

りを持
も

ち、
自
じぶん

分たちをとても賢
かしこ

いと
思
おも

っていました。

アテネをめぐり歩
ある

いたパウロは、そこで
はありとあらゆる神

かみがみ

々が拝
おが

まれていること
に気

き

づきました。神
かみがみ

々の像
ぞう

は、いたると
ころにありました。その中

なか

のある祭
さいだん

壇には、
「知

し

られざる神
かみ

に」と書
か

かれていました。
この祭

さいだん

壇を見
み

たパウロは、悲
かな

しい気
き も

持ち
になりました。彼

かれ

は思
おも

いました。「たしか
にここアテネには、ひとりの知

し

られざる神
かみ

がおられるが、そのお方
かた

こそが、世
せか い

界を
創
そうぞう

造なさったもっとも偉
いだ い

大な神
かみさま

様なのだ。
そのお方

かた

こそが、唯
ゆいいつ

一
のまことの神

かみ

であられる
のに、ここの人

ひとびと

々はそ
の神

かみさま

様を知
し

らない。彼
かれ

らに、イエス様
さま

のこと
を伝

つた

えなくては！」と。
使
し と

徒 17:16。

アテネにはユダヤ教
きょう

の会
かいどう

堂があり、パウロ
はそこでイエス様

さま

のこと
を話
はな

しました。また市
いちば

場
でも伝

でんどう

道していたので、
まもなく人

ひとびと

々は、「この

福
ふくいん

音の炎
ほのお

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「すべて真
しんじつ

実なこと、すべて尊
たっと

ぶべきこと・・・それらのもの

を心
こころ

にとめなさい。」ピリピ 4:8

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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新
あたら

しい教
きょうし

師は、いったい何
なにもの

者だろう？」と
考
かんが

えるようになりました。そして、「この男
おとこ

が話
はな

している『イエス』とは、だれなん
だろう？」と尋

たず

ね合
あ

いました。そこで人
ひとびと

々
は、パウロをある場

ばし ょ

所につれて行
い

きまし
た。そこはしばしば、聴

ちょうしゅう

衆を前
まえ

にして、
重
じゅうよう

要なことについて話
はな

される場
ばし ょ

所でした。
19-21 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロは、力
ちからづよ

強い説
せっきょうしゃ

教者
でした。しかし、自

じ ぶ ん

分のことをとても賢
かしこ

い
と思

おも

っている人
ひとびと

々を、パウロは助
たす

けること
ができるでしょうか？話

はなし

をするようにと招
しょうたい

待
してくれた男

おとこ

たちに連
つ

れられて行
い

くとき、
彼
かれ

は心
こころ

の中
なか

で祈
いの

っていたと思
おも

いますか？

月
げつようび

曜日

パウロは、アテネでも特
とく
にきわだっ

て賢
かしこ
いという人

ひと
たちの前

まえ
に立

た
って

いました。彼
かれ
らがイエス様

さま
のことを学

まな
んで

くれたらと、どれほど願
ねが
ったことでしょう！

パウロは、これらの人
ひと
たちがクリスチャン

になって、偶
ぐうぞうれいはい
像礼拝をやめることを望

のぞ
んで

いました。

パウロは、「知
し

られざる神
かみ

に」と書
か

かれ
た祭

さいだん

壇を思
おも

い出
だ

しました。そして彼
かれ

が話
はな

し始
はじ

めると、人
ひとびと

々はその話
はなし

に引
ひ

きこまれて
いきました。パウロが最

さいしょ

初に言
い

ったことは
何
なん

でしたか？使
し と

徒 17:22,23。

パウロがその場
ば

にふさわしい言
こと ば

葉を語
かた

ることができたのは、聖
せいれい

霊が助
たす

けて下
くだ

さっ
たからでした。これらの誇

ほこ

り高
たか

い賢
けんじん

人た
ちはすぐに、パウロも学

がくしき

識ある人
ひと

である
ことが分

わ

かりました。しばらくの間
あいだ

、真
しん

の

神
かみさま

様について語
かた

るパウロの話
はなし

を、彼
かれ

らは
注
ちゅうい

意ぶかく聞
き

き入
い

っていました。ところ
が、イエス様

さま

が死
し

んだ後
あと

に復
ふっかつ

活なさった
ことを話

はな

すと、ある人
ひと

たちはパウロのこと
をあざ笑

わら

い始
はじ

めました。また中
なか

には、こ
れ以

いじょうき

上聞きたくないと思
おも

う人
ひと

たちもいまし
た。人

にんげん

間を死
し

から生
い

き返
かえ

らせるほどの力
ちから

を持
も

った神
かみさま

様が存
そんざい

在するなど、彼
かれ

らには
信
しん

じがたいことでした。

中
なか

には、パウロの言
い

うことを信
しん

じた人
ひと

も
いましたが、自

じぶん

分たちはすぐれているとい
う思
おも

いが強
つよ

すぎたために、変
か

わることが
できませんでした。彼

かれ

らは、これまで自
じぶん

分
たちの信

しん

じてきたことがまちがっていたと
は、認

みと

めたくなかったのです。32 節
せつ

。

ほとんどの人
ひと

が偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をつづけること
を選
えら

んだので、パウロは悲
かな

しくなりました。
彼
かれ

らは、これまで自
じぶん

分たちが行
おこな

ってきたこ
とを変

か

えたくなかったのです。しかし一
いっぽう

方
で、わずかではありましたが、変

か

えられた
賢
けんじん

人たちがいたことを、パウロは感
かんしゃ

謝しま
した。アテネで過

す

ごした時
じか ん

間は、すべて
が無

む だ

駄だったわけではありませんでした。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

が人
ひとびと

々に教
おし

えて
おられたころ、彼

かれ

の話
はなし

を一
いちばん

番よく聞
き

いて
いたのは、どのような人

ひと

たちでしたか？お
金
か ね も

持ちでしたか、それとも貧
まず

しい人
ひと

たちで
したか？誇

ほこ

り高
たか

い人
ひと

たちでしたか、それと
も謙

けん

そんな人
ひと

たちでしたか？

火
か よ う び

曜日

パウロはアテネを去
さ
って、もうひと

つの重
じゅうよう
要都

と し
市であるコリントへ
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行
い
きました。アテネと同

おな
じように、コリン

トも、多
おお
くの偶

ぐうぞうれいはいしゃ
像礼拝者であふれていまし

た。コリントで、パウロはだれのところに
滞
たいざい
在しましたか？使

し と
徒 18:1-3。

すべてのユダヤ人
じんだんせい

男性は、少
しょうねん

年のころ
から自

じぶん

分で働
はたら

いてお金
かね

を得
え

ることを教
おし

えら
れており、パウロは天

てんまく

幕づくりを学
まな

んでい
ました。説

せっきょう

教をしてお金
かね

をもらっていたわ
けではなかったで、パウロは生

せいかつ

活に必
ひつよう

要
なお金

かね

を得
え

るために、あいた時
じか ん

間に一
いっしょう

生
けん命

めいはたら

働きました。アクラとプリスキラも
天
てんまく

幕づくりの職
しょくにん

人でした。パウロは、この
ふたりと働

はたら

くのがとても楽
たの

しかったようで
す。彼

かれ

らはやがて、仲
なか

の良
よ

い友
ゆうじん

人になり
ました。そしてパウロはいつものように、
安
あんそくにち

息日ごとに会
かいどう

堂で、イエス様
さま

のことを
人
ひとびと

々に教
おし

えていました。4 節
せつ

。

シラスとテモテもコリントにやってきた
ので、パウロは、人

ひとびと

々にイエス様
さま

のことを
伝
つた

えるためにますます熱
ねっしん

心に働
はたら

きました。
ところが、パウロの話

はなし

をやめさせようとし
たり、イエス様

さま

の悪
わるぐち

口を言
い

ったりする人
ひと

た
ちもいました。5,6 節

せつ

。

そこでパウロは会
かいどう

堂を去
さ

って、その近
ちか

く
に住

す

むユストの家
いえ

で説
せっきょう

教をするようになり
ました。会

かいどうつかさ

堂司のクリスポが
クリスチャンになったことを、
パウロの反

はんたいしゃ

対者たちはひどく
怒
おこ

っていました。7,8 節
せつ

。

パウロは、コリントを去
さ

っ
て別
べつ

の場
ばし ょ

所へ行
い

くべき時
とき

なの
かどうか迷

まよ

っていました。こ
れからどうするべきかを、パ
ウロはどのようにして知

し

りまし

たか？9-11 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロがコリントを去
さ

ると
きまでには、多

おお

くの人
ひと

がクリスチャンになっ
ていました。イエス様

さま

の助
たす

けにより、パウ
ロはそこで、しっかりした教

きょうかい

会を始
はじ

めるこ
とができたのでした。今

き ょ う

日も、より多
おお

くの
場
ば し ょ

所で教
きょうかい

会がつくられていますか？

水
すいようび

曜日

パウロが コリントを 去
さ
ると、

天
てんまくしょくにん
幕職人のアクラとプリスキラ

も彼
かれ

について行
い
き、こんどはエペソで

天
てんまく
幕づくりを始

はじ
めました。パウロはエル

サレムへ行
い
きたかったので、エペソには長

なが

くとどまりませんでした。それでも彼
かれ
は、

安
あんそくにち
息日に会

かいどう
堂でイエス様

さま
のことを伝

つた
えつ

づけました。大
おお
きな関

かんしん
心をもった人

ひと
たちが、

パウロに長
なが
く滞
たいざい
在してほしいと頼

たの
みまし

た。パウロはその願
ねが
いにこたえることはで

きませんでしたが、必
かなら
ずもどってくるという

約
やくそく
束を交

か
わし、彼

かれ
らの手

てつだ
伝いとして、アク

ラとプリスキラをそこに残
のこ
して行

い
きました。

使
し と

徒 18:19-21。

パウロがいない間
あいだ

、アクラとプリスキラ
が、人

ひとびと

々にイエス様
さま

のことを
語
かた

りました。まもなくしてアク
ラとプリスキラは、別

べつ

の町
まち

か
らエペソにやってきたアポロ
という名

な

の男
おとこ

と親
した

しくなりまし
た。アポロはバプテスマのヨ
ハネの説

せっきょう

教を聞
き

いたことがあ
り、バプテスマも受

う

けていま
した。彼

かれ

は聖
せいしょ

書をよく知
し

って
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おり、力
ちからづよ

強い説
せっきょうしゃ

教者でした。24,25 節
せつ

。

アポロの話
はなし

を聞
き

いたアクラとプリスキラ
は、彼

かれ

はもっと学
まな

ぶ必
ひつよう

要があると思
おも

いまし
た。イエス様

さま

が救
すく

い主
ぬし

であって、わたし
たちは自

じぶん

分で自
じぶん

分を救
すく

うことができないこ
とを、アポロは知

し

らなくてはなりません。
また彼

かれ

は、イエス様
さま

に似
に

る者
もの

となれるよう
に、日

ひ

ごとに助
たす

けて下
くだ

さる聖
せいれい

霊についても
知
し

る必
ひつよう

要がありました。そこで、アクラと
プリスキラはどうしましたか？26 節

せつ

。

アポロは、アクラとプリスキラが教
おし

えて
くれたことをよろこんで受

う

け入
い

れ、イエ
ス様

さま

の力
ちからづよ

強い伝
でんどうしゃ

道者となりました。彼
かれ

が
エペソを去

さ

るときに、これから訪
ほうもん

問しよう
としていた町

まちまち

々の信
しんじゃ

者たちにとどけさせ
ようと、エペソの教

きょうかいいん

会員らがことづけた
メッセージは、どのようなものでしたか？
27,28 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

を愛
あい

する人
ひと

であ
れば、だれでも伝

でんどうしゃ

道者になれますか？あな
たはどうでしょう？どうすれば、伝

でんどうしゃ

道者にな
ることができますか？

木
もくようび

曜日

パウロは、エペソへもどってくるとの
約
やくそく
束を果

は
たしました。アクラとプ

リスキラがまだそこにとどまっていたなら、
きっとアポロのことをパウロに話

はな
したでしょ

う。

間
ま

もなくパウロは、バプテスマのヨハネ
の説
せっきょう

教を聞
き

いたことのある、別
べつ

の 12 人
にん

の男
おとこ

たちに会
あ

いました。彼
かれ

らもアポロのよ
うに、バプテスマのヨハネからバプテスマ

を受
う

けていました。けれどもアポロと同
おな

じ
ように、彼

かれ

らもイエス様
さま

と聖
せいれい

霊について、
よくわかっていませんでした。パウロはよ
ろこんで、彼

かれ

らにイエス様
さま

と聖
せいれい

霊について
教
おし

えました。使
し と

徒 19:2-7。

さあこれで、さらに12 人
にん

の伝
でんどうしゃ

道者が、
イエス様

さま

のために働
はたら

くことになりました。
彼
かれ

らには、イエス様
さま

が天
てん

にお帰
かえ

りになっ
たあとで使

し と

徒たちに与
あた

えられたのと同
おな

じ
「他

たこく

国の言
ことば

葉を話
はな

す能
のうりょく

力」が、聖
せいれい

霊によっ
て与
あた

えられました。

パウロは３か月
げつ

の間
あいだ

、エペソの会
かいどう

堂で
説
せっきょう

教をつづけましたが、サタンはいつも
のように、人

ひとびと

々にイエス様
さま

を信
しん

じさせまい
と働
はたら

きました。そこでとうとう、パウロは
その会

かいどう

堂を去
さ

って、2年
ねん

の間
あいだ

、別
べつ

の場
ばし ょ

所
で教
おし

えることになりました。8-10 節
せつ

。

神
かみさま

様はパウロをとおして、エペソですば
らしい奇

きせ き

跡を行
おこな

われました。病
びょうき

気やサタ
ンに支

しは い

配されていた信
しんじゃ

者たちに、何
なに

が起
お

こりましたか？11,12 節
せつ

。

エペソに、スケワという名
な

の男
おとこ

がいて、
彼
かれ

には７人
にん

の息
むす こ

子がいました。その息
むす こ

子
たちは、自

じぶん

分たちも奇
きせき

跡を行
おこな

いたいと思
おも

っ
ていました。彼

かれ

らは、サタンに支
し は い

配され
ている男

おとこ

を見
み

つけ、悪
あくれい

霊に向
む

かって、男
おとこ

から出
で

て行
い

くようにとイエス様
さま

のみ名
な

なに
よって命

めい

じました。

最
さいしょ

初、悪
あくれい

霊は彼
かれ

らをからかいました。
次
つぎ

に、悪
あくれい

霊は男
おとこ

の力
ちから

をとても強
つよ

くして彼
かれ

ら
に飛

と

びかからせました。７人
にん

の息
む す こ

子たち
は、命

いのち

からがら逃
に

げ出
だ

さなくてはなりませ
んでした。15,16 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：今
いま

でもサタンには力
ちから

があ
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りますか？たとえそうであっても、わたした
ちがイエス様

さま

に信
しんらい

頼してしたがう選
えら

びをし
ているならば、安

あんぜん

全でいられますか？

金
きんようび

曜日

昨
き
日
のう
の教
きょうか
課で学

まな
んだ７人

にん
の兄
きょうだい
弟に

起
お
こった出

できごと
来事は、すぐに知

し
れわ

たりました。使
し と

徒 19:17。

エペソの人
ひとびと

々の多
おお

くは、偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝や
魔
まじゅつ

術を行
おこな

っていました。しかし中
なか

には、パ
ウロの説

せっきょう

教を聞
き

いて偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をやめ、真
しん

の神
かみさま

様を拝
おが

むようになった人
ひと

たちもいま
した。それなのに、新

あたら

しく信
しんじゃ

者になった
人
ひと

たちの多
おお

くが、まだ魔
まじゅつ

術をつづけてい
ました。パウロはそのことを知

し

らずにい
ました。

７人
にん

の兄
きょうだい

弟に起
お

こった出
で き ご と

来事を聞
き

い
たあと、魔

まじゅつ

術を使
つか

いつづけていた人
ひと

た
ちは、自

じぶん

分たちがサタンにしたがってい

たことに気
き

づきました。そこで彼
かれ

らはパウ
ロのところへ行

い

き、これまでの誤
あやま

りを告
こくはく

白
したのでした。18 節

せつ

。

ただ、「私
わたし

がまちがっていました」と
告
こくはく

白するだけで十
じゅうぶん

分でしょうか？いいえ。
これらの人

ひと

たちは、ただ口
くち

で告
こくはく

白する
以
いじょう

上のことをする必
ひつよう

要がありました。自
じぶん

分
たちの持

も

っていた魔
まじゅつ

術の本
ほん

を、すべて
処
しょぶん

分するべきでした。でも、魔
まじゅつ

術の本
ほん

は
高
たか

いお金
かね

を出
だ

して買
か

ったものだったので、
ほかの人

ひと

に売
う

ることもできたはずです。彼
かれ

らは、魔
まじゅつ

術の本
ほん

を売
う

りましたか？19 節
せつ

。

これらの人
ひと

たちは、心
こころ

から悪
わる

かったと
思
おも

っていましたね。魔
まじゅつ

術の本
ほん

が焼
や

かれる
のを見

み

ていた人
ひと

たちは、彼
かれ

らの選
えら

びにつ
いていろいろ考

かんが

えさせられたことでしょう。
魔
まじゅつ

術の本
ほん

が焼
や

かれたあと、エペソでは何
なに

が起
お

こりましたか？20 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたは、自
じ ぶ ん

分のしてい
ることがサタンをよろこばせ、イエス様

さま

を
悲
かな

しませると知
し

っていながら、見
み

たり読
よ

ん
だりしていることはありませんか？思

おも

い当
あ

たることがあれば、それを 1 枚
まい

の紙
かみ

に書
か

き出
だ

してみましょう。それから大
お と な

人の人
ひと

に
手
て つ だ

伝ってもらい、その紙
かみ

を燃
も

やしてみましょ
う。

もっと学
まな

ぼう！

★ 使
し と ぎ ょ う で ん

徒 行 伝 17:16-34;18 章
しょう

; 

19:1-20; 

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 23、24、26-27

章
しょう
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デイビーの母
ははおや
親は貧

まず
しい未

みぼうじん
亡人で、

デイビーは家
かぞく
族を養

やしな
うお金

かね
をか

せぐために、学
がっこう
校をやめなくてはなりま

せんでした。店
みせ
の主
しゅじん
人に頼

たの
まれて手

てがみ
紙を

郵
ゆうびんきょく
便局にもって行

い
っ

たデイビーは、あるす
ばらしいアイデアを思

おも

いつきました。

その晩
ばん

、自
じ ぶ ん

分の小
ちい

さな部
へ や

屋で、デイビー
は 1枚

まい

の紙
かみ

を取
と

り出
だ

して、注
ちゅうい

意ぶかく何
なに

かを書
か

きました。書
か

き終
お

えると、彼
かれ

はそ
れを声

こえ

に出
だ

して読
よ

ん
でみました。「愛

あい

する
イエス様

さま

、僕
ぼく

のお父
とう

さんは死
し

んでしまいま
した。そしてお母

かあ

さんは、家
いえ

が貧
びんぼう

乏であ
ることにいつも心

こころ

を痛
いた

めています。僕
ぼく

が
学
がっこう

校をやめなければいけなくなったので、
お母

かあ

さんはそのことをとても悲
かな

しんでいま
す。今

いま

は、僕
ぼく

が働
はたら

いているので、十
じゅうぶん

分な
食
た

べ物
もの

を買
か

うお金
かね

があります。お願
ねが

いで
す、僕

ぼく

のお母
かあ

さんが悲
かな

しまないように、助
たす

けて下
くだ

さい。」

それからデイビーは手
てがみ

紙を封
ふうとう

筒に入
い

れ、
注
ちゅうい

意ぶかく住
じゅうしょ

所とあて名
な

を書
か

きました。そ
こには「天

てんごく

国におられる主
しゅ

イエス・キリス

ト様
さま

へ」と書
か

かれていました。

郵
ゆうびんきょくちょう

便局長は、手
てが み

紙を見
み

て困
こま

ってしまい
ました。だれが書

か

いたものなのか見
けんとう

当が
つきませんでしたが、とにかく、これを書

か

いた人
ひと

が困
こま

っている
ということはわかり
ました。手

て が み

紙をどう
しようか考

かんが

えている
と、牧

ぼ く し

師が郵
ゆうびんきょく

便局
に入

はい

ってきました。
郵
ゆうびんきょくちょう

便 局 長はその
手
てがみ

紙を牧
ぼく し

師にわたし
て、「こういう手

てがみ

紙が
あるのですが、どう
したらいいですか？」
とたずねました。

牧
ぼ く し

師は封
ふうとう

筒を開
あ

け、手
て が み

紙を読
よ

みました。もちろん、だれ
が書

か

いたのかは分
わ

かりませんでしたが、
彼
かれ

は郵
ゆうびんきょくちょう

便局長に「この手
て が み

紙を、うちの
教
きょうかい

会に来
く

る人
ひと

たちに読
よ

んで聞
き

かせてもよ
いですか？」とたずねました。郵

ゆうびんきょくちょう

便局長は
「どうぞ、そうして下

くだ

さい」と答
こた

えました。

その夜
よる

、牧
ぼく し

師は教
きょうかい

会の集
あつ

まりで、手
てが み

紙
を封
ふうとう

筒からとり出
だ

し、人
ひとびと

々に読
よ

んで聞
き

かせ
ました。みんなが聞

き

き入
い

って、多
おお

くの人
ひと

は目
め

から涙
なみだ

をぬぐっています。

すると、ひとりの女
じょせい

性が立
た

ち上
あ

がって言
い

お話
はな

しひろば 

デイビーの手
て が み

紙　その２

作者不詳 エイミー・シェラード編
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いました。「先
せんせい

生、この手
てが み

紙を書
か

いた人
ひと

が
だれかがわかれば、わたしはよろこんで
その貧

まず

しい家
かぞく

族を助
たす

けます。」

デイビーと母
ははおや

親とふたりの妹
いもうと

は、その夜
よる

の集
しゅうかい

会に出
しゅっせき

席していました。そしてもちろ
ん、この優

やさ

しい女
おんな

の人
ひと

が言
い

ったことも聞
き

き
ました。彼

かれ

はすぐに立
た

ち上
あ

がって、こう言
い

いました。「牧
ぼくしせんせい

師先生、おばさん！それを
書
か

いたのは、僕
ぼく

です！」

ふり返
かえ

ると、デイビーが家
かぞく

族の横
よこ

に立
た

っ
ているのが見

み

えました。

この親
しんせつ

切な女
じょせい

性は、よろこんで約
やくそく

束を
果
は

たしてくれました。彼
かのじょ

女は、デイビーの
家
かぞ く

族が必
ひつよう

要としているものをそろえてあげ
ました。食

た

べ物
もの

と衣
いふ く

服です。ほかにも多
おお

く
の人
ひと

たちが、援
えんじょ

助の手
て

を差
さ

しのべました。

その夜
よる

、家
か ぞ く

族とともに家
いえ

に帰
かえ

ったデイ
ビーは、手

てが み

紙を書
か

くアイデアを思
おも

いつい
たいきさつを家

か ぞ く

族に話
はな

したことでしょう。
家
かぞ く

族はみんな、本
ほんとう

当にうれしくてたまりま
せん！わたしたちが助

たす

けを必
ひつよう

要としている
とき、イエス様

さま

はわたしたちにとって最
さいぜん

善
の助

たす

けが何
なに

かを、知
し

っておられると思
おも

い
ますか？

おそらくデイビーも、学
がっこう

校にもどれたは
ずです。そして彼

かれ

が大
おと な

人になってから、イ
エス様

さま

がどれほど親
しんせつ

切でよいお方
かた

である
かを、人

ひとびと

々に話
はな

して聞
き

かせたのではない
でしょうか。

あることをとても必
ひつよう

要としているとき、
わたしたちはイエス様

さま

に手
て が み

紙を書
か

かなく
てはいけませんか？いいえ、手

て が み

紙を書
か

く
必
ひつよう

要はありません。聖
せいしょ

書は、イエス様
さま

か
らわたしたちへあてた手

てが み

紙のようなもので

す。そしてイエス様
さま

にお祈
いの

りをすることは、
手
てが み

紙を書
か

くことよりもはるかに良
よ

いことな
のです。便

びん

せんや封
ふうとう

筒や切
きっ て

手は必
ひつよう

要あり
ません。わたしたちはいつでも、イエス
様
さま

に何
なん

でもお話
はなし

することができるのです。

「わたしの神
かみ

は、ご自
じし ん

身の栄
えいこう

光の富
とみ

の
中
なか

から、あなたがたのいっさいの必
ひつよう

要を、
キリスト・イエスにあって満

み

たして下
くだ

さる
であろう。」ピリピ4:19。

（終
お

わり）
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日
にちようび

曜日

エペソにいる新
あたら
しい信

しんじゃ
者たちが、

もっていた魔
まじゅつ
術の本

ほん
を燃

も
やしたこ

とは、多
おお
くの人

ひと
の耳
みみ
に入
はい
りました。その

中
なか
には、イエス様

さま
のことを知

し
り、唯

ゆいいつ
一の

真
しん
の神
かみさま
様を礼

れいはい
拝したいと願

ねが
う人
ひと
たちもい

ました。そしてこのことが、教
きょうかい
会の成

せいちょう
長を

はやめることになりました。

またある人
ひと

たちは、
偶
ぐうぞう

像を神
かみ

として信
しん

じる
ことがどれほど愚

おろ

かな
ことであるかを考

かんが

え、
偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をやめてしま
いました。そのことを
よく思

おも

わなかったのが、
偶
ぐうぞう

像をつくる人
ひと

たちで
した。

エペソで最
もっと

も知
し

られ
ていた偶

ぐうぞう

像は、ディ
アナ、またはアルテミ
スでした。ディアナは

女
めが み

神で、その偶
ぐうぞう

像は天
てん

から落
お

ちてきたも
のと考

かんが

えられていました。その偶
ぐうぞう

像をまつ
るために、美

うつく

しい神
しんでん

殿が建
た

てられました。
偶
ぐうぞう

像の職
しょくにん

人たちは銀
ぎんざ い く し

細工師と呼
よ

ばれ、ディ
アナ像

ぞう

や神
しんでん

殿の模
もけ い

型を、たくさんつくって
売
う

っていました。

ディアナを礼
れいはい

拝する人
ひとびと

々は、年
ねん

にいち
ど、女

めが み

神を祝
いわ

うために盛
せいだい

大な儀
ぎし き

式を行
おこな

い
ました。このお祭

まつ

りに出
で

ようと、ほかの町
まちまち

々
からたくさんの人

ひと

がエペソにつめかけまし
た。そういう時

とき

にはもちろん、銀
ぎ ん ざ い く し

細工師
たちのつくった偶

ぐうぞう

像の
模
も け い

型がたくさん売
う

れま
した。ところが、魔

まじゅつ

術
の本

ほん

が広
ひ ろ ば

場で燃
も

やさ
れてからは、ディアナ
と神
しんでん

殿の模
もけ い

型を買
か

う人
ひと

が、めっきり少
すく

なくなっ
ていたのです。

そ の た め に、
銀
ぎ ん ざ い く し

細工師たちはひどく
腹
はら

を立
た

てていました。
あまりお金

かね

がもうからな

神
かみさま

様に真
しんじつ

実をつくす

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「主
しゅ

なるあなたの神
かみ

を拝
はい

し、ただ神
かみ

にのみ仕
つか

えよ。」

マタイ 4:10

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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くなっていたからです。そのうちのひとり
が、なんとかしようと決

けっしん

心しました。彼
かれ

の
名
な

はデメテリオといいます。デメテリオが
何
なに

をしたかは、明
あ す

日お勉
べんきょう

強しましょう。

考
かんが

えてみよう：人
ひとびと

々が行
おこな

っている儀
ぎ し き

式や
お祝

いわ

いの中
なか

で、クリスチャンが参
さ ん か

加すべき
でないものがありますか？ 

月
げつようび

曜日

それはおそらく、エペソで毎
まいとしおこな
年 行

われる女
めがみ
神ディアナのための盛

せいだい
大

なお祝
いわ
いの時

とき
だったはずですが、いつも

の年
とし
に比
くら
べると、来

く
る人
ひと
がさほど多

おお
くあり

ません。多
おお
くの人

ひと
が偶
ぐうぞうれいはい
像礼拝をやめたか

らです。彼
かれ
らは、銀

ぎんざいくし
細工師たちによって作

つく

られた像
ぞう
が、本

ほんとう
当の神

かみさま
様ではないことを

知
し
ったのです。当

とうぜん
然のことながら、銀

ぎん
の像
ぞう

が売
う
れなくなってしまいました。お金

かね
もう

けができなくなったので、銀
ぎんざいくし
細工師たちは

怒
おこ
っていました。

銀
ぎ ん ざ い く し

細工師のひとりであったデメテリオ
は、なんとかしてこの問

もんだい

題を解
かいけつ

決しよう
と決

けっしん

心しました。彼
かれ

は銀
ぎ ん ざ い く し

細工師たちを
全
ぜんいんあつ

員集めて、こう言
い

いました。「みんな
が知

し

っているように、われわれは偶
ぐうぞう

像を
大
たいりょう

量に売
う

ってお金
かね

をもうけているわけであ
る。」使

し と

徒 19:24,25。

それから、なぜ以
いぜ ん

前のように偶
ぐうぞう

像が売
う

れなくなったのかを話
はな

しました。それは、
多
おお

くの人
ひと

が偶
ぐうぞうれいはい

像礼拝をやめてしまったから
だと、彼

かれ

は言
い

いました。またこのままでは、
ディアナとあの美

うつく

しい神
しんでん

殿のことを、だれ
も気

き

に留
と

めなくなるかもしれないと話
はな

しま

した。こうなったのは、だれのせいであ
ると、デメテリオは言

い

いましたか？26,27

節
せつ

。

エペソのクリスチャンたちは、このディ
アナのお祝

いわ

いを楽
たの

しんでいたと思
おも

います
か？いいえ。こういった祝

いわ

いのときは、ク
リスチャンにとってはつらいものでした。
偶
ぐうぞうれいはいしゃ

像礼拝者たちはクリスチャンのことをか
らかい、ののしりました。エペソにある
会
かいどう

堂で説
せっきょう

教するのをやめた後
あと

に、パウロ
はツラノという人

ひと

の学
がっこう

校で教
おし

えました。デ
メテリオが女

めが み

神ディアナについて演
えんぜつ

説した
あの日

ひ

、おそらくクリスチャンたちは、ツ
ラノの学

がっこう

校に集
あつ

まっていました。9 節
せつ

。

クリスチャンに対
たい

してひどく腹
はら

を立
た

てて
いた銀

ぎん ざ い く し

細工師たちは、彼
かれ

らをばかにする
だけでなく、もっとひどい目

め

にあわせて
やろうと企

たくら

んでいました。パウロを殺
ころ

し
たいと思

おも

っていた銀
ぎ ん ざ い く し

細工師たちは、彼
かれ

の
居
い ば し ょ

場所もつきとめていました。彼
かれ

らがどん
な企
たくら

みをしていたかについては、明
あ す ま な

日学
びます。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様にしたがう選
えら

びをし
ていることを、だれかにからかわれたこと
はありませんか？

火
か よ う び

曜日

デメテリオの話
はなし
をきいた銀

ぎんざいくし
細工師た

ちは、急
きゅう
に興
こうふん
奮し始

はじ
めました。デ

メテリオの話
はなし
は人
ひと
から人

ひと
へ、またたく間

ま

に伝
つた
わり、ついには町

まちなか
中が大

おおさわ
騒ぎになり

ました。群
ぐんしゅう
衆の数

かず
は、ますます多

おお
くなって

いきました。
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人
ひとびと

々は怒
いか

り狂
くる

っています。彼
かれ

らは、「ディ
アナよりも偉

いだ い

大な神
かみ

はいない。ディアナの
神
しんでん

殿よりも美
うつく

しい神
しんでん

殿はない」と思
おも

ってい
ましたから。そして、「大

おお

いなるエペソ人
びと

のディアナ！」と叫
さけ

びました。使
し と

徒 19:28。

パウロを見
み

つけ出
だ

そうと決
けっしん

心した人
ひとびと

々
は、けん命

めい

に彼
かれ

をさがしましたが、見
み

つ
けることはできませんでした。彼

かれ

がこれま
で教
おし

えていたところには、いませんでした。
するとこの暴

ぼう と

徒〔いっしょになって乱
らんぼう

暴を
働
はたら

く者
もの

たち〕は、ますます怒
いか

り狂
くる

いました。
彼
かれ

らはパウロといっしょに旅
たび

をしていたふ
たりの友

ゆうじん

人を捕
つか

まえ、エペソの円
えんけいげきじょう

形劇場
へとひっぱって行

い

きました。29 節
せつ

。

ところで、パウロはどうなったのでしょ
う？怒

いか

り狂
くる

った群
ぐんしゅう

衆が彼
かれ

を捕
つか

まえようとし
ていることをある人

ひと

が知
し

らせてくれたの
で、友

ゆうじん

人たちが、遠
とお

く離
はな

れた安
あんぜん

全な場
ばし ょ

所
に避

ひ な ん

難させていました。パウロが安
あんぜん

全で
いられるように、天

てん し

使たちが守
まも

っていたの
です。

ふたりの友
ゆうじん

人の身
み

に起
お

こっていることを
知
し

ったパウロは、大
おおごえ

声で叫
さけ

ぶ暴
ぼ う と

徒のとこ
ろへ行

い

って、話
はなし

をしたい
と思
おも

いましたが、友
ゆうじん

人た
ちは、彼

かれ

を行
い

かせてくれ
ましたか？30,31 節

せつ

。

暴
ぼうと

徒はまだ、叫
さけ

んでい
ます。ほとんどの人

ひと

は、
自
じぶん

分たちがなぜ叫
さけ

んでい
るのかも分

わ

かっていませ
ん。32 節

せつ

。

エペソには、多
おお

くのユ
ダヤ人

ひと

が住
す

んでいまし

た。パウロと新
あたら

しい信
しんじゃ

者の何
なんにん

人かは、ユ
ダヤ人

じん

でした。しかし、クリスチャンでな
いユダヤ人

じん

たちは、自
じぶ ん

分たちがパウロの
味
みか た

方であると、人
ひと

から思
おも

われたくありませ
んでした。そこで彼

かれ

らが何
なに

をしようとした
かについては、明

あ す ま な

日学びます。

考
かんが

えてみよう：大
おおぜい

勢の人
ひと

といっしょにい
ると、人

にんげん

間は、まわりの人
ひと

たちと同
おな

じよう
に行

こうどう

動してしまうことがありますか？そうす
ることは、いつでも正

ただ

しいと言
い

えるでしょう
か？聖

せいしょ

書にはこのことについて、何
なん

と書
か

か
れていますか？出

しゅつ

エジプト23:2。

水
すいようび

曜日

その日
ひ
エペソでは、パウロのふたり

の友
ゆうじん
人が捕

とら
えられ、クリスチャン

でないユダヤ人
じん

たちは、自
じぶん
分たちもクリス

チャンの仲
なかま
間だとエペソ人

びと
から思

おも
われな

いだろうかと恐
おそ
れていました。そこでユダ

ヤ人
じん

たちは、アレキサンデルという人
ひと
に

頼
たの
んで、これらの騒

さわ
ぎの原

げんいん
因はパウロと

仲
なかま
間のクリスチャンたち

にあると、集
あつ
まっている

群
ぐんしゅう
衆に向

む
かって言

い
わせ

ました。使
し と

徒 19:33。

ところが人
ひとびと

々は、アレ
キサンデルの話

はなし

にはま
るで興

きょうみ

味がありませんで
した。彼

かれ

らはアレキサン
デルをまったく相

あい て

手にせ
ず、２時

じかんいじょう

間以上も「大
おお

いなるかな、エペソ人
びと

のディアナ！」と、くり
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返
かえ

し叫
さけ

びつづけました。
34 節

せつ

。

こんどは町
まち

の役
やくにん

人が話
はな

すと、人
ひとびと

々は耳
みみ

をかたむ
けました。この役

やくにん

人は、
ようやく彼

かれ

らを落
お

ち着
つ

か
せることができました。
ディアナとその神

しんでん

殿が
大
たいせつ

切なのは誰
だれ

でも知
し

って
いることで、それほど騒

さわ

ぎたてることではない、
と話
はな

したのでした。しか
もパウロは、人

ひとびと

々の拝
おが

む
ディアナ像

ぞう

や神
しんでん

殿を傷
きず

つ
けたわけはありませんから。35,36 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：あなたは今
いま

までに、正
せいとう

当な
〔道

ど う り

理にかなっていて正
ただ

しい〕理
り ゆ う

由もなく、
本
ほんとう

当に愚
おろ

かなことをしてしまったことはあり
ませんか？何

なに

も考
かんが

えずに、ほかの人
ひと

たちの
することをまねるのは、はたして良

よ

いこと
でしょうか？「でも、みんながやっている
のだから」と言

い

うことは、もっともな理
り ゆ う

由
になりますか？

木
もくようび

曜日

エペソの役
やくにん
人が、女

めがみ
神ディアナのこ

とで大
おおごえ
声をあげている大

だいぐんしゅう
群 衆

に向
む
かって話

はなし
をすると、彼

かれ
らは静

しず
まりかえ

りました。群
ぐんしゅう
衆によってそこに連

つ
れて来

こ
ら

れたパウロのふたりの友
ゆうじん
人について、この

役
やくにん
人は何

なん
と言

い
いましたか？ふたりの伝

でんどうしゃ
道者

は役
やくにん
人の話

はなし
を聞

き
いて、心

こころ
から感

かんしゃ
謝したこ

とでしょう。というのは、彼
かれ
ら自
じしん
身、自

じぶん
分

たちが何
なに
も悪
わる
いことをし

ていないのを知
し
っていた

からです。

次
つぎ

に役
やくにん

人は、デメテ
リオと銀

ぎ ん ざ い く し

細工師たちの
ことを話

はな

しました。この
役
やくにん

人の話
はなし

のおかげで、
人
ひとびと

々は、なぜ銀
ぎ ん ざ い く し

細工師
たちが群

ぐんしゅう

衆をそそのか
したのかがわかったは
ずです。本

ほんとう

当のところ
銀
ぎ ん ざ い く し

細工師たちは、女
め が み

神
ディアナや神

しんでん

殿のことよ
りも、偶

ぐうぞう

像を売
う

る自
じ ぶ ん

分
たちの商

しょうばい

売のことを心
しんぱい

配していたのです。
38,39 節

せつ

。

群
ぐんしゅう

衆をそそのかしてパウロを捕
とら

えさせよ
うとした本

ほんとう

当の理
りゆ う

由を知
し

られてしまったデ
メテリオと銀

ぎん ざ い く し

細工師たちは、きっと恥
は

ずか
しい思

おも

いをしていたでしょう。

さらに役
やくにん

人は、なぜこのような騒
さわ

ぎを起
お

こしたかについてローマ政
せいふ

府から調
しら

べられ
るかもしれないと、人

ひとびと

々に警
けいこく

告しました。
しかし、正

せいとう

当な〔道
どう り

理にかなっていて正
ただ

しい〕理
りゆ う

由などありませんでした。パウロ
の友

ゆうじん

人で、円
えんけいげきじょう

形劇場へつれてこられたふ
たりに、罪

つみ

はありませんでした。そこにい
た全
ぜんいん

員が、彼
かれ

らに危
きが い

害を加
くわ

えようとして騒
さわ

ぎを起
お

こした責
せきにん

任を問
と

われるかもしれませ
ん。

役
やくにん

人の言
い

うことは正
ただ

しいと、みんなが悟
さと

りました。その場
ば

から去
さ

るようにと群
ぐんしゅう

衆に
うながすと、彼

かれ

らは素
すなお

直にしたがいました。
騒
さわ

ぎはこうしておさまりました。
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考
かんが

えてみよう：サタンは今
いま

でも、人
ひとびと

々が
イエス様

さま

にしたがう決
けっしん

心をしようとするとき
には、問

もんだい

題を引
ひ

き起
お

こそうとしますか？あ
なたの知

し

り合
あ

いの中
なか

に、イエス様
さま

にしたが
うことを選

えら

んだために、困
こんなん

難にあった人
ひと

は
いませんか？

金
きんようび

曜日

パウロはその日
ひ
、追

お
って来

き
た暴
ぼうと
徒

たちから安
あんぜん
全に守

まも
られたことを、

神
かみさま
様に感

かんしゃ
謝しました。イエス様

さま
は彼

かれ

に、
伝
でんどう
道の働

はたら
きをつづけるようにと指

し じ
示して

おられました。ただしエペソからは離
はな
れ

て、別
べつ
のところへ行

い
って働

はたら
くようにと示

しめ
さ

れていました。そこでパウロは、クリスチャ
ン仲
なかま
間たちと話

はなし
をし、彼

かれ
らを励

はげ
ましました。

おそらく、イエス様
さま
に信
しんらい
頼し、イエス様

さま
の

ために忠
ちゅうじつ
実に働

はたら
くようにと話

はな
したのでしょ

う。別
わか
れを告

つ
げるパウロと抱

だ
き合

あ
う彼
かれ
ら

の目
め
には、涙

なみだ
が浮

う
かんでいたはずです。

考
かんが

えて み よう：そ の 日
ひ

、 エ ペ ソ の

円
えんけいげきじょう

形劇場で群
ぐんしゅう

衆に向
む

かって話
はな

したあの
役
やくにん

人のことを、あなたはどう思
おも

いますか？
現
げんざい

在でも、お金
かね

を愛
あい

することは、いろいろ
な問

もんだい

題の原
げんいん

因となりますか？クリスチャン
でさえも、神

かみさま

様よりお金
かね

を愛
あい

してしまうこ
とはありますか？パウロはテモテにあてた
手
て が み

紙の中
なか

で、このことについて何
なん

と言
い

って
いますか？第

だい

1 テモテ 6:10。今
こんしゅう

週のお話
はなし

をふり返
かえ

り、あなたもエペソにいるクリス
チャンだったと想

そうぞう

像してみて下
くだ

さい。あな
たも、デメテリオが銀

ぎ ん ざ い く し

細工師たちに話
はな

す
のを聞

き

き、その話
はなし

が人
ひとびと

々を興
こうふん

奮させてパ
ウロを傷

きず

つけさせる目
もくてき

的でなされているこ
とに気

き

づいたとします。あなたはその時
とき

、
何
なに

をしたと思
おも

いますか？この時
とき

も、イエス
様
さま

がサタンよりも強
つよ

いお方
かた

であることが、
最
さ い ご

後にどのように示
しめ

されましたか？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 19:21-41 

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 28 章
しょう
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幼
お さ な

いアントアネッテ
は、お母

かあ
さんと

お父
とう
さんといっしょに、

農
のうじょう
場の中

なか
にある小

ちい
さな家

いえ

に住
す
んでいました。両

りょうしん
親

は、畑
はたけ
でいろいろな種

しゅるい
類

の野
やさい
菜を育

そだ
てていました。市

いちば
場が開

ひら
かれ

る日
ひ
には、育

そだ
てた野

やさい
菜を大

おお
きな袋

ふくろ
に入

い
れ

て、それをロバの背
せなか
中の両

りょうがわ
側に乗

の
せます。

それからお父
とう
さんとお母

かあ
さんは、ロバと

いっしょに歩
ある
いて町

まち
へ行

い
き、市

しじょう
場で野

やさい
菜

を売
う
るのです。かなりの距

きょり
離を歩

ある
くため、

幼
おさな
いアントアネッテはきまって家

いえ
で留
るすばん
守番

をするのでした。

アントアネッテのお父
とう

さんとお母
かあ

さん
は、イエス様

さま

と聖
せいしょ

書を愛
あい

していました。彼
かれ

らの国
くに

ではクリスチャンが憎
にく

まれ、罰
ばつ

を受
う

けることがあったにもかかわらず、ア
ントアネッテの家

かぞ く

族は何
なに

が起
お

ころうと
もイエス様

さま

を愛
あい

し、彼
かれ

にしたがうこと
を選
えら

んでいました。

アントアネッテのお父
とう

さんとお母
かあ

さ
んは、自

じぶん

分たちがつねに危
きけ ん

険な状
じょうたい

態であ
ることに気

き

づいていました。もしもアント
アネッテの家

かぞ く

族がクリスチャンであること
を反
はんたいしゃ

対者たちが知
し

ったなら、きっと罰
ばつ

を受
う

けるはずです。兵
へいたい

隊がやってきて、彼
かれ

らを
家
いえ

から追
お

い出
だ

すことでしょう。またお父
とう

さ
んはどこかへつれて行

い

かれて、二
に ど

度と会
あ

えなくなるかもしれません。幼
おさな

いアントア
ネッテと彼

かのじょ

女の両
りょうしん

親は、イエス様
さま

が彼
かれ

ら
を敵
てき

から安
あんぜん

全に守
まも

って下
くだ

さるように、毎
まいにち

日
お祈

いの

りしていました。

ある日
ひ

の夕
ゆうがた

方、アントアネッテは、片
かたあし

足
でどれだけ長

なが

く立
た

っていられるかを試
ため

そう
と、小

ちい

さな家
いえ

のまわりをぴょんぴょんとは
ねていました。片

かたあし

足で跳
は

ねながら、彼
かのじょ

女は
「♫うれしいな、わたしのお父

とう

さんはクリ
スチャン、うれしいな、わたしのお父

とう

さん
はクリスチャン♫」と歌

うた

いました。

お父
とう

さんは、そんなアントアネッテを見
み

てほほ笑
え

みました。それから彼
かのじょ

女を腕
うで

に
抱
だ

き上
あ

げて、ひざにのせました。「あまり
大
おお

きな声
こえ

を出
だ

さないようにね」と、お父
とう

さ
んは言

い

いました。「お母
かあ

さんが、今
いま

、とっ
ても悲

かな

しんでいるから。」

「どうしてお母
かあ

さんは、悲
かな

しんで
いるの？」アントアネッテは知

し

りた
がります。

「どうやら兵
へいたい

隊がわたしたちを
見
み は

張っているらしいって、何
なんにん

人か
の友

とも

だちが注
ちゅうい

意してくれたんだよ。兵
へいたい

隊
はわたしたちを牢

ろう や

屋に入
い

れるために、い
つやってきてもおかしくないんだ」と、お
父
とう

さんは言
い

いました。「だから無
ぶ じ

事でいる
ためには、この家

いえ

を出
で

て、もう二
に ど

度ともどっ
て来

き

てはいけないんだ。お母
かあ

さんは、そ
のことを悲

かな

しんでいるんだよ。」

お話
はな

しひろば 

大
おお

きな袋
ふくろ

での逃
と う ぼ う

亡　その１
作者不詳 エイミー・シェラード編
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それからお父
とう

さんはアントアネッテに、
町
まち

に行
い

けば、このひどい国
くに

から逃
に

げるの
を手

てつ だ

伝ってくれる友
ゆうじん

人がいることを話
はな

しま
した。彼

かれ

らは大
おお

きな船
ふね

に乗
の

って、安
あんぜん

全に
暮
く

らせる国
くに

へ行
い

くのです。そこでは何
なん

の
心
しんぱい

配もせずに、イエス様
さま

を礼
れいはい

拝すること
ができます。いつやって来

く

るかわからな
い兵

へいたい

隊たちに捕
つか

まえられて、牢
ろう や

屋に入
い

れ
られる恐

おそ

れもありません。

お父
とう

さんの話
はなし

を聞
き

いて、アントアネッテ
は目

め

を丸
まる

くしました。彼
かのじょ

女は部
へ や

屋を見
みまわ

回し、
「物

もの

を持
も

って行
い

ってもいいの？」とたずね
ました。

お父
とう

さんは、何
なに

ももって行
い

かないと答
こた

え
ました。家

いえ

と畑
はたけ

をおいて出
で

て行
い

くことを、
だれにも気

き

づかれてはいけませんから。
アントアネッテの家

かぞ く

族が、もう二
に ど

度とここ
へもどって来

こ

ないことを、だれにも知
し

られ
てはなりません。「それで、お母

かあ

さんは悲
かな

しんでいるんだよ」と、お父
とう

さんは言
い

いま
した。「この家

いえ

を離
はな

れなくて済
す

んだらいい
のにって、お母

かあ

さんは願
ねが

っている。」

アントアネッテはうなずきました。彼
かのじょ

女
も、お母

かあ

さんと同
おな

じ思
おも

いでした。「いつ
出
しゅっぱつ

発するの？」アントアネッテはたずねます。
「今
こんばん

晩？」

お父
とう

さんは首
くび

をふり、「明
あ す

日の朝
あさ

、家
いえ

を
出
で

よう」と、かわいいわが子
こ

に言
い

いました。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

エペソを去
さ
ったパウロは、ピリピの

教
きょうかい
会や、彼

かれ

が始
はじ
めたそのほかの

教
きょうかい
会を訪

おとず
れました。それからコリントに

ある教
きょうかい
会へと向

む
かいました。

しかし、やはりもういちど、エルサレム
にもどりたいと思

おも

いました。エルサレム
の祭

さ い し

司や民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちに嫌
きら

われてい
ることは、パウロ自

じし ん

身もよくわかっていま
す。イエス様

さま

の働
はたら

き人
びと

としてのパウロの
影
えいきょうりょく

響力が大
おお

きいので、あの指
しどうしゃ

導者たち
は、イエス様

さま

を殺
ころ

したよう
にパウロも殺

ころ

そうとするか
もしれません。彼

かれ

らはパウ
ロに、イエス様

さま

について
語
かた

ることをやめさせたいの
です。それでもパウロは、
彼
かれ

らのことを愛
あい

し、彼
かれ

らの
ために祈

いの

っていました。

エルサレムに行
い

けば
危
き け ん

険な目
め

にあうかもしれ
ないことはわかっていまし

たが、パウロはどうしてもそこに行
い

かなく
てはならないと感

かん

じていました。エルサレ
ムのあるユダヤの地

ち

には、多
おお

くの貧
まず

しい
ユダヤ人

じん

クリスチャンが住
す

んでおり、パウ
ロが始

はじ

めた教
きょうかい

会の人
ひとびと

々、つまり異
いきょうと

教徒か
らクリスチャンになった人

ひとびと

々が、ユダヤ人
じん

のクリスチャンを助
たす

けるために、たくさん
のお金

かね

をパウロにわたしていました。パ
ウロはそのお金

かね

をエルサレムの教
きょうかい

会に届
とど

け、教
きょうかい

会の指
しどうしゃ

導者たちから貧
まず

しいクリス
チャンたちに分

わ

けてもらいたいと思
おも

いまし
た。

異
いほうじん

邦人のクリスチャンがこれらの貧
まず

しい
クリスチャンのことを気

き

づかっていること
を、エルサレムの教

きょうかい

会の
指
しどうしゃ

導者たちはきっとよろこ
んでくれるだろう、とパウ
ロは思

おも

いました。お金
かね

を
受
う

け取
と

った後
あと

には、ユダ
ヤ人

じん

クリスチャンたちが、
今
いま

までよりも異
いほうじん

邦人クリス
チャンを愛

あい

するようになる
ことを、パウロは願

ねが

ってい
たのです。神

かみさま

様はユダヤ

別
わか

れを告
つ

げるパウロ

第
だい

7 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

はわれらの避
さ

け所
どころ

また力
ちから

である。悩
なや

める時
とき

のいと近
ちか

き助
たす

けである。」詩
し へ ん

編 46:1

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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人
じん

を愛
あい

するのと同
おな

じように、異
いほうじん

邦人をも愛
あい

して下
くだ

さっているのですから。またパウロ
は、すべてのクリスチャンが兄

きょうだいしまい

弟姉妹のよ
うになることを強

つよ

く願
ねが

っていました。

さて、いよいよエルサレムへ旅
たび だ

立つ時
とき

になり、パウロはいくつかの教
きょうかい

会からいっ
しょに旅

たび

をする者
もの

を選
えら

びました。もちろん、
ユダヤの貧

まず

しいクリスチャンのために集
あつ

め
たお金

かね

も持
も

っています。

ところが、ちょうどエルサレム近
ちか

くの港
みなと

へ向
む

かう船
ふね

に乗
の

りこもうとしたとき、パウ
ロは警

けいこく

告を受
う

けました。敵
てき

がパウロを殺
ころ

そうとたくらんでいるというのです。

考
かんが

えてみよう：パウロは怖
こわ

くなって、エ
ルサレムに行

い

くのをやめようと決
けっしん

心しまし
たか？

月
げつようび

曜日

敵
て き

が自
じぶん
分を殺

ころ
そうとたくらんでいる

との警
けいこく
告を受

う
けたパウロは、た

だちに旅
たび
の計
けいかく
画を変

へんこう
更しました。パウロ

と彼
かれ
の友
ゆうじん
人たちは、マケドニヤをとおって

道
みち
を引

ひ
き返
かえ
しました。ピリピに着

つ
いたパウ

ロとルカはそこに何
なんにち
日か滞

たいざい
在し、ほかの

友
ゆうじん
人たちは旅

たび
をつづけました。彼

かれ
らはしば

らくたってから、トロアスで落
お
ち

合
あ
うことにしたのです。

パウロは、しばらくの間
あいだ

、ル
カと共

とも

にピリピに滞
たいざい

在できたこと
をうれしく思

おも

いました。彼
かれ

が始
はじ

めた他
た

のいくつもの教
きょうかい

会の中
なか

で
も、ピリピのクリスチャンは最

もっと

も
愛
あい

すべき、忠
ちゅうじつ

実な者
もの

たちでした。

彼
かれ

らも、ふたたびパウロに会
あ

えたことを、
どれほどよろこんだことでしょう！

パウロとルカは、ピリピのクリスチャン
と共
とも

に、８日
か

の間
あいだ

、幸
しあわ

せな時
とき

を過
す

ごしま
した。それから彼

かれ

らは、16キロほど離
はな

れ
たところにある船

ふな の

乗り場
ば

へ歩
ある

いて行
い

きまし
た。そして５日

か ご

後にトロアスに到
とうちゃく

着し、彼
かれ

らと別
わか

れて旅
たび

をつづけたあの友
ゆうじん

人たちと
会
あ

いました。彼
かれ

らはトロアスに、どれくら
いの期

きかん

間とどまりましたか？使
し と

徒 20:6。

トロアスを出
しゅっぱつ

発する前
まえ

の晩
ばん

、パウロはも
ういちどピリピのクリスチャンに会

あ

いまし
た。この集

しゅうかい

会は建
たてもの

物の３階
かい

でもたれ、明
あ

かりをとるために、たくさんのランプに火
ひ

がともされました。パウロが話
はな

していたと
き、ユテコという若

わかもの

者があいた窓
まど

にこしか
けていました。しばらくすると、彼

かれ

はだん
だん眠

ねむ

くなってきました。目
め

をこすったり
して、眠

ねむ

ってしまわないように気
き

をつけて
いたはずでしたが、いつのまにか眠

ねむ

ってし
まいました。すると、何

なに

が起
お

こりましたか？
7-9 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：かわいそうに！この若
わかもの

者は
高
たか

いところから落
お

ちてしまいました。当
とうぜん

然、
人
ひとびと

々はあわてて助
たす

けに向
む

かいました。彼
かれ

が死
し

んでしまったのを見
み

て、みんなはどれ
ほど悲

かな

しんだことでしょう！

火
か よ う び

曜日

トロアスの町
まち
で、ユテコ

が窓
まど
から落

お
ちたあの

晩
ばん
、パウロはほかの人

ひと
たちにま

じって階
かいだん
段を急

いそ
いでおり、死

し
ん



45

だ若
わかもの
者のそばにひざまずきました。それか

ら、彼
かれ

を抱
だ
きかかえて祈

いの
りました。すすり

泣
な
く人
ひと
、大
おおごえ
声で泣

な
いている人

ひと
たちの声

こえ
が

聞
き
こえます。しかし、若

わかもの
者を抱

だ
きかかえ

たパウロは、イエス様
さま
が彼

かれ

に命
いのち
をもどして

くださることを確
かくしん
信したのです！パウロの

言
ことば
葉を聞

き
き、人

ひとびと
々は泣

な
くのをやめました。

使
し と

徒 20:10。

この出
で き ご と

来事の後
のち

に、眠
ねむ

くなった人
ひと

がいた
と思
おも

いますか？まさか、そんなことはあり
ませんね。よろこんだ人

ひとびと

々は、聖
せいさんしき

餐式の
食
しょくじ

事が用
よう い

意されている3階
かい

の部
へ や

屋に向
む

か
いながら、神

かみさま

様をほめたたえました。11

節
せつ

。

まもなく夜
よ

が明
あ

け、トロアスから船
ふね

が
出
しゅっぱつ

発する時
じかん

間になりました。パウロの友
ゆうじん

人
たちは急

いそ

いで船
ふね

に乗
の

りこみましたが、パウ
ロは、その船

ふね

が次
つぎ

に停
ていはく

泊する港
みなと

まで歩
ある

くこ
とにしました。そのほうが、船

ふね

で大
おおまわ

回りす
るよりも早

はや

く目
もくてきち

的地に着
つ

くことができるか
らです。13 節

せつ

。

ひとりで旅
たび

をしている間
あいだ

、パウロは、イ
エス様

さま

の助
たす

けによって始
はじ

めたあちこちの
教
きょうかい

会のことを考
かんが

えていました。彼
かれ

の心
こころ

に
あったのは、思

おも

いやりのあ
る心
こころくば

配りを今
いま

もまだ必
ひつよう

要とし
ている多

おお

くのクリスチャンや、
それぞれの教

きょうかい

会がかかえる
問
もんだい

題についてでした。パウ
ロは、これらの教

きょうかい

会に手
て が み

紙
を書

か

けたことをよろこんでい
ました。しかし、できること
ならそれぞれの教

きょうかい

会に行
い

き、
教
きょうかい

会の人
ひとびと

々としばらく過
す

ごし

たいと、どれほど願
ねが

ったことでしょう！

考
かんが

えてみよう：わたしたちの 教
きょうかい

会 の
指
し ど う し ゃ

導者たちも、考
かんが

えなくてはならない様
さまざま

々
な課

か だ い

題をかかえていますか？しっかりした
教
きょうかい

会の指
し ど う し ゃ

導者になるのは、簡
かんたん

単なことで
すか？わたしたちは、指

し ど う し ゃ

導者をどのように
助
たす

けることができますか？

水
すいようび

曜日

パウロはひとりで、歩
ある
いて次

つぎ
の港
みなと
へ

と向
む
かいました。そこでほかの者

もの

たちと落
お
ち合

あ
い、エルサレム行

ゆ
きの船

ふね
に

乗
の
る予
よてい
定でした。使

し と
徒 20:14。

その船
ふね

はエペソには寄
よ

りませんでした
が、エペソの近

ちか

くを通
とお

り過
す

ぎたとき、パ
ウロはそこで起

お

こった数
かずかず

々の出
で き ご と

来事を思
おも

い出
だ

しました。もういちどエペソの愛
あい

す
る信

しんじゃ

者たちに会
あ

いたいと、彼
かれ

はどれほど
願
ねが

ったことでしょう。けれども今
こんかい

回は、そ
うする時

じかん

間はありませんでした。16 節
せつ

。

船
ふね

は、エペソから50キロほどしか離
はな

れ
ていないミレトにとまりました。思

おも

ってい
たよりもミレトに長

なが

くとどまることがわかっ
たパウロは、すぐにエペ
ソの長

ちょうろう

老たちにこのような
手
て が み

紙を書
か

いて送
おく

りました。
「わたしたちがここを去

さ

る
前
まえ

に、どうか、急
いそ

いで来
き

て
ほしい！」すると、エペソ
の長
ちょうろう

老たちがやってきまし
た。17,18 節

せつ

。

パウロはエペソから来
き

た
長
ちょうろう

老たちに、たくさん伝
つた

え
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ることがありました。自
じぶん

分はこれからエル
サレムで苦

くな ん

難を受
う

けると、聖
せいれい

霊から警
けいこく

告
を受

う

けたことも話
はな

しました。しかしパウロ
は、恐

おそ

れてはいませんでした。彼
かれ

はイエ
ス様
さま

に信
しんらい

頼していましたし、サタンは、イ
エス様

さま

にしたがう彼
かれ

をとめることはできま
せんでした。22-24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：聖
せいしょ

書を開
ひら

いて、パウロ
がエペソのクリスチャンたちにあてて書

か

い
た手

て が み

紙を読
よ

んで下
くだ

さい。「エペソ人
びと

への
手
て が み

紙」というところです。第
だい

1 章
しょう

に、「イエス」
「キリスト」「主

しゅ

イエス」「イエス・キリス
ト」や、「彼

かれ

（イエス様
さま

のこと）」「彼
かれ

の」
という言

こ と ば

葉は、 何
な ん ど で

度出てきますか？10
回
か い い じ ょ う で

以上出てきますか？パウロは、心
こころ

からイ
エス様

さま

を愛
あい

していました。パウロの手
て が み

紙は、
わたしたちがイエス様

さま

を知
し

り、愛
あい

する助
たす

け
となるでしょう。

木
もくようび

曜日

パウロはエペソの長
ちょうろう
老たちと語

かた
り合

あ

い、いよいよ船
ふね
が出
しゅっこう
航するときに

なると、一
いちどう
同はともにひざまずいて祈

いの
りま

した。長
ちょうろう
老たちはパウロを抱

だ
いて口

くち
づけ

し、別
わか
れを告

つ
げるときに大

おおごえ
声で泣

な
きまし

た。もう二
に
度
ど
と彼
かれ

に会
あ
うことはないと思

おも
っ

たからです。使
し と

徒

20:36-38。

ミレトを去
さ

ってツロ
に着

つ

くまでに、パウ
ロと友

ゆうじん

人たちは、さ
らに３つの港

みなと

にとま
りました。ツロにい

るクリスチャンたちは、パウロがエルサレ
ムで苦

くな ん

難を受
う

けることを聖
せいれい

霊によって知
し

ら
されていました。それで彼

かれ

らは、パウロが
ツロを去

さ

るとき、ミレトの信
しんじゃ

者たちがした
ように泣

な

いて祈
いの

りました。またパウロを愛
あい

する人
ひと

たちは、船
ふね

で港
みなと

を去
さ

る彼
かれ

を、悲
かな

し
みながら見

みおく

送りました。使
し と

徒 21:3-6。

やっとのことでカイザリヤに到
とうちゃく

着したパ
ウロと友

ゆうじん

人たちは、まずピリポの家
いえ

に行
い

きました。ピリポは、何
なんねん

年も前
まえ

に７人
にん

の
執
し つ じ

事のひとりに選
えら

ばれていた者
もの

です。パ
ウロと友

ゆうじん

人たちは、数
すうじつ

日の間
あいだ

、このピリポ
の家
いえ

で過
す

ごしました。8 節
せつ

。

ある日
ひ

のこと、アガボという名
な

の預
よげんしゃ

言者
がやってきて、パウロに「あなたのつけ
ている帯

おび

を下
くだ

さい」と言
い

いました。そして
みんなが見

み

ている前
まえ

で、自
じぶん

分の手
てあ し

足をそ
の帯

おび

で縛
しば

りました。それからこの預
よげんしゃ

言者
は、何

なん

と言
い

いましたか？10,11 節
せつ

。

パウロは何
なに

も恐
おそ

れていませんでしたが、
友
ゆうじん

人たちはそうではありませんでした。
預
よげんしゃ

言者が自
じぶん

分の手
てあ し

足を縛
しば

るのを見
み

て、ま
た彼

かれ

の言
こと ば

葉を聞
き

いた後
あと

で、友
ゆうじん

人たちはど
うしましたか？12 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロと友
ゆうじん

人たちが、旅
たび

の途
とちゅう

中で訪
おとず

れたそれぞれの場
ば し ょ

所で、聖
せいれい

霊
が彼

かれ

らに思
おも

い起
お

こさせたことは何
なん

でした
か？聖

せいれい

霊はパウロと友
ゆうじん

人たちに、これか
らエルサレムで起

お

ころうとしていることへ
の、心

こころ

の備
そな

えをしてほしかったのですか？
もしあなたが、これから起

お

ころうとする悪
わる

いことを知
し

らされたなら、どんな気
き も

持ちに
なるでしょうか？
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金
きんようび

曜日

どうかエルサレムに
行
い
かないでほしい

と友
ゆうじん
人たちからお願

ねが
いされ

たパウロは、彼
かれ
らをあわれ

に思
おも
いました。パウロは、

自
じぶん
分が友

ゆうじん
人たちから愛

あい
されていることはよ

くわかっていましたが、決
けっしん
心は変

か
えません

でした。彼
かれ
はこれまでにも、イエス様

さま
のた

めに苦
くる
しみを受

う
けてきました。そして今

いま
は、

エルサレムでイエス様
さま
のために捕

とら
われ人

びと
と

なることも、また死
し
ぬことさえもよろこんで

受
う
け入

い
れると言

い
いました。使

し と
徒 21:13。

しかしパウロの友
ゆうじん

人たちは、彼
かれ

の決
けっしん

心
を変

か

えさせようと、しきりに頼
たの

みつづけま
した。恐

おそ

ろしいことが待
ま

ちうけているとこ
ろへなど、行

い

かせたくありません。それで
も、パウロの決

けっしん

心はゆらぎませんでした。
イエス様

さま

がパウロにして下
くだ

さったことは、
彼
かれ

の心
こころ

にずっと残
のこ

っていました。ですから
パウロは、イエス様

さま

のためならば、死
し

ぬ
ことさえもよろこんで受

う

けるのでした。

ただパウロを悲
かな

しませていたのは、
祖
そこ く

国の人
ひとびと

々が今
いま

も変
か

わらず、彼
かれ

がクリス
チャンになる前

まえ

のような状
じょうたい

態であったこと
でした。彼

かれ

らはクリスチャンを嫌
きら

い、パウ
ロがキリストについて説

せっきょう

教するのをやめさ
せたくて仕

しか た

方がありませんでした。何
なんねん

年も
の間
あいだ

、彼
かれ

らはパウロについて真
しんじつ

実でない、
ひどいことを言

い

いつづけてきました。その
結
けっか

果、エルサレムのクリスチャンの指
しどうしゃ

導者
たちでさえも、パウロの敵

てき

が言
い

うことを信
しん

じてしまいました。

とうとうパウロの友
ゆうじん

人たち
は、エルサレムに向

む

かおう
とするパウロを引

ひ

き止
と

める
のをあきらめました。彼

かれ

ら
は荷

に づ く

造りをして、カイザリ
ヤを出

で

る支
し た く

度をととのえま
した。ほかの友

ゆうじん

人たちも加
くわ

わり、一
いちどう

同は 100キロも離
はな

れたエルサレ
ムに向

む

かって歩
ある

き始
はじ

めたのでした。14-16

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしあなたがパウロだった
ら、ついにエルサレムの門

もん

をくぐったとき
に、何

なに

を思
おも

ったでしょう？

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 20 章
しょう

; 21:1-16

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 37 章
しょう
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幼
お さ な

いアントアネッテと両
りょうしん
親は、生

う
ま

れ故
こきょう
郷である自

じぶん
分の国

くに
から逃

に
げ

ようとしていました。彼
かれ
らはクリスチャン

だったからです。その国
くに
では、クリスチャ

ンはひどい罰
ばつ
を受

う
けるのです。ある晩

ばん
、

お父
とう
さんはアントアネッテに、夜

よ
が明

あ
けた

ら出
しゅっぱつ
発することを告

つ
げまし

た。

朝
あさ

が来
く

ると、幼
おさな

いアント
アネッテのお母

かあ

さんとお父
とう

さんは、ふだん野
やさ い

菜を市
いち ば

場
に運

はこ

ぶときに使
つか

う、ふたつ
の大

おお

きな袋
ふくろ

を出
だ

してきまし
た。両

りょうしん

親がキャベツやほか
の野

や さ い

菜を袋
ふくろ

につめるのを、
アントアネッテは見

み

ていま
す。彼

かのじょ

女は、お父
とう

さんが話
はな

してくれた、
知
し

らない国
くに

に向
む

かって大
おお

きな船
ふね

で長
なが

い旅
たび

をするのが、待
ま

ち遠
どお

しくて仕
しか た

方がありませ
ん。

「わたし、市
いち ば

場につれて行
い

ってもらった
ことは、いちどもなかったわね、お父

とう

さん。」
彼
かのじょ

女はそう言
い

いました。

「そのとおりだ。」お父
とう

さんは、にっこり
ほほ笑

え

みました。「アントアネッテが歩
ある

く
には、あまりにも遠

とお

いところだからね。そ
れでいつも留

る す ば ん

守番をさせていたんだよ。」

「わたし、ロバに乗
の

せてもらえるの？」

お父
とう

さんとお母
かあ

さんが、ひとつ目
め

の大
おお

き
な袋
ふくろ

に野
や さ い

菜をつめ終
お

えるのを見
み

ながら、
アントアネッテはたずねました。

「いや、ちがうよ。」お父
とう

さんは答
こた

えます。
「周

しゅうい

囲の人
ひと

たちに、わたしたちがいつも
どおりのことをしているように見

み

せるんだ。
みんなに、アントアネッテがいつものよう

に、おうちで留
る す ば ん

守番をして
いるって思

おも

わせないとね。」
それからお父

とう

さんは、この
計
けいかく

画を、大
だい じ

事なわが子
こ

アン
トアネッテに話

はな

しました。

「いいかい、アントアネッ
テ。おまえは、だれにも見

み

られてはいけないよ。わた
したちは、いつもロバの
背
せな か

中にぶらさげている袋
ふくろ

の
ひとつにおまえを入

い

れるからね。みんな
は、その袋

ふくろ

には野
やさい

菜がつまっていて、アン
トアネッテはいつものように、家

いえ

で留
る す ば ん

守番
をしていると思

おも

うはずだから。お人
にんぎょう

形は
もって行

い

ってもいいよ。ただし、じっと動
うご

かないで、静
しず

かにしているんだよ。」

アントアネッテは、少
すこ

し恐
こわ

くなってしま
いました。お人

にんぎょう

形をもって行
い

けますし、お
父
とう

さんとお母
かあ

さんは、すぐそばについて
くれます。しかし、はたしてこの大

おお

きな袋
ふくろ

の中
なか

で、静
しず

かに動
うご

かずにいられるでしょう
か？お父

とう

さんがロバに積
つ

み荷
に

をのせる前
まえ

お話
はな

しひろば 

大
おお

きな袋
ふくろ

での逃
と う ぼ う

亡 その２
作者不詳 エイミー・シェラード編
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に、家
かぞく

族はひざまずいてお祈
いの

りをしました。
この小

ちい

さな家
いえ

を離
はな

れるときに、無
ぶ じ

事に守
まも

ら
れるよう、イエス様

さま

にお願
ねが

いしました。ま
た、何

なに

も恐
おそ

れずに堂
どうどう

々と神
かみさま

様を礼
れいはい

拝する
ことのできる国

くに

へ向
む

かう道
どうちゅう

中も、ずっと守
まも

られるように祈
いの

りました。そしていよいよ
出
しゅっぱつ

発するとき、三
さんにん

人はこの小
ちい

さな、愛
あい

する
わが家

や

と畑
はたけ

とを見
み

つめました。お母
かあ

さんの
目
め

には涙
なみだ

が浮
う

かんでいましたが、彼
かのじょ

女は
いさぎよく涙

なみだ

をぬぐってほほ笑
え

みました。

お父
とう

さんは注
ちゅうい

意ぶかく大
おおぶくろ

袋を持
も

ち上
あ

げ、
ロバの上

うえ

にのせました。野
やさ い

菜を入
い

れた袋
ふくろ

を片
かたがわ

側に、そして幼
おさな

いアントアネッテが
入
はい

った袋
ふくろ

を反
はんたいがわ

対側にのせました。お母
かあ

さ
んとお父

とう

さんは、アントアネッテの入
はい

った
袋
ふくろ

のそばについて、愛
あい

するわが家
や

を後
あと

に
して歩

ある

き出
だ

しました。

大
おお

きな袋
ふくろ

の中
なか

では、幼
おさな

いアントアネッテ
が人
にんぎょう

形を強
つよ

く抱
だ

きしめています。だれもい
ないところに来

く

ると、両
りょうしん

親は小
ちい

さな声
こえ

でア
ントアネッテに話

はな

しかけました。彼
かれ

らは、
アントアネッテがこんなにおりこうにしてい
ることをほめました。道

みち

で人
ひとびと

々とすれちが
うときには、いつものようにあいさつを交

か

わしました。何
なに

かがいつもとちがうことに
は、だれも気

き

づかないはずです。

その時
とき

、お父
とう

さんがとても小
ちい

さな声
こえ

で
何
なに

かを言
い

いました。それを聞
き

いて、アント
アネッテの心

しんぞう

臓はどきどきしました。

お父
とう

さんは、「兵
へいたい

隊がこっちに向
む

かって
やってくる」と言

い

いました。「絶
ぜったい

対に動
うご

くん
じゃないぞ、アントアネッテ。」

（つづく）
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日
にちようび

曜日

ようやくパウロと友
ゆうじん
人たちがエルサ

レムにたどり着
つ
くと、そこにいる

クリスチャンたちは、彼
かれ
らに会

あ
えたことを

とてもよろこびました。その翌
よくじつ
日、パウ

ロと友
ゆうじん
人たちはヤコブをはじめ、教

きょうかい
会の

指
しどうしゃ
導者たちに会

あ
いました。使

し と
徒 21:17,18。

このヤコブは、ヨハネの兄
きょうだい

弟ヤコブと
は別

べつ

の人
ひと

です。ヤコブとヨハネの兄
きょうだい

弟は
イエス様

さま

の 12 弟
で し

子で、ヤコブはイエス
様
さま

のための殉
じゅんきょうしゃ

教者〔信
しんこう

仰
のために命

いのち

をささげる者
もの

〕
となった最

さいしょ

初の人
ひと

でした。
今
きょ う

日のお話
はなし

に出
で

てくるヤ
コブは、イエス様

さま

の義
ぎ り

理
の兄

あに

にあたる人
じんぶつ

物でした。
このヤコブは、心

こころ

からイ
エス様

さま

にしたがう忠
ちゅうじつ

実な
指
しどうしゃ

導者でした。

パ ウ ロ は こ れ ら の

指
しど う し ゃ

導者たちに、貧
まず

しい仲
な か ま

間のために
異
いほうじん

邦人のクリスチャンがささげたお金
かね

をわ
たしました。それから、イエス様

さま

のことを
人
ひとびと

々に教
おし

える彼
かれ

の働
はたら

きを、聖
せいれい

霊が豊
ゆた

かに
祝
しゅくふく

福して下
くだ

さっていることも話
はな

しました。
指
しどうしゃ

導者たちは、神
かみさま

様がパウロをとおして
なさっておられる働

はたら

きをほめたたえまし
た。19,20 節

せつ

。

ユダヤ人
じん

クリスチャンのある者
もの

たちに
とって、神

かみさま

様がユダヤ人
じん

を愛
あい

するのと同
おな

じように異
いほうじん

邦人をも愛
あい

しておられることを
信
しん

じるのは、簡
かんたん

単ではありませんでした。
異
いほうじん

邦人のクリスチャンを
自
じぶ ん

分の兄
きょうだいしまい

弟姉妹として愛
あい

し、受
う

け入
い

れることは、ユ
ダヤ人

じん

のクリスチャンに
とってむずかしいことのよ
うに思

おも

われました。彼
かれ

らが
あまりにも長

なが

い間
あいだ

、異
いほうじん

邦人
についてまちがった考

かんが

えを
持
も

ちつづけていたために、
その考

かんが

えを変
か

えることはか

エルサレムでの騒
そうどう

動

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「見
み

よ、今
いま

は恵
めぐ

みの時
とき

、見
み

よ、今
いま

は救
すく

いの日
ひ

である。」

第
だい

２コリント 6:2

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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なりむずかしかったので
す。

ユダヤ人
じん

クリスチャンの
多
おお

くは、イエス様
さま

がわた
したちのために死

し

んでくだ
さったときに終

お

わらせた
律
りっぽう

法に、その時
とき

もまだした
がっていました。中

なか

には、
異
いほうじん

邦人クリスチャンもその
律
りっぽう

法にしたがうべきだと考
かんが

える者
もの

たちもいました。パウロが異
いほうじん

邦人ク
リスチャンに教

おし

えたのは、イエス様
さま

を愛
あい

し、十
じっかい

戒を守
まも

ることでした。パウロは彼
かれ

ら
に、イエス様

さま

が死
し

なれたときに終
お

わらせ
た律
りっぽう

法にしたがうようには、教
おし

えていませ
んでした。コロサイ 2:14。

考
かんが

えてみよう：現
げんざい

在でも、まちがった考
かんが

えを変
か

えたくない人
ひとびと

々は大
おおぜい

勢いますか？多
おお

くの人
ひと

が正
ただ

しいと思
おも

っていることで、聖
せいしょ

書
に正

ただ

しくないと書
か

かれていることがありま
すか？もしあれば、その例

れい

をあげてみてく
ださい。

月
げつようび

曜日

多
お お

くのユダヤ人
じん

が、五
ごじゅんせつ
旬節の祭

まつ
りに

参
さんか
加しようと世

せかい
界の各

かくち
地からエル

サレムに集
あつ
まっていたとき、ちょうどパウロ

と友
ゆうじん
人たちもそこにいました。その中

なか
には、

パウロがイエス様
さま
のことを教

おし
えた町

まちまち
々で、

彼
かれ

に反
はんたい
対した者

もの
たちもいました。

ある日
ひ

のこと、ユダヤ人
じん

であるパウロ
は神

しんでん

殿に来
き

ていました。そこはユダヤ
人
じんだんせい

男性だけが入
はい

ることをゆるされている

場
ば し ょ

所でした。パウロの
反
はんたいしゃ

対者たちは、彼
かれ

がそこ
にいるのを見

み

かけました。
そこへ来

く

る前
まえ

に、パウロ
はエルサレムで、ひとりの
異
いほうじん

邦人の友
ゆうじん

人といるところ
を見

み

られていました。そ
れで反

はんたいしゃ

対者たちは、パウ
ロがその異

いほうじん

邦人の友
ゆうじん

人を
つれて、神

しんでん

殿の中
なか

に入
はい

っ
たのではないかと疑

うたが

ったのです。神
しんでん

殿
の中

なか

でも、その日
ひ

パウロがいた場
ば し ょ

所は、
絶
ぜったい

対に異
いほうじん

邦人が入
はい

ってはいけないところ
でした。それで、どうなりましたか？使

し と

徒

21:27-29。

もちろんパウロは、異
いほうじん

邦人が入
はい

るのを
禁
きん し

止されているその場
ばし ょ

所に、異
いほうじん

邦人をつ
れて来

き

ていたわけではありませんでした。
にもかかわらず、人

ひとびと

々は何
なに

かにかり立
だ

てら
れたかのように怒

いか

り、パウロを神
しんでん

殿の外
そと

に
引
ひ

きずり出
だ

したのです。30 節
せつ

。

群
ぐんしゅう

衆はパウロを殺
ころ

そうとしていました。
しかし、このことを耳

みみ

にしたローマ軍
ぐん

の
千
せんそっちょう
卒長が、部

ぶ か

下を引
ひ

きつれ、人
ひとびと

々があ
の忠
ちゅうじつ

実な宣
せんきょうしゃ

教者を打
う

ちたたいている場
ばし ょ

所
へ急

いそ

いでかけつけました。31,32 節
せつ

。

千
せんそっちょう
卒長はすぐにパウロを縛

しば

り、彼
かれ

が何
なに

をしたのかを知
し

ろうと問
と

いただしました。
群
ぐんしゅう

衆はパウロのことを千
せんそっちょう
卒長に向

む

かって
叫
さけ

びましたが、彼
かれ

らの言
い

うことはどれも食
く

いちがっていました。千
せんそっちょう
卒長が部

ぶ か

下に、
彼
かれ

らの住
す

む兵
へいしゃ

舎へパウロをつれて行
い

くよう
に命
めい

じると、群
ぐんしゅう

衆はますます狂
きょうぼう

暴になりま
した。兵

へい し

士らは、パウロが群
ぐんしゅう

衆に殺
ころ

され
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ないように、彼
かれ

を肩
かた

にか
ついで運

はこ

ばなくてはなりま
せんでした。

考
かんが

えてみよう：パウロの
反
はんたいしゃ

対者たちは、彼
かれ

を憎
にく

ん
でいました。だれかを憎

にく

むことは、十
じっかい

戒の「殺
ころ

して
はならない」という戒

いまし

めを
破
やぶ

るのと同
おな

じであるとイエ
ス様

さま

はおっしゃいました。
パウロの心

こころ

にも、憎
にく

しみが
あったと思

おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

怒
い か

りで狂
きょうぼう
暴になった群

ぐんしゅう
衆にパウロ

を殺
ころ
されないようにと、兵

へいし
士たち

は彼
かれ
を肩
かた
にかついで運

はこ
びました。いよい

よ兵
へいしゃ
舎の中

なか
へ入
はい
ろうとしたとき、パウロは

千
せんそっちょう
卒長に話

はな
しかけました。使

し と
徒 21:37。

千
せんそっちょう
卒長はパウロのことを、人

ひとごろ

殺しであ
る4000 人

にん

の悪
あくとう

党どものかしら〔親
おやぶん

分〕
で、エジプト人

じん

だと思
おも

いこんでいました。
しかしパウロは、自

じぶ ん

分が何
なにもの

者であるかを
千
せんそっちょう
卒長に話

はな

し、この怒
おこ

っている群
ぐんしゅう

衆に
話
はなし

をさせてほしいとたのみました。38,39

節
せつ

。

群
ぐんしゅう

衆が静
しず

まりかえると、パウロは彼
かれ

らに
向
む

かって礼
れいぎただ

儀正しく、おだやかに話
はな

し始
はじ

め
ました。彼

かれ

は、自
じぶん

分が何
なに

も悪
わる

いことをして
いないのを、みんなに知

し

ってほしかった
のです。しかしそれ以

いじょう

上にパウロが知
し

っ
てほしかったことは、自

じぶん

分がなぜクリスチャ
ンになったかということでした。また、彼

かれ

らにイエス様
さま

のことを知
し

っ
てもらいたいと願

ねが

っていま
した。使

し と

徒 22:1。

パウロが話
はな

している間
あいだ

、
群
ぐんしゅう

衆は静
しず

かに聞
き

いていま
した。ところが、異

いほうじん

邦人
に教
おし

えるようイエス様
さま

から
告
つ

げられたことを話
はな

すと、
どうなりましたか？21-23

節
せつ

。

そこで千
せんそっちょう
卒長は、パウロ

を中
なか

に入
い

れて、なぜこれほどまでに群
ぐんしゅう

衆
を怒

おこ

らせたのかを白
はくじょう

状させるために、彼
かれ

をむちで打
う

つように命
めい

じました。ところが、
パウロをむちで打

う

つ前
まえ

に、何
なに

が起
お

きまし
たか？24-29 節

せつ

。

翌
よくじつ

日、パウロはサンヒドリン議
ぎか い

会の前
まえ

に
引
ひ

き出
だ

されました。何
なんねん

年も前
まえ

、この議
ぎか い

会
がステパノを石

いしう

打ちの刑
けい

にすると決
けってい

定した
とき、彼

かれ

はそれに賛
さんせい

成しました。ところが
その議

ぎかい

会が今
いま

、パウロを殺
ころ

そうとしていた
のです。

考
かんが

えてみよう：ステパノが殺
ころ

されたあの
日

ひ

のことを思
おも

い出
だ

したパウロは、どんな
気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？あの日
ひ

のステ
パノの態

た い ど

度は、のちにイエス様
さま

を信
しん

じるよ
うになったパウロに、どのような影

えいきょう

響を与
あた

えましたか？

水
すいようび

曜日

パウロは議
ぎかい
会の前

まえ
で話
はな
しました。そ

して、神
かみさま
様は死

しにん
人を生

い
き返
かえ
らせる

ことができると言
い
ったら、議

ぎいん
員たちの間

あいだ
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で言
い
い争
あらそ
いがはじまりました。ある者

もの
たち

は、パウロが正
ただ
しいと言

い
います。またほか

の者
もの
たちは、彼

かれ
がまちがっていると言

い
いま

す。まもなく彼
かれ
らは、パウロの発

はつげん
言をめぐっ

てはげしく争
あらそ
いました。パウロはこの時

とき
も、

千
せんそっちょう
卒長のおかげで殺

ころ
されずにすんだので

す。使
し と

徒 23:10。

ふたたびパウロは、兵
へい し

士たちのもとで
安
あんぜん

全に過
す

ごしていました。ただ、エルサ
レムに来

き

てからのことを考
かんが

えると、自
じぶ ん

分
がここにきたのは本

ほんとう

当に正
ただ

しかったのか、
わからなくなってしまいました。また、真

しん

の神
かみ

を礼
れいはい

拝していると言
い

いながら、神
かみ

の
子
こ

であられるイエス様
さま

を信
しん

じない人
ひと

たちの
ことを思

おも

うと、パウロは悲
かな

しくなってしまい
ました。また、異

いほうじん

邦人である兵
へい し

士たちの
前
まえ

で群
ぐんしゅう

衆と議
ぎか い

会のとった、恥
は

ずべき見
みぐ る

苦
しい行

こうどう

動のことを考
かんが

えました。その時
とき

イエ
ス様
さま

は、ご自
じしん

身がパウロと共
とも

におられるこ
とを、彼

かれ

にどのように気
き

づかせましたか？
11 節

せつ

。

あの怒
いか

り狂
くる

った群
ぐんしゅう

衆は、今
いま

でもパウロ
を殺

ころ

したいと考
かんが

えています。40 人
にんいじょう

以上の
者
もの

が、パウロを殺
ころ

すまでは何
なに

も飲
の

み食
く

い
しないと誓

ちか

いを立
だ

てたほど
です。彼

かれ

らは千
せんそっちょう
卒長に働

はたら

き
かけてパウロを議

ぎか い

会につれ
てこさせ、パウロが通

とお

りか
かったら、隠

かく

れたところか
ら飛

と

びかかって殺
ころ

そうと企
たくら

んでいました。議
ぎいん

員たちは、
よろこんでこの計

けいかく

画の手
てだ す

助
けをしたと思

おも

いますか？
12-15 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロは、自
じ ぶ ん

分を殺
ころ

そう
とするこの恐

おそ

ろしい計
けいかく

画のことを知
し

ってい
ましたか？イエス様

さま

はどのようにして、パウ
ロを安

あんぜん

全に守
まも

ることができたのでしょう？そ
のことは明

あ す

日、お勉
べんきょう

強しましょう。

木
もくようび

曜日

40人
にんいじょう
以上もの男

おとこ
たちが、パウロ

の命
いのち
をねらっています。しかし、

彼
かれ
らの計

けいかく
画に気

き
づいた者

もの
がいました。そ

れはだれでしたか？その人
ひと
は何
なに
をしました

か？使
し と

徒 23:16。

パウロの甥
おい

は、ただちにローマの
千
せんそっちょう
卒長にそのことを話

はな

しました。その話
はなし

をきいた人
ひと

は、ほかにだれもいませんで
した。17-21 節

せつ

。

千
せんそっちょう
卒長は、この若

わか

くて勇
ゆうかん

敢なパウロ
の甥

おい

に、「わたしに話
はな

したことは、だれに
も話
はな

してはいけない」と言
い

いました。22

節
せつ

。

ローマ市
しみ ん

民であるパウロに危
きが い

害が加
くわ

え
られてはいけないことを、千

せんそっちょう
卒長は心

こころえ

得
ていました。ところが、エ
ルサレムではパウロの安

あんぜん

全
を守

まも

れないことに気
き

づきま
した。そこで、千

せんそっちょう
卒長はど

のような命
めいれい

令を下
くだ

しました
か？23,24 節

せつ

。

千
せんそっちょう
卒長は、パウロのた

めに手
てが み

紙も書
か

きました。そ
の手

て が み

紙を係
かかり

の役
やくにん

人にあず
けて、総

そうとく

督ペリクスにわた
すようにと言

い

いつけました。
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25-30 節
せつ

を読
よ

んでみましょ
う。

歩
ほ へ い

兵 400 人
にん

、騎
き へ い

兵 70
人
にん

がパウロをつれてエル
サレムを出

で

たのは、夜
よる

の
9 時

じ

でした。馬
うま

が石
いしだたみ

畳の
歩
ほど う

道を、パッカパッカ歩
ある

い
ていく音

おと

は、騒
そうぞう

々しかった
にちがいありません。とこ
ろが、だれもそのことを気

き

にとめなかったようです。
パウロの敵

てき

ですら、パウロ
が馬

うま

に乗
の

せられて、兵
へいたい

隊に守
まも

られながら
町
まち

を出
で

たことに気
き

づきませんでした。ふつ
うの歩

ほへ い

兵 200 人
にん

に加
くわ

え、槍
やり

をもった200
人
にん

の兵
へいたい

隊、さらに70 人
にん

の騎
き へ い

兵がパウロ
を保

ほ ご

護していました。

考
かんが

えてみよう：パウロを殺
ころ

すまでは飲
の

み
食

く

いをしないと誓
ちか

った男
おとこ

たちにとっては、
まったく予

よ そ う

想もしないことが起
お

こったので
す！あの日

ひ

イエス様
さま

は、パウロを守
まも

るため
に、どれだけの人

ひと

を動
うご

かされましたか？

金
きんようび

曜日

パウロはもう、イエス様
さま
に出

で あ
会っ

たころのような、若
わか
い青
せいねん
年では

ありませんでした。それでもずっと旅
たび
をし

ていたので、歩
ある
くのは平

へいき
気でしたが、馬

うま

に乗
の
るのは慣

な
れていませんでした。カイ

ザリヤに到
とうちゃく
着するまでに、パウロの体

からだ
は

痛
いた
み、疲

つか
れきっていたことでしょう。使

し と
徒

23:32,33。

千
せんそっちょう
卒長からの手

てがみ

紙を読
よ

んだ総
そうとく

督のペリ

クスは、パウロを訴
うった

えてい
たエルサレムの指

しどうしゃ

導者た
ちを呼

よ

び寄
よ

せました。ユダ
ヤ人

にん

たちが来
く

るのを待
ま

つ
間
あいだ

、ペリクスはパウロを、
安
あんぜん

全で居
い ご こ ち

心地のよい場
ば し ょ

所
で過

す

ごさせました。35 節
せつ

。

５日
か

たって、パウロを
訴
うった

えている一
いちだん

団がやって
きました。その中

なか

には、
大
だいさいし

祭司と弁
べんごにん

護人のテルト
ロもいました。まもなく、

エルサレムから来
き

たユダヤ人
じん

らとパウロ
は、ペリクスの前

まえ

に立
た

っていました。使
し と

徒

24:1。

はじめに、テルトロがペリクスにむかっ
て、パウロについてのでたらめな証

しょうげん

言をし
ました。テルトロとそのほかの者

もの

たちは、
テルトロの言

い

うことが正
ただ

しいと主
しゅちょう

張しまし
た。

テルトロの証
しょうげん

言が終
お

わり、こんどはパウ
ロが証

しょうげん

言する番
ばん

になりました。10 節
せつ

。

パウロの話
はなし

を聞
き

くうちに、テルトロの
主
しゅちょう

張するような悪
わる

いことを、パウロが一
いっさい

切
していないことがペリクスにはわかりまし
た。けれどもペリクスは、彼

かれ

を釈
しゃくほう

放しませ
んでした。釈

しゃくほう

放はしないで、エルサレム
で怒

いか

り狂
くる

った群
ぐんしゅう

衆からパウロを救
すく

い出
だ

し
た、あの千

せんそっちょう
卒長と話

はなし

がしたいと言
い

いました。
22 節

せつ

。

ですからパウロは、まだ囚
しゅうじん

人という立
たちば

場
でした。しかしペリクスは番

ばんにん

人に命
めい

じて、
パウロを鎖

くさり

でつながず、彼
かれ

がいつでも
友
ゆうじん

人たちと会
あ

うのを許
きょか

可しました。23 節
せつ

。
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考
かんが

えてみよう：10-12 節
せつ

に書
か

かれている、
ペリクスの前

まえ

で行
おこな

ったパウロの演
えんぜつ

説を読
よ

ん
でみましょう。パウロの話

はなし

を聞
き

いて、ペリ
クスはどう感

かん

じたと思
おも

いますか？

もっと学
まな

ぼう！

★ 使
し と

徒 21:16-40;22,23 章
しょう

; 

24:1-23;

★ 患
かんなん

難 か ら 栄
えいこう

光 へ 38,39 章
しょう

p.105-110;
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幼
お さ な

いアントアネッテと両
りょうしん
親は、クリ

スチャンを嫌
きら
う国
くに
から逃

に
げ出

だ
そ

うとしていました。この幼
おさな
い少
しょうじょ
女は、ロバ

の運
はこ
ぶ大
おお
きな袋

ふくろ
の中
なか
に隠
かく
れていましたが、

馬
うま
に 乗

の
った

兵
へいし
士らがこちら
に向

む
かって近

ちか

づいてきます。

兵
へ い し

士らが近
ちか

づいてくる間
あいだ

、
お母

かあ

さんとお
父
とう

さんは声
こえ

をひそめて祈
いの

っていました。

そばの大
おお

きな袋
ふくろ

の中
なか

では、幼
おさな

いアント
アネッテも祈

いの

っていました。兵
へい し

士らがすぐ
そばで馬

うま

を止
と

めたとき、彼
かのじょ

女は大
おおごえ

声で泣
な

き出
だ

したいほどでした。しかしイエス様
さま

が、
アントアネッテがねずみのようにじっとし
て、静

しず

かにしていられるように助
たす

けてくだ
さいました。

「袋
ふくろ

の中
なか み

身は何
なん

だ？」兵
へいたい

隊のひとりがき
つい口

くちょう

調で言
い

います。

お父
とう

さんは、「キャベツと、他
ほか

のいろい
ろな野

や さ い

菜です」と答
こた

えました。「市
い ち ば

場で
野
や さ い

菜を売
う

るために、運
はこ

んでいるところで
す。」お母

かあ

さんとお父
とう

さんは、アントアネッ
テが隠

かく

れている袋
ふくろ

に視
し せ ん

線をやらないよう
に気

き

をつけています。

ひとりの兵
へい し

士が袋
ふくろ

のすぐ近
ちか

くまで寄
よ

って

きたかと思
おも

うと、銃
じゅう

の後
うし

ろについている
短
たんけん

剣を野
やさい

菜の入
はい

った袋
ふくろ

に突
つ

き刺
さ

しました。

アントアネッテと両
りょうしん

親は、思
おも

わず息
いき

をの
みました。もしこの兵

へいたい

隊が、反
はんたいがわ

対側の袋
ふくろ

に短
たんけん

剣を突
つ

き刺
さ

したら・・・？ああ、もう
祈
いの

るしかありま
せん！

兵
へい し

士が、「よ
しいいだろう、
行
い

け」と言
い

った
とき、彼

かれ

らはど
んなに感

かんしゃ

謝し
たことでしょう！兵

へいし

士たちと馬
うま

は、ふたたび
道
みち

を下
くだ

っていきました。

町
まち

へ向
む

かう道
どうちゅう

中、幼
おさな

いアントアネッテと
両
りょうしん

親は、あの残
ざんこく

酷な兵
へい し

士に彼
かのじょ

女が殺
ころ

され
ないように守

まも

ってくださったイエス様
さま

に、
心
こころ

の中
なか

で何
なん ど

度もなんども感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささ
げました。

そしてようやく、彼
かれ

らをここから逃
に

がす
手
てだ す

助けをしてくれる友
ゆうじん

人たちの家
いえ

にたどり
着
つ

きました。アントアネッテの家
かぞ く

族が無
ぶ じ

事
に到
とうちゃく

着すると、友
ゆうじん

人たちはとてもよろこび、
胸
むね

をなでおろしました。

お父
とう

さんはすぐに、ロバ
の背

せ な か

中から袋
ふくろ

をおろしまし
た。まず、アントアネッテが
入
はい

っていた袋
ふくろ

を開
あ

け、大
だ い じ

事
な娘
むすめ

を出
だ

してやりました。お

お話
はな

しひろば 

大
おお

きな袋
ふくろ

での逃
と う ぼ う

亡　その３
作者不詳 エイミー・シェラード編
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母
かあ

さんは泣
な

きながら、アントアネッテをな
んども抱

だ

きしめてキスをし、彼
かのじょ

女がとても
勇
ゆうかん

敢だったことをほめてあげました。そし
て、イエス様

さま

が敵
てき

の手
て

から彼
かれ

らを救
すく

って
くださったことを、友

ゆうじん

人たちといっしょに
感
かんしゃ

謝したのでした。

アントアネッテは、疲
つか

れてお腹
なか

がペコペ
コでしたが、自

じぶん

分が静
しず

かに動
うご

かないでい
られるように、イエス様

さま

が助
たす

けてくださっ
たことをうれしく思

おも

いました。「もう大
だいじょうぶ

丈夫
よ。」アントアネッテは、人

にんぎょう

形に向
む

かって
そう言

い

いました。

それからまもなくして、彼
かれ

らは外
がいこく

国へ行
い

くために、大
おお

きな船
ふね

に乗
の

っていました。ア
ントアネッテと両

りょうしん

親は、大
だい じ

事なあの小
ちい

さな
わが家

や

と畑
はたけ

を二
に ど

度と見
み

ることができないの
を知

し

っていましたが、そんなことはかまい
ません。彼

かれ

らはこれから、イエス様
さま

を憎
にく

んで知
し

ろうともしない敵
てき

におびえることな
く、自

じゆう

由に礼
れいはい

拝ができる国
くに

へ行
い

くのですか
ら。

アントアネッテと両
りょうしん

親は、ロバに乗
の

せ
た大
おお

きな袋
ふくろ

の中
なか

に隠
かく

れたあの日
ひ

のことを、
決
けっ

して忘
わす

れないでしょう。そしてあの日
ひ

、
道
みち

で会
あ

った敵
てき

の兵
へいたい

隊から、イエス様
さま

が
安
あんぜん

全に守
まも

ってくださったことも、決
けっ

して忘
わす

れることはないでしょう。

（終
お

わり）
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日
にちようび

曜日

ペリクスは、パウロをエルサレムに送
おく

り返
かえ
しませんでした。エルサレムに

いる反
はんたいしゃ
対者たちが、彼

かれ

の命
いのち
をねらっている

のを知
し
っていたからです。それでペリクスは、

パウロをカイザリヤにとどめていました。

ある日
ひ

のこと、ペリクスと妻
つま

のドルシラ
は、パウロにイエス様

さま

のことをもっと話
はな

し
てくれるように頼

たの

みました。使
し と

徒 24:24。

パウロは、このふたりの心
こころ

に聖
せいれい

霊が語
かた

りかけておられると確
かくしん

信しました。彼
かれ

はよ
ろこんで、人

じんるい

類の身
み が

代わりとなって死
し

ぬ
ためにおいでになった、
神
かみさま

様のみ子
こ

について語
かた

り
ました。また、人

ひと

が心
こころ

か
ら十
じっかい

戒にしたがうことを選
えら

ぶときに、助
たす

けて下
くだ

さる
聖
せいれい

霊についても話
はな

しまし
た。

さらにパウロは、人
にんげん

間
の一

ひと

つひとつの選
えら

びをイ

エス様
さま

がご存
ぞん

じであることを話
はな

しました。
イエス様

さま

は、わたしたちの言
い

うことや行
おこな

い
だけでなく、心

こころ

で思
おも

っていることまで知
し

っ
ておられることについてです。彼

かれ

らの身
み

の
上
うえ

に起
お

こることは、彼
かれ

ら自
じし ん

身の選
えら

びにか
かっていると、パウロは警

けいこく

告しました。

これを聞
き

いたペリクスは、これまで味
あじ

わったことのない恐
きょうふ

怖におそわれました。
これまで犯

おか

してきた数
かずかず

々の悪
あ く じ

事が、頭
あたま

の
中
なか

をかけめぐっていました。ペリクスは、
自
じぶん

分が変
か

わるべきであることに気
き

づきまし
た。ところが彼

かれ

は、ただちにこれらの思
おも

い
をしりぞけてしまいました。なんと悲

かな

しい
選
えら

びをしてしまったのでしょう！ペリクスは
パウロに、何

なん

と言
い

いましたか？
25 節

せつ

。

ペリクスはふたたびパウロ
と話
はな

し、興
きょうみ

味を持
も

っているか
のようなふりさえしました。し
かし、その本

ほんとう

当の目
もくてき

的は何
なん

で
したか？26 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：パウロは自
じ ゆ う

由
の身

み

となるために、ペリクス

失
うしな

われた機
き か い

会

第
だい

9 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「彼
かれ

がわたしを呼
よ

ぶとき、わたしは彼
かれ

に答
こた

える。わたしは

彼
かれ

の悩
なや

みのときに、共
とも

にいて、彼
かれ

を救
すく

い、彼
かれ

に光
こうえい

栄を与
あた

え

よう。」詩
し へ ん

編 91:15

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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にお金
かね

をわたすように誘
ゆうわく

惑されたのでしょ
うか？もしそうしていたら、自

じ ぶ ん

分がまちがっ
ていたと認

みと

めたことになるのではないで
しょうか？

月
げつようび

曜日

ペリクスは、イエス様
さま
と聖
せいれい
霊に対

たい

して「いいえ」と言
い
ったのです。

それはとても悲
かな
しいことです！そのわずか

２年
ねんご
後、フェストがペリクスに代

か
わって新

あたら

しい総
そうとく
督に就

しゅうにん
任しました。あのユダヤ人

じん

たちは、パウロのことを忘
わす
れていたでしょ

うか？まさか、そんなはずはありません！
フェストがエルサレムに行

い
くと、どうなりま

したか？使
し と

徒 25:1-3。

祭
さ い し

司と民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちは、今
いま

もなお、
パウロを殺

ころ

そうとたくらんでいました。し
かしフェストは、パウロをエルサレムに送

おく

り返
かえ

しませんでした。代
か

わりに、祭
さい し

司と民
たみ

の指
しどうしゃ

導者たちがカイザリヤにやってきまし
た。フェストがパウロを彼

かれ

らの前
まえ

に引
ひ

き出
だ

すと、これらの怒
おこ

った指
しどうしゃ

導者たちは、また
してもパウロについてでたらめな証

しょうげん

言をし
ました。4-8 節

せつ

。

フェストは人
ひとびと

々をよろこばせるため、パ
ウロに何

なに

を提
ていあん

案しましたか？パウロはそれ
に、何

なん

と答
こた

えましたか？9-11 節
せつ

。

フェストは、皇
こうてい

帝ネロにパウロの裁
さいばん

判を
してもらうため、彼

かれ

をローマに送
おく

らなくて
はいけなくなりました。しかしその前

まえ

に、
身
みぶ ん

分の高
たか

い人
ひと

たちに、パウロがイエス様
さま

のことを伝
つた

えるチャンスがおとずれました。
その人

ひと

たちとは、アグリッパ王
おう

とその姉
しま い

妹

ベルニケ、そして
もちろん、フェスト
自
じしん

身もそのひとりで
す。13,23 節

せつ

。

パウロは、いつ
でも喜

よろこ

んでイエス
様
さま

のことを話
はな

しま
した。彼

かれ

は、これ
らの偉

えら

い人
ひと

たちの
前
まえ

に鎖
くさり

をかけられて立
た

たされても、まった
く恐
おそ

れず、恥
は

じることもありませんでした。
パウロは、自

じぶん

分がどのようにしてイエス様
さま

の忠
ちゅうじつ

実な働
はたら

き人
びと

となったかについて語
かた

りま
した。すると、フェストが話

はなし

をさえぎりま
した。使

し と

徒 26:24,25。

神
かみさま

様はどの時
じだ い

代においても、ご自
じぶん

分の
民
たみ

のために預
よげんしゃ

言者をおつかわしになったこ
とを、アグリッパ王

おう

は知
し

っていました。ま
た、これらの預

よげんしゃ

言者の言
ことば

葉が真
しんり

理であるこ
ともわかっていました。さらに王

おう

は、パウ
ロが真

しんり

理を語
かた

っていることにも気
き

づいてい
ました。はたして彼

かれ

は、イエス様
さま

を受
う

け入
い

れる勇
ゆうき

気をもち合
あ

わせていたでしょうか？

考
かんが

えてみよう：聖
せいれい

霊がアグリッパ王
おう

に語
かた

り
かけておられるのが、パウロにはわかりま
した。聖

せいれい

霊がわたしたちに語
かた

り、わたした
ちがいろいろな選

えら

びをするのを、天
て ん し

使たち
はどんな気

き も

持ちで見
み

ていると思
おも

いますか？

火
か よ う び

曜日

アグリッパ王
おう
に語
かた
っている間

あいだ
、パ

ウロは心
こころ
の中
なか
で祈
いの
っていたことで

しょう。パウロは王
おう
に、どのような質

しつもん
問を
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しましたか？王
おう
は何
なん
と答
こた
えま

したか？使
し と

徒 26:27,28。

パウロは、鎖
くさり

をかけられ
た自

じぶん

分の手
て

を差
さ

し出
だ

し、やさ
しいまなざしでフェストとア
グリッパ王

おう

、ベルニケ、話
はなし

を
聞
き

いていたそのほかの人
ひと

た
ちを見

み

つめました。この人
ひと

た
ち全
ぜんいん

員がイエス様
さま

を選
えら

んでく
れるようにと、パウロはどれ
ほど強

つよ

く願
ねが

ったことでしょう！彼
かれ

は、自
じぶん

分の
心
こころ

にあるのと同
おな

じ平
へいあん

安と幸
こうふく

福を、みんな
に味
あじ

わってほしかったのです。そして、彼
かれ

らが皆
みな

、いつの日
ひ

か天
てんごく

国に行
い

けるようにと
願
ねが

いました。神
かみさま

様は彼
かれ

らに、イエス様
さま

を
救
すく

い主
ぬし

として受
う

け入
い

れるという、すばらし
い選

えら

びの機
きか い

会を下
くだ

さっていました。それ
にもかかわらず、彼

かれ

らはイエス様
さま

を選
えら

ば
なかったのです。それは本

ほんとう

当に、残
ざんねん

念な
ことです！30-32 節

せつ

。

これらの身
みぶ ん

分の高
たか

い人
ひと

たちは、自
じぶ ん

分た
ちがサタンに捕

とら

えられていることに気
き

づい
ていませんでした。そこにいた人

ひと

たちの中
なか

で、本
ほんとう

当の意
い み

味で自
じゆ う

由だったのは、パウ
ロひとりだけでした。イエス様

さま

が彼
かれ

を自
じゆう

由
にしてくださったからです。パウロは、そ
こにいた偉

えら

い人
ひと

たちも、イエス様
さま

によっ
て自

じゆう

由にされることを心
こころ

から望
のぞ

んでいまし
た。彼

かれ

はすでに、ローマ皇
こうてい

帝から裁
さいばん

判を
うけたいとの意

い し

志をあらわしていました。
そこで、ローマの役

やくにん

人ユリアスは、パウロ
やほかの囚

しゅうじん

人たちをひきつれて、船
ふね

でロー
マに向

む

かいました。使
し と

徒 27:1。

当
とう じ

時の船
ふなたび

旅は、決
けっ

して楽
らく

ではありませ

んでした。そのころの船
ふね

には、
現
げんざい

在の船
ふね

とはちがって、エンジ
ンがついていませんでした。そ
のため、大

おお

きな帆
ほ

をはらなくて
はなりませんでした。もちろん、
天
てんき

気を知
し

らせるラジオもありませ
んでした。船

ふな の

乗りたちは、方
ほうこう

向
を示
しめ

す星
ほし

に頼
たよ

らなくてはなりませ
んでした。空

そら

が雲
くも

におおわれる
夜
よる

は、星
ほし

が見
み

えなくなりました。

パウロは、ふたりの友
ゆうじん

人が同
どうこう

行してくれ
たことに感

かんしゃ

謝しました。そのひとりは医
いし ゃ

者
のルカで、もうひとりはパウロが始

はじ

めた
教
きょうかい

会から来
き

た者
もの

でした。しかしこの時
とき

、そ
れがひじょうに危

きけん

険な旅
たび

になるなど、思
おも

い
もしませんでした。

考
かんが

えてみよう：今
き ょ う

日の物
ものがたり

語に出
で

て来
き

た人
ひと

たちの中
なか

で、聖
せいれい

霊に「いいえ」と言
い

った
のはだれでしたか？

水
すいようび

曜日

パウロとほかの囚
しゅうじん
人たちは、船

ふね
に

乗
の
ってローマに向

む
かっていまし

た。ローマの役
やくにん
人ユリアスは 百

ひゃくそっちょう
卒 長

で、百
ひゃくそっちょう
卒長というのは、100人

にん
の兵
へいたい
隊を

指
し き
揮する人

ひと
のことです。

一
いっこう

行は、どこかの港
みなと

で船
ふね

を乗
の

りかえなく
てはなりませんでした。「良

よ

き港
みなと

」と呼
よ

ば
れる港

みなと

に着
つ

いたころには、もう冬
ふゆ

が来
き

てお
り、船

ふね

で旅
たび

をするにはあまりにも危
きけん

険でし
た。そこでパウロは、冬

ふゆ

の間
あいだ

は「良
よ

き港
みなと

」
にとどまるべきだと言

い

いました。ところが、
百
ひゃくそっちょう
卒 長とほとんどの乗

のりくみいん

組員がもっと先
さき

に
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進
すす

みたいと言
い

ったので、航
こうかい

海
をつづけることにしました。始

はじ

めのうちは順
じゅんちょう

調でした。ところ
がまもなくして、強

つよ

い風
かぜ

が船
ふね

に
吹
ふ

きつけ、制
せいぎょ

御できないほど
になってしまいます。9-15 節

せつ

。

船
ふね

には、一
いっ

そうの救
きゅうめい

命ボー
トしか備

そな

えつけられておらず、乗
のりくみいん

組員たち
はどうにか、このボートを安

あんぜん

全な場
ばしょ

所へ引
ひ

き上
あ

げることができました。それから、ロー
プを船

ふね

の周
しゅうい

囲にまわして、船
ふね

がバラバラに
ならないようにしめつけました。嵐

あらし

がます
ますはげしくなると、彼

かれ

らは船
ふね

を軽
かる

くする
ために、重

おも

い荷
にもつ

物を海
うみ

へ投
な

げ捨
す

てました。
それでも、ますます危

きけん

険な状
じょうたい

態になるばか
りでした。16-19 節

せつ

。

2週
しゅうかん

間もの間
あいだ

、船
ふね

ははげしい風
かぜ

によって、
荒
あらあら

々しい波
なみ

に次
つぎ

から次
つぎ

へと打
う

ちつけられま
した。全

ぜんいん

員、おぼれ死
し

んでしまうかと思
おも

わ
れました。ところが、パウロはみんなに何

なん

と言
い

いましたか？20-25 節
せつ

。

船
ふね

はどこかの島
しま

に打
う

ち上
あ

げられるだろ
うと、パウロは警

けいこく

告しました。するとその
晩
ばん

、パウロの言
い

ったとおり、船
ふね

が陸
りく

に近
ちか

づ
いていることが分

わ

かりました。26-29 節
せつ

。

船
ふなの

乗りたちは、ひそかに船
ふね

をぬけ出
だ

す
計
けいかく

画を立
た

てました。彼
かれ

らは錨
いかり

をおろすふりを
して、実

じっさい

際には救
きゅうめい

命ボートに乗
の

りこみ、陸
りく

へ逃
のが

れようとしていたのでした。もし船
ふなの

乗り
たちがその計

けいかく

画を実
じっこう

行したら、どうなるとパ
ウロは言

い

いましたか？30,31 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：サタンは船
ふね

を沈
しず

めたかった
と思

おも

いますか？それはなぜですか？パウロは
それでも、イエス様

さま

に信
しんらい

頼していましたか？

木
もくようび

曜日

この時
とき
になって船

せんちょう
長と

百
ひゃくそっちょう
卒 長 は、パウロの

言
い
うとおりにするべきだったと悟

さと

りました。冬
ふゆ
が終

お
わるまで、彼

かれ
ら

は「良
よ
き港
みなと
」にとどまるべきだったのです。

船
ふなの
乗りたちは今

いま
、たったひとつしかない

救
きゅうめい
命ボートで船

ふね
から脱

だっしゅつ
出しようとしていま

す。ところが、ボートをつなぎとめていた
ロープを兵

へいし
士らが切

き
ったため、救

きゅうめい
命ボート

は海
うみ
に落

お
ちてしまいました。使

し と
徒 27:32。

パウロは、船
ふね

に乗
の

っている者
もの

たちみん
なに、何

なに

かを食
た

べるよう強
つよ

くすすめました。
大
おお

きな不
ふあ ん

安をかかえ、死
し

に物
ものぐる

狂いで働
はたら

き
つづけてきたので、食

た

べることも飲
の

むこと
もすっかり頭

あたま

になかったのです。パウロは
彼
かれ

らに、だれひとりとして命
いのち

を失
うしな

う者
もの

はい
ないと約

やくそく

束しました。33-36 節
せつ

。

パウロの言
い

ったとおり、船
ふね

は動
うご

かなくな
りましたか？37-41 節

せつ

。

兵
へい し

士らは、囚
しゅうじん

人たちが逃
に

げ出
だ

さないよ
う、彼

かれ

らを殺
ころ

さなくてはならないと思
おも

いま
した。しかし百

ひゃくそっちょう
卒長は、それを止

と

めまし
た。百

ひゃくそっちょう
卒長は、パウロの命

いのち

を救
すく

いたかっ
たのです。「泳

およ

げる者
もの

は泳
およ

いで」と、パウ
ロは言

い

いました。「泳
およ

げない者
もの

は、何
なん

か
浮
う

いているものにつかまって…」42-44

節
せつ

。

こうしてついに、全
ぜんいん

員が助
たす

かりました。
彼
かれ

らは、どれほど感
かんしゃ

謝したことでしょう！流
なが

れ着
つ

いたところは、マルタ島
とう

でした。その島
しま

の人
ひとびと

々
は異
いきょうと

教徒でしたが、とても親
しんせつ

切でした。
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その日
ひ

はとても寒
さむ

く、雨
あめ

も
降
ふ

っていたので、親
しんせつ

切な島
しま

の
人
ひとびと

々はすぐに火
ひ

をたいて、ぬ
れてこごえている者

もの

たちの体
からだ

を
かわかし、温

あたた

めてくれました。
使
し と

徒 28:1,2。

パウロは、火
ひ

にくべるための
枝
えだ

を集
あつ

めていましたが、その枝
えだ

の間
あいだ

に、
強
つよ

い毒
どく

をもったヘビがいました。枝
えだ

を火
ひ

に入
い

れると、何
なに

が起
お

こりましたか？3 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分はかならずローマに
たどり着

つ

くとのイエス様
さま

のお約
やくそく

束を、パウ
ロは覚

おぼ

えていましたか？イエス様
さま

は、その
お約

やくそく

束をはたして下
くだ

さいましたか？

金
きんようび

曜日

マルタ島
とう
で、火

ひ
の周
まわ
りにいた異

いきょう
教

の人
ひと
たちは、猛

もうどく
毒をもったヘビが

パウロにかみついたことに気
き
づきました。

彼
かれ

の手
て
にヘビがぶらさがっているのを見

み
た

からです。こうなったのは、パウロが悪
あくにん
人

だからにちがいないし、彼
かれ

はすぐに死
し
ぬだ

ろうと、島
しま
の人
ひと
たちは思

おも
いました。

パウロが手
て

でふりはらうと、ヘビは火
ひ

の中
なか

に落
お

ちました。島
しま

の人
ひと

たちは、その
様
よ う す

子をうかがっ
ていました。彼

かれ

ら
は、このヘビの
毒
どく

がひじょうに
強
つよ

いことを知
し

っ
ています。とこ
ろが、パウロ
の身

み

に何
なに

も起
お

こ

らないのを見
み

て、島
しま

の人
ひと

たちは
どう思

おも

いましたか？5,6 節
せつ

。

おそらくこの出
で き ご と

来事のニュー
スは、またたくまに広

ひろ

まったこ
とでしょう。そして、イエス様

さま

はパウロをとおして、マルタ島
とう

の人
ひとびと

々を助
たす

けてくださいました。
島
しま

のある偉
えら

い人
ひと

の父
ちちおや

親が重
おも

い病
びょうき

気にか
かったとき、パウロは彼

かれ

に手
て

をおき、イエ
ス様

さま

のみ名
な

によって祈
いの

りをささげました。
するとその病

びょうにん

人は、いやされたのです。
それから長

なが

くたたないうちに、パウロは多
おお

くの人
ひとびと

々を、イエス様
さま

のみ名
な

によっていや
してあげました。8,9 節

せつ

。

マルタ島
とう
で３か月

げつかんす

間過ごしたあと、パ
ウロとほかの者

もの

たちは、この島
しま

にとまって
いた別

べつ

の船
ふね

に乗
の

りこみました。マルタ島
とう
の

親
しんせつ

切な人
ひとびと

々は、パウロたちが出
しゅっこう

航する前
まえ

、
彼
かれ

らがローマに着
つ

くまでの旅
たび

に必
ひつよう

要な物
もの

を恵
めぐ

んでくれました。10,11 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：このころ、パウロはかなり
年
とし

をとっていました。長
ながねん

年の間
あいだ

、彼
かれ

はイエ
ス様

さま

のためにずっと働
はたら

いてきました。そし
て今

いま

、無
む じ つ

実の罪
つみ

で囚
しゅうじん

人となり、ローマ兵
へい

に鎖
くさり

でつながれています。ローマにおいて、
イエス様

さま

がパウロをどのように用
もち

いようと
しておられたかは、パウロ自

じ し ん

身もはっきり
は分

わ

からなかったことでしょう。

もっと学
まな

ぼう！
★使

しとぎょうでん

徒行伝 24:24-27;25-27 章
しょう

; 

28:1-11; 

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ39章
しょう

p.108-42章
しょう
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ずっと昔
むかし
、麦
むぎ
や大
おおむぎ
麦、ライ麦

むぎ
など

の穀
こくもつ
物を栽

さいばい
培する農

のうふ
夫たちは、

粉
こな
を買

か
うためにお店

みせ
に行

い
くことはありま

せんでした。彼
かれ
らは自

じぶん
分の育

そだ
てた穀

こくもつ
物を

水
すいしゃごや
車小屋へもって行

い
き、粉

こな
ひき屋

や
がそれ

を粉
こな
にしました。そして農

のうふ
夫たちはその粉

こな

を持
も
ち帰
かえ
り、妻

つま
た

ちがその粉
こな
でパン

やクッキー、ケー
キやマフィンなどを
焼
や
きました。

今
こんしゅう

週のお話
はなし

は、
ロードアイランド州

しゅう

で起
お

こった出
で き ご と

来事です。お話
はなし

に出
で

てくる
人
じんぶつ

物や馬
うま

の名
なま え

前を知
し

りませんので、ここで
は農

のうふ

夫のお父
とう

さんをジョーンズ、そしてそ
の息

むす こ

子をジョージ、馬
うま

をチャーリーと呼
よ

ぶ
ことにしましょう。

チャーリーはおだやかで従
じゅうじゅん

順な〔おと
なしくて言

い

うことをよく聞
き

く〕、年
とし お

老いた馬
うま

でした。農
のうふ

夫のジョーンズは、息
むすこ

子のジョー
ジに馬

ばし ゃ

車のあやつりかたを教
おし

えていまし
たから、チャーリーを馬

ばし ゃ

車につないでも、
まったく心

しんぱい

配しませんでした。ジョージに
おつかいを頼

たの

んでも、馬
うま

のチャーリーが
ジョージを困

こま

らせることはないとわかって
いました。

ある日
ひ

、農
のう ふ

夫のジョーンズの妻
つま

は、ライ
麦
むぎ

の粉
こな

が必
ひつよう

要になりました。そこでジョー

ンズは、年
とし お

老いた馬
うま

のチャーリーを馬
ばし ゃ

車
につなぎ、ジョージを呼

よ

びました。「この
ライ麦

むぎ

を水
すい し ゃ ご や

車小屋にもって行
い

って、ひいて
きてくれ。」ジョーンズは、ライ麦

むぎ

の大
おおぶくろ

袋
を馬

ばし ゃ

車に乗
の

せながら、まだ年
としわか

若い息
むす こ

子に
そう言

い

いました。

ジョージはいつ
でも、父

ちちおや

親のため
によろこんで馬

ばしゃ

車を
あやつりました。彼

かれ

はまもなく運
うんてんせき

転席に
すわり、水

す い し ゃ ご や

車小屋
に向

む

けてでこぼこ
道
みち

を走
はし

るチャーリーの手
たづ な

綱をとっていまし
た。馬

ばし ゃ

車を動
うご

かすのをすべて任
まか

されると、
なんだか大

おとな

人になったような気
きぶん

分です。

水
す い し ゃ ご や

車小屋へ行
い

く途
とちゅう

中には橋
はし

があって、
前
ぜんぽう

方に目
め

をやると、まもなくその橋
はし

にさし
かかるところでした。橋

はし

には手
て

すりがあり
ませんでしたが、ジョージはまったく心

しんぱい

配
しませんでした。チャーリーは年

とし お

老いてい
ましたが、この橋

はし

を何
なん ど

度も通
とお

ったことがあ
るのを知

し

っていたからです。

橋
はし

にさしかかると、チャーリーはいつも
どおりに歩

ある

きました。と
ころが橋

はし

の真
しん

ん中
なか

にくる
と、チャーリーが立

た

ち止
ど

まってしまいました。な
ぜ立

た

ち止
ど

まったのか、

お話
はな

しひろば 

チャーリーと橋
は し

　その１
作者不詳 エイミー・シェラード編
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ジョージにはわかりませんでした。

「行
い

くぞ、チャーリー！」ジョージは、手
たづな

綱をチャーリーの背
せな か

中にぴしゃりと当
あ

てて
言
い

いました。チャーリーはこれまで、い
つも従

じゅうじゅん

順でした。ところがこの日
ひ

は、まる
で言

い

うことを聞
き

きません。それどころか、
チャーリーは後

あと

ずさりを始
はじ

めたのです。

ジョージは、どうにかして後
うし

ろに下
さ

がっ
てくる年

としお

老いたチャーリーを止
と

め、前
まえ

へ進
すす

ませようとしますが、それでもチャーリー
は言

い

うことを聞
き

きません。もうジョージは、
すっかり怖

こわ

くなってしまいました。大
おと な

人に
なったような気

きぶ ん

分は、たちまち消
き

え失
う

せて
しまいました。こんな時

とき

、父
ちちおや

親がここにい
て、どうすればよいかを教

おし

えてくれたら、
と思
おも

いました。いつも従
じゅうじゅん

順だったチャー
リーがどうして？このままチャーリーが後

うし

ろ
へ下

さ

がりつづけて、馬
ばし ゃ

車が橋
はし

からはみ出
だ

して水
みず

の中
なか

へ落
お

ちてしまったらどうしよう？

「イエス様
さま

、お願
ねが

いです。今
いま

すぐに、僕
ぼく

を助
たす

けてください！怖
こわ

くてたまりません！」
ジョージは声

こえ

をあげて言
い

いました。

ところが老
お

いぼれチャーリーは、さらに
一
いっぽ

歩、いや二
に ほ さ

歩下がりました。するととつ
ぜん、馬

ばし ゃ

車の後
こうりん

輪のひとつが、橋
はし

からは
み出

だ

しました。ライ麦
むぎ

の袋
ふくろ

が馬
ばし ゃ

車からすべ
り落

お

ち、下
した

の川
かわ

で水
みず

しぶきをあげるのを
ジョージは聞

き

きました。そしてまさにちょう
どその時

とき

、老
お

いぼれチャーリーは後
うし

ろに
下
さ

がるのをやめ、そこで完
かんぜん

全に立
た

ち止
ど

まっ
たのです。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

パウロを乗
の
せた船

ふね

は、ついにイタリア
に到
とうちゃく
着しました。本

ほんとう
当に、

長
なが
い長
なが
い旅
たび
でした！ただし、

彼
かれ
らが到

とうちゃく
着したところから

ローマまでは、まだ220キ
ロ以
いじょう
上もあります。その上

うえ
、

パウロは兵
へいし
士のひとりに鎖

くさり

でつながれたまま、長
なが
い道
みち

のりを歩
ある
かなくてはなりま

せん。

エルサレムへの最
さ い ご

後の旅
たび

に出
で

る前
まえ

に、
パウロはローマのクリスチャンたちにあて
て手

てが み

紙を書
か

いていました。それで、彼
かれ

が
ローマにやってくることは、すでに知

し

られ
ていました。ローマのクリスチャンたちは、
パウロに会

あ

うのをどれほど楽
たの

しみにしてい
たことでしょう！

パウロも、彼
かれ

らに会
あ

うことを熱
ねつぼう

望してい
ました。ローマには、イエス様

さま

のことを学
まな

ぶ必
ひつよう

要のある人
ひとびと

々が大
おおぜい

勢いることを知
し

っ

ていたからです。ただし、
その手

て が み

紙を書
か

いたころの
パウロは、囚

しゅうじん

人ではあり
ませんでした。とらわれの
状
じょうたい

態で、いったいどうやっ
てイエス様

さま

のことを伝
つた

えら
れるというのでしょう？長

なが

い危
き け ん

険な旅
たび

で疲
つか

れきって
いたパウロは、そのこと
を嘆
なげ

いていました。

ところがそのパウロに、
うれしい知

し

らせが届
とど

きまし
た。パウロの着

つ

いた場
ばし ょ

所にクリスチャンが
何
なんにん

人か住
す

んでおり、しかも彼
かれ

らは、パウロ
が来

く

ることを知
し

っていたのです。彼
かれ

らはパ
ウロに会

あ

えるのを、心
こころ

をおどらせて待
ま

って
いたはずです！まさか鎖

くさり

につながれた囚
しゅうじん

人
として来

く

るなど、考
かんが

えてもみませんでした
が、そのことによって、彼

かれ

らはこれまでよ
りもパウロをいとしく思

おも

いました。そして、
自
じぶん

分たちのところに何
なんにち

日か泊
と

まってほしい
と願
ねが

い出
で

ました。

心
こころ

の優
やさ

しい百
ひゃくそっちょう

卒長ユリアスは、パウロ

帰
かえ

って来
き

た奴
ど れ い

隷

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「もしも、あなたがたが、人
ひとびと

々のあやまちをゆるすなら

ば、あなたがたの天
てん

の父
ちち

も、あなたがたをゆるして下
くだ

さ

るであろう。」マタイ 6:14

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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のことが好
す

きでした。それでユ
リアスは、パウロに新

あたら

しいクリ
スチャンの友

ゆうじん

人たちと過
す

ごす
時
じか ん

間を与
あた

えるために、１週
しゅうかん

間、
その町

まち

に兵
へ い し

士たちと囚
しゅうじん

人たち
を滞

たいざい

在させたのでした。使
し と

徒

28:13,14。

考
かんが

えてみよう：パウロは、イ
エス様

さま

のために囚
しゅうじん

人となったことを、恥
は

じ
ていたと思

おも

いますか？わたしたちはどこに
いようとも、また何

なに

が起
お

ころうとも、イエス
様
さま

の伝
でんどうしゃ

道者でいることができますか？

月
げつようび

曜日

パウロがクリスチャン仲
なかま
間と交

まじ
わっ

ているあいだ、兵
へいし
士たちと囚

しゅうじん
人た

ちは、船
ふね
をおりた町

まち
で１週

しゅうかん
間も待

ま
ちました。

１週
しゅうかん
間が過

す
ぎると、彼

かれ
らは気

き
が遠
とお
くなるほ

ど長
なが
いローマへの道

みち
を歩
ある
き始
はじ
めました。

道
どうちゅう

中、人
ひと

ごみの中
なか

を歩
ある

いていると、あらっ
ぽい連

れんちゅう

中が、ほかの囚
しゅうじん

人らにまじって鎖
くさり

につながれた、しらがの老
ろうじん

人をばかにしま
す。しかし中

なか

には、そのしらがの男
おとこ

がだれ
であるかに気

き

づき、かけ寄
よ

ってきて「パウ
ロさん！」と大

おおごえ

声で呼
よ

びかける人
ひと

たちもい
ました。彼

かれ

らの多
おお

くが、目
め

に涙
なみだ

をうかべて
いました。まるで、ずっと離

はな

ればなれになっ
ていた父

ちちおや

親を見
み

つけたかのようでした。

こういった人
ひと

たちがパウロと抱
だ

き合
あ

い、
話
はな

しこむたびに、兵
へい し

士と囚
しゅうじん

人の一
いちだん

団は立
た

ち止
と

まりました。これらの人
ひと

たちは、イ
タリアの各

かく ち

地でパウロが始
はじ

めた教
きょうかい

会から
やって来

き

たクリスチャンでした。彼
かれ

らはパ

ウロがイタリアに着
つ

いたことを
聞
き

きつけ、会
あ

いにやって来
き

た
のです。パウロと再

さいかい

会できたこ
とを、どんなによろこんだこと
でしょう！できることならローマ
までの残

のこ

りの道
みち

を、パウロを
背
せ お

負って歩
ある

きたいと思
おも

ったこと
でしょう。

これらの親
しんあい

愛なるクリスチャンと会
あ

ったこ
とにより、パウロは勇

ゆう き

気づけられました。
彼
かれ

らがクリスチャンになったのは、パウロが
イエス様

さま

のことを伝
つた

えたからです。そしてパ
ウロは、囚

しゅうじん

人となった今
いま

もなお、イエス様
さま

が共
とも

におられることを知
し

っていました。

一
いちどう

同がローマに到
とうちゃく

着すると、ユリアスは
すべての囚

しゅうじん

人を番
ばんぺい

兵の長
ちょう

に引
ひ

きわたしまし
た。フェストからの手

てがみ

紙もわたし、パウロに
ついてよい報

ほうこく

告をしました。このあと、どう
なりましたか？28:16を読

よ

んでみましょう。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、パウロが鎖
くさり

でつながれているあいだも、伝
でんどうしゃ

道者でい
られるように彼

かれ

を助
たす

けて下
くだ

さいましたか？

火
か よ う び

曜日

パウロは囚
しゅうじん
人であったにもかかわら

ず、一
いっけん
軒の家

いえ
を借

か
りて住

す
むことを

許
ゆる
されました。はじめに彼

かれ
が話
はな
したかった

のは、ローマにいるユダヤ人
じんしどうしゃ
指導者たち

でした。彼
かれ
らは、パウロに関

かん
する悪

わるぐち

口は
聞
き
いたことがないと言

い
いました。しかし、

クリスチャンが好
す
かれていなかったことは

知
し
っていて、なぜそうなのかを知

し
りたいと

思
おも
っていました。使

し と
徒 28:17,21,22。
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パウロからイエス様
さま

の話
はなし

を聞
き

こうと、これらの指
しどうしゃ

導者
たちの多

おお

くがたずねてきたこ
とを、パウロはよろこんだ
にちがいありません。この
聖
せいしょけんきゅう

書研究は、いつまでつづ
きましたか？23 節

せつ

。

指
しどうしゃ

導者たちの何
なんにん

人かは、
パウロの教

おし

えを信
しん

じましたが、中
なか

には信
しん

じない人
ひと

もいました。それで、彼
かれ

らのう
ちで大

だいろんそう

論争が起
お

こりました。その晩
ばん

、信
しん

じようとしない人
ひと

たちと別
わか

れる前
まえ

に、パウ
ロは彼

かれ

らに向
む

かって、ほかに信
しん

じる人
ひと

た
ちがあらわれるだろうと語

かた

りました。使
し と

徒

24,28,29 節
せつ

。

パウロは２年
ねん

の間
あいだ

、見
み は

張りの兵
へいし

士ととも
に、借

か

りた家
いえ

に住
す

みました。彼
かれ

はその家
いえ

で集
しゅうかい

会を開
ひら

き、たずねて来
き

た多
おお

くの人
ひと

た
ちに教

おし

えました。30,31 節
せつ

。

パウロの家
いえ

に来
き

た人
ひと

の中
なか

に、オネシモ
という名

な

の異
いほうじん

邦人の奴
どれ い

隷がいました。彼
かれ

は主
しゅじん

人からお金
かね

を盗
ぬす

み、ローマへ逃
に

げて
来
き

ていました。そしてパウロに会
あ

う前
まえ

に、
盗
ぬす

んだお金
かね

をすべて使
つか

ってしまっていまし
た。彼

かれ

はぼろをまとい、お腹
なか

をすかせ、
おそらくおびえていたことでしょう。脱

だっそう

走し
た奴

どれ い

隷は、そのために殺
ころ

されることもあり
ましたから。

パウロは、オネシモのことをかわいそう
に思
おも

いました。彼
かれ

はオネシモに優
やさ

しく語
かた

り
かけ、食

た

べ物
もの

と着
き

る物
もの

を与
あた

えました。そし
てもちろん、イエス様

さま

のことも話
はな

しました。
パウロはオネシモに、イエス様

さま

が彼
かれ

をゆ
るして変

か

えることがおできになると話
はな

しま

した。オネシモは、パウロから
聞
き

いたこのすばらしいメッセー
ジについて考

かんが

え、自
じぶん

分も変
か

わり
たいと決

けっしん

心しました。クリスチャ
ンになりたいと思

おも

ったのです。

考
かんが

えてみよう：オネシモがイエ
ス様

さま

を選
えら

ぶ決
けっしん

心をしたとき、パ
ウロはどんな気

き も

持ちだったと思
おも

いますか？

水
すいようび

曜日

パウロは、オネシモという名
な

の
異
いほうじん
邦人の奴

どれい
隷に会

あ
いましたが、パ

ウロからイエス様
さま
の話
はなし
を聞

き
いたあと、オネ

シモは変
か
わりました。そして、クリスチャン

になりました。

オネシモは、まるでパウロの息
むす こ

子のよ
うに、すべてのことにおいてできる限

かぎ

りの
手
てつだ

伝いをしました。彼
かれ

は、パウロからイエ
ス様

さま

の話
はなし

を聞
き

くのが好
す

きでした。オネシ
モは、まったく別

べつじん

人になっていました。も
はや、初

はじ

めてパウロに会
あ

ったときのような、
うす汚

きたな

いぼろぼろの、お腹
なか

をすかせた男
おとこ

ではありませんでした。

オネシモの考
かんが

えかたも、変
か

えられていま
した。彼

かれ

は自
じぶ ん

分の犯
おか

したあやまちを、悪
わる

かったと感
かん

じていました。彼
かれ

は主
しゅじん

人からお
金
かね

を盗
ぬす

んだことも、また主
しゅじん

人から逃
に

げ出
だ

したことも、悪
わる

かったと思
おも

っていました。
過
か こ

去に悪
わる

いことをしていたときの自
じぶん

分は、
サタンにしたがっていたことを悟

さと

りました。
しかし、イエス様

さま

に心
こころ

ささげて十
じっかい

戒を学
まな

んだ彼
かれ

は、もうこれ以
いじょう

上サタンにしたがい
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たいとは思
おも

いませんでした。オネシモは、
イエス様

さま

に従
したが

いたいと思
おも

いました。サタン
にしたがっても幸

こうふく

福にはなれませんでした
が、イエス様

さま

にしたがうことによって幸
こうふく

福
になれたのです。

もしかすると、パウロとオネシモは、
オネシモの主

しゅじん

人であるピレモンの家
いえ

で、
以
いぜ ん

前、顔
かお

を合
あ

わせていたことがあったの
かもしれません。パウロはピレモンにもイ
エス様

さま

のことを教
おし

え、彼
かれ

もクリスチャンに
なっていました。パウロはピレモンのこと
を愛

あい

していましたし、ピレモンもパウロを
愛
あい

していました。

考
かんが

えてみよう：その当
と う じ

時、奴
ど れ い

隷が主
しゅじん

人
のもとから逃

に

げ出
だ

すことは、大
たいへんおそ

変恐ろしい
行
こ う い

為でした。もし主
しゅじん

人がその奴
ど れ い

隷を見
み

つ
けたら、殺

ころ

すことさえできたからです。オ
ネシモがおびえていたのも無

む り

理はありませ
ん。あなただったらどうしたと思

おも

いますか？

木
もくようび

曜日

逃
に
げ出

だ
した奴

どれい
隷のオネシモは、クリ

スチャンになりました。オネシモ
自
じしん
身もパウロも、彼

かれ

は主
しゅじん
人のピレモンのも

とへ帰
かえ
るべきだとわかっていました。オネ

シモはピレモンにゆるしを願
ねが

い、盗
ぬす
んだお金

かね
を返
かえ
すべきで

した。これはオネシモにとって、
とてもむずかしい決

けつだん
断だった

にちがいありません。

ピレモンはクリスチャンでし
たが、もしかすると、オネシ
モが逃

に

げ出
だ

したことにひどく

腹
はら

を立
た

てていたかもしれません。オネシモ
も、今

いま

ではクリスチャンです。決
けっ

して簡
かんたん

単
な決
けつだん

断ではありませんでしたが、オネシモ
は正

ただ

しいとわかっていることを実
じっこう

行にうつ
す選

えら

びをしました。はたして、ピレモンは
ゆるしてくれるでしょうか？オネシモをゆる
すのは、ピレモンにとっても簡

かんたん

単なことで
はないでしょう。

パウロはピレモンにあてて一
いっつう

通の手
て が み

紙
を書

か

き、オネシモはそれをたずさえ、
勇
ゆう き

気を出
だ

して主
しゅじん

人のところへ帰
かえ

りました。
その手

てが み

紙は、聖
せいしょ

書にのっています。長
なが

い
手
て が み

紙ではないので、ぜひ読
よ

んでみてくだ
さい。パウロは、手

てがみ

紙をどのように書
か

き出
だ

していますか？ピレモン 1,2 節
せつ

。

パウロはピレモンに対
たい

して「あなたはク
リスチャンになったのですから、オネシモ
をゆるして、彼

かれ

に優
やさ

しくしてあげるべきで
す」と書

か

くこともできたはずでした。しかし、
パウロはそうしましたか？8,9 節

せつ

。

手
てが み

紙を読
よ

むピレモンの目
め

には、おそら
く涙
なみだ

があふれ、囚
しゅうじん

人として鎖
くさり

につながれ
ているパウロのことを思

おも

ったかもしれませ
ん。パウロの手

てが み

紙には、以
いぜ ん

前のオネシモ
はよい奴

どれ い

隷ではなかったけれども、クリス
チャンになってからはよい働

はたら

き人
びと

になった
ので、きっとピレモンの役

やく

に
立
た

つだろうと書
か

かれていまし
た。実

じっさい

際にパウロは、自
じぶん

分の
助
たす

け手
て

として、オネシモをそ
ばにいさせたいと願

ねが

ったほど
でした。10-14 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしかするとピ
レモンは、オネシモのことを
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考
かんが

えるたびに、嫌
いや

な気
き も

持
ちになっていたかもしれま
せん。そんな彼

かれ

の気
き も

持ち
は、パウロの手

て が み

紙を読
よ

ん
だときに変

か

わり始
はじ

めたと思
おも

いますか？

金
きんようび

曜日

奴
ど
隷
れいせいど
制度というのは、実

じつ
にひどいも

のでした。パウロはピレモンにあ
てたこの手

てがみ
紙の中

なか
で、「すべての人

にんげん
間は、

たとえ奴
どれい
隷と主

しゅじん
人という関

かんけい
係であっても、

イエス様
さま
にあっては兄

きょうだいしまい
弟姉妹である」とい

う神
かみさま
様の教

おし
えを優

やさ
しく述

の
べています。わ

たしたちがクリスチャンであるなら、神
かみさま
様

がわたしたちの父
ちちおや
親です。そしてイエス様

さま

にあって、わたしたちは兄
きょうだいしまい
弟姉妹なのです。

ピレモン 15-17 節
せつ
。

オネシモがピレモンから盗
ぬす

んだお金
かね

は
自
じぶ ん

分が支
しは ら

払うと、パウロは申
もう

し出
で

ました。
ピレモンは、自

じぶ ん

分がパウロに返
かえ

すべき借
か

りがあることを思
おも

って、思
おも

わずにっこりし
たかもしれません。もしパウロがいなかっ
たら、ピレモンはクリスチャンになってい
なかったはずですから。18,19 節

せつ

。

ピレモンはきっと正
ただ

しいと分
わ

かっている
ことを実

じっこう

行するはずだ、とパウロは言
い

いました。手
てがみ

紙の最
さいご

後を読
よ

み終
お

えたピ
レモンの顔

かお

は、よろこびにあふれてい
たことでしょう。パウロは、ピレモンを
たずねようと計

けいかく

画していました。21,22

節
せつ

。

パウロのこのすばらしい手
てが み

紙を読
よ

ん

だあとで、ピレモンがどうしたの
かは分

わ

かっていません。あなた
だったら、どんな気

き も

持ちだったで
しょう？あなただったら、何

なに

をし
ていたでしょう？もしかするとオネ
シモは、ピレモンが手

て が み

紙を読
よ

む
のを、静

しず

かに見
みま も

守っていたかもし
れません。主

しゅじん

人は、彼
かれ

をゆるし
てくれるでしょうか？それとも主

しゅじん

人
はオネシモに、パウロのところへもどって
手
てつ だ

伝うようにと告
つ

げるでしょうか？このお話
はなし

のつづきは、いつか天
てんごく

国で聞
き

けるでしょう
ね。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は今
いま

でも、人
ひとびと

々
をおゆるしになりますか？イエス様

さま

は今
いま

で
も、人

ひとびと

々を変
か

えておられますか？もちろん
です！わたしたちは日

ひ び

々イエス様
さま

に似
に

た者
もの

となるために、イエス様
さま

に助
たす

けを求
もと

める
必
ひつよう

要があります。オネシモとピレモンのど
ちらも、イエス様

さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

にした
がうことを学

まな

んでいました。そして、あな
たもそのことを学

まな

んでいるはずです。あな
たが、イエス様

さま

の助
たす

けによって変
か

えたいこ
とは何

なん

ですか？さあ、今
いま

いっしょに目
め

を閉
と

じてみましょう。そして、わたしたちが日
ひ び

々
イエス様

さま

に似
に

た者
もの

となれるよう、助
たす

けを求
もと

めようではありませんか。

もっと学
まな

ぼう！

★使
しとぎょうでん

徒行伝 28:11-31; ピレモン

への手
て が み

紙 ; 

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 43 章
しょう
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馬
ば
車
しゃ
の後
こうりん
輪のひとつが橋

はし
からはみ

出
だ
してしまったあと、おだやかな

老
お
いぼれ馬

うま
のチャーリーは、完

かんぜん
全に立

た
ち

止
と
まって動

うご
きません。おかげで、馬

ばしゃぜんたい
車全体

は水
みず
に落

お
ちな

くてすみまし
た。数

すうめい
名の人

ひと

たちが助
たす
けに

やってくるのを
見
み
て、ジョー

ジは胸
むね
をなで

おろしました。

「よし。まずは、橋
はし

からはみ出
で

た馬
ば し ゃ

車
の後

こうりん

輪を持
も

ち上
あ

げて、橋
はし

の上
うえ

にのせよ
う。」男

おとこ

たちはそう言
い

いました。まもなく、
馬
ばしゃぜんたい

車全体が橋
はし

の上
うえ

にのりました。

「あのライ麦
むぎ

の袋
ふくろ

を、水
すい し ゃ ご や

車小屋に持
も

って
行
い

くところだったんです。」ジョージは川
かわ

に落
お

ちてしまったライ麦
むぎ

の袋
ふくろ

を指
ゆび さ

差しなが
ら、助

たす

けてくれた人
ひと

たちに言
い

いました。「こ
のおじいさん馬

うま

のチャーリーが後
あと

ずさりし
たので、馬

ばし ゃ

車が橋
はし

からはみ出
だ

して、袋
ふくろ

が
水
みず

の中
なか

に落
お

ちてしまったんです。」

男
おとこ

たちが川
かわ

の中
なか

からライ麦
むぎ

入
い

りの袋
ふくろ

を
とってくるのに、さほど時

じか ん

間はかかりませ
んでした。彼

かれ

らは袋
ふくろ

を馬
ばし ゃ

車にのせました。
でも、中

なか

のライ麦
むぎ

はぬれてしまっています。
ジョージはそれを粉

こな

にする前
まえ

に、家
いえ

へも

ち帰
かえ

って、かわかさなくてはなりませんで
した。

ジョージはこの親
しんせつ

切な人
ひと

たちに、助
たす

けて
くれたお礼

れい

を言
い

いました。彼
かれ

らは、チャー
リーがちゃん
と言

い

うことを
聞
き

くのかを見
み

ていました。
ジョージはま
ずチャーリー
に橋

はし

をわたら
せ、それから

Uターンして家
いえ

に帰
かえ

りました。このおだや
かな年

とし お

老いた馬
うま

は、いつもの従
じゅうじゅん

順な〔言
い

うことをよく聞
き

く〕馬
うま

にもどっていました。

どうも変
へん

だな！チャーリーが橋
はし

をわたり、
家
いえ

へもどる道
みち

を歩
ある

いている間
あいだ

、ジョージ
はそう考

かんが

えていました。いつもは従
じゅうじゅん

順な
チャーリーが、どうして急

きゅう

にあんなことを
したのでしょう？とにかく、こうなってしまっ
た以

いじょう

上、ライ麦
むぎ

を粉
こな

にしてもらう前
まえ

にか
わかさなくてはいけません。チャーリーが
言
こと ば

葉を話
はな

せたら、橋
はし

の上
うえ

であんなことを
した理

り ゆ う

由を聞
き

けるのに、と
ジョージは思

おも

いました。

家
いえ

に着
つ

くと、ジョージは
父
ちちおや

親に一
いちぶしじゅう

部始終を話
はな

しまし
た。それには父

ちちおや

親もおどろ

お話
はな

しひろば 

チャーリーと橋
は し

　その２
作者不詳 エイミー・シェラード編
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きました。チャーリーを馬
ばし ゃ

車からはずし、
馬
ばし ゃ

車を車
し ゃ こ

庫におさめたあと、父
ちちおや

親はライ
麦
むぎ

の袋
ふくろ

を馬
ば し ゃ

車から下
お

ろしました。かわい
ていたときよりも、ずっと重

おも

くなっていま
す。

それから、ライ麦
むぎ

の袋
ふくろ

を開
あ

けました。す
るとそこには、ぞっとするような物

もの

が入
はい

っ
ていたのです。父

ちちおや

親がそれをジョージに
見
み

せると、彼
かれ

もぞっとしました。ふたりは
顔
かお

を見
み あ

合わせました。ふたりとも、なぜ
チャーリーが橋

はし

の真
ま

ん中
なか

で立
た

ち止
ど

まった
のかが分

わ

かったのです。馬
ばし ゃ

車の後
こうりん

輪のひ
とつが橋

はし

をはみ出
だ

すまで、チャーリーが
後
あと

ずさりをつづけた理
りゆ う

由もわかりました。
また、なぜライ麦

むぎ

の袋
ふくろ

が川
かわ

にすべり落
お

ち
たのかもわかりました。ライ麦

むぎ

の粒
つぶ

と粒
つぶ

の
間
あいだ

には、細
こま

かいガラス片
へん

がたくさん混
ま

ざっ
ていたのです。もしライ麦

むぎ

が水
す い し ゃ ご や

車小屋で
ひかれていたら、このガラスが粉

こな

に混
ま

ざり、
ジョージの家

かぞ く

族は大
たいへんきけん

変危険な目
め

にあって
いたはずです。

同
おな

じ日
ひ

の朝
あさ

の礼
れいはい

拝で、天
てん し

使をつかわし
て守

まも

ってくださいとお祈
いの

りしていました。
イエス様

さま

は、その祈
いの

りに答
こた

えて下
くだ

さった
のです。イエス様

さま

が天
て ん し

使を送
おく

って、老
お

い
ぼれチャーリーを後

あと

ずさりさせ、ライ麦
むぎ

の袋
ふくろ

が馬
ば し ゃ

車から川
かわ

へすべり落
お

ちたときに
止
と

まるよう命
めい

じたのです。さらに天
てん し

使は、
馬
ばしゃぜんたい

車全体を川
かわ

に落
お

とさないために、チャー
リーにそこからじっと動

うご

かないように命
めい

じ
たのでした。イエス様

さま

は、彼
かれ

らの祈
いの

りに
答
こた

えて下
くだ

さいました。老
お

いぼれチャーリー
は、そのあとも変

か

わらず従
じゅうじゅん

順でした。

（終
お

わり）



72

日
にちようび

曜日

パウロは２年
ねん
もの間

あいだ
、ローマの借

か
り

た家
いえ
で、囚

しゅうじん
人として過

す
ごしました。

囚
しゅうじん
人の世

せ わ
話を担

たんとう
当していたカイザルの

護
ごえいちょう
衛長は、パウロができるだけこころよく

生
せいかつ
活できるよう取

と
り計
はか
らいました。大

おおぜい

勢
の人
ひと
がパウロの家

いえ
をおとずれてイエス様

さま
の

ことを学
まな
んだので、パウロの反

はんたいしゃ
対者たちは

そのことに腹
はら
を立

た
てていました。

そしてついに、パウロは裁
さいばん

判のため、
皇
こうてい

帝ネロの前
まえ

につれて来
こ

られました。ネ
ロは邪

じゃあく

悪な残
ざんこく

酷な男
おとこ

で、ク
リスチャンを憎

にく

んでいまし
た。彼

かれ

は、反
はんたいしゃ

対者たちがパ
ウロを死

し け い

刑にすべき理
り ゆ う

由を
証
しょうめい

明しようとするのを聞
き

きま
した。それからネロは、パ
ウロの話

はなし

を聞
き

きました。そし
て、パウロが無

むじ つ

実であること
がわかりました。そこでネロ
は、番

ばんぺい

兵に命
めい

じてパウロの

鎖
くさり

をはずし、解
かいほう

放するように言
い

いました。
この時

とき

も、神
かみさま

様はパウロの命
いのち

を救
すく

う奇
き せ き

跡
を起

お

こしてくださったのです。

ふたたび自
じゆ う

由の身
み

となったパウロはで
きるだけ早

はや

く、自
じぶん

分が始
はじ

めたあちらこちら
の教
きょうかい

会をたずねてまわりました。どんなこ
とが起

お

こっても、イエス様
さま

に忠
ちゅうじつ

実であるよ
うに信

しんじゃ

者たちを励
はげ

まさなくては、と考
かんが

えて
いました。これらの信

しんじゃ

者たちが、パウロと
再
さいかい

会して話
はなし

を聞
き

けたことをどれだけよろこ
んだか、あなたは想

そうぞう

像できますか？

パウロがこれらの教
きょうかい

会を訪
ほうもん

問する旅
たび

に
出
で

ていたころ、ローマで大
お お か じ

火事がありまし
た。火

ひ

をつけたのがネロ
だとうわさされると、彼

かれ

は
それをクリスチャンのせ
いにしました。そのため
に、何

なんぜんにん

千人もの罪
つみ

のない
クリスチャンの男

だんじょ

女、ま
た幼
おさな

い子
こ ど も

供たちが殺
ころ

され
てしまいました。でも、
パウロの命

いのち

は危
き け ん

険にさら
されませんでした。その

パウロの最
さ い ご

後の日
ひ び

々

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「神
かみ

はすべてのわざ、ならびにすべての隠
かく

れた事
こと

を善
ぜんあく

悪

ともにさばかれるからである。」

伝
でんどう

道の書
しょ

12:14

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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大
お お か じ

火事が起
お

こる前
まえ

に、す
でにローマを去

さ

っていた
からです。

考
かんが

えてみよう：ネロによっ
て命

いのち

をうばわれたクリス
チャンが大

おおぜい

勢いましたが、
実
じっさいかれ

際彼らは、サタンの手
て

の届
とど

かないところにつれて
いかれ、守

まも

られたのでし
た。パウロも、自

じ ぶ ん

分の身
み

に何
なに

が起
お

ころうとも、イエ
ス様

さま

にあって安
あんぜん

全でいられ
ることを知

し

っていました。同
おな

じように、わ
たしたちもイエス様

さま

にあって、安
あんぜん

全でいら
れることをいつも心

こころ

にとめましょう。

月
げつようび

曜日

自
じ
由
ゆう
の身

み
となったパウロが教

きょうかい
会をた

ずねてまわっている間
あいだ
、クリスチャ

ンの敵
てき
どもは、彼

かれ

がイエス様
さま
のことを話

はな

すのをやめさせる方
ほうほう
法を必

ひっし
死にさがしてい

ました。そしてついに、彼
かれ
らは恐

おそ
ろしい作

つく

り話
ばなし
を考
かんが
え出

だ
しました。ローマの半

はんぶんちか
分近

くを焼
や
け野
のはら
原にしたあの恐

おそ
ろしい火

か じ
事は、

パウロの仕
しわざ
業だと言

い
ったのです。

まもなくパウロは、ふたたび逮
たい ほ

捕されま
した。そしてまたしても、ローマへの船

ふなたび

旅
に出

で

なくてはなりませんでした。何
なんにん

人かの
友
とも

だちが、彼
かれ

といっしょに船
ふね

に乗
の

りました。
ほかにも同

どうこう

行したいと申
もう

し出
で

る人
ひと

たちは
何
なんにん

人もいましたが、パウロが、「ついて来
き

てはいけない」と言
い

ったのでした。彼
かれ

らに、
何
なん

か悪
わる

いことが起
お

こってほしくなかったか

らです。

ローマでは、何
なんぜんにん

千人もの
クリスチャンが殺

ころ

されていま
した。生

い

き延
の

びるために、
ほかの場

ば し ょ

所へ逃
に

げていく
者
もの

たちもいました。そして、
生
い

き残
のこ

ったクリスチャンたち
は、ひどく失

しつぼう

望していました。

今
こんかい

回パウロが住
す

む場
ば し ょ

所
は、一

いっけん

軒の家
いえ

ではなく、暗
くら

い牢
ろうごく

獄でした。何
なんにん

人かの友
とも

だちは、教
きょうかい

会を訪
ほうもん

問するた
めにつかわされました。ほかの者

もの

たちは、
家
いえ

に帰
かえ

ってしまいました。ただひとり、ルカ
だけがパウロと残

のこ

りました。第
だい

２テモテ4:11。

しかしもうひとり、勇
ゆうかん

敢な別
べつ

の信
しんこう

仰ぶかい
クリスチャンが、パウロの居

い ば し ょ

場所をつきとめ
ました。この勇

ゆうかん

敢な男
おとこ

は、パウロを慰
なぐさ

める
ためにできるかぎりのことをしました。第

だい

２

テモテ1:16,17。

その後
のち

パウロは、ふたたびネロの前
まえ

につ
れて行

い

かれました。前
まえ

とはちがい、そこは
大
おお

きな会
かいじょう

場で大
おおぜい

勢の見
けんぶつにん

物人もいます。裕
ゆうふく

福
な人
ひと

や貧
まず

しい人
ひと

、無
む ち

知な人
ひと

や賢
かしこ

い人
ひと

もいま
す。そこには、高

こうまん

慢な人
ひと

も謙
けんそん

遜な人
ひと

もいま
す。その中

なか

のだれも、イエス様
さま

のことを知
し

りません。

考
かんが

えてみよう：ネロの前
まえ

に立
た

ったとき、パ
ウロが考

かんが

えていたのは自
じ ぶ ん

分のことでしたか？
それとも、そこにいる人

ひと

たちのことでしたか？

火
か よ う び

曜日
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パウロはふたたび、
ネロの前

まえ
に立

た
って

いました。このふたりの間
あいだ

に見
み
られるちがいは、すべ

ての人
ひと
の目

め
に明
あき
らかでし

た。ネロの顔
かお
には、残

ざんこく
酷さ

と憎
にく
しみがあらわれていま

す。一
いっぽう
方パウロの顔

かお
は、優

やさ

しくおだやかです。何
なに
ひと

つ悪
わる
いことをしていないパ

ウロは、天
てんし
使がすぐそばにいるのを知

し
って

いましたし、何
なに
も恐
おそ
れていませんでした。

その場
ば

にいた人
ひとびと

々は、パウロをひとめ
見
み

て、彼
かれ

が無
むじ つ

実であることがわかりました。
うったえられている罪

ざいじょう

状とは、彼
かれ

がまった
く無
むかんけい

関係であることは明
あき

らかでした。

パウロが話
はな

し始
はじ

めると、人
ひとびと

々は静
しず

まりか
えりました。この日

ひかれ

彼らが耳
みみ

にしたことは、
これまでに聞

き

いたことのない言
こと ば

葉でした。
イエス様

さま

を救
すく

い主
ぬし

として受
う

け入
い

れるなら、
彼
かれ

と共
とも

に永
えいえん

遠に生
い

きることができると、パ
ウロは語

かた

りました。そしていつの日
ひ

か、
偉
いだ い

大な創
そうぞうしゅ

造主であられる神
かみさま

様が、一
ひと り

人ひ
とりの生

い

きかたを記
きろ く

録した書
しょもつ

物にしたがっ
て、全

ぜんじんるい

人類を裁
さば

く時
とき

がやってくることも話
はな

しました。

ネロは、自
じぶ ん

分の記
き ろ く

録の書
しょ

のことを考
かんが

え
ました。自

じぶ ん

分が過
か こ

去に犯
おか

した、恐
おそ

ろしい
悪
あく じ

事を思
おも

い出
だ

したのです。その時
とき

ネロは、
自
じぶ ん

分が神
かみさま

様の前
まえ

に立
た

たされているように
感
かん

じました。それがあまりにも恐
おそ

ろしかっ
たので、彼

かれ

は震
ふる

えました。しかしすぐに、
これらの考

かんが

えをどこかへ追
お

いやりました。
パウロが話

はな

したことを、これ以
いじょうかんが

上考えたく
ありませんでした。

ネロの邪
じゃあく

悪な心
こころ

に、聖
せいれい

霊
が光
ひかり

を照
て

らしていました。
神
かみさま

様は彼
かれ

に、悔
く

い改
あらた

めて
ゆるしを受

う

けるすばらしい
チャンスを与

あた

えておられた
のです。ところがネロは、
急
いそ

いでそれをしりぞけた
のでした。そしてその後

のち

、
聖
せいれい

霊の光
ひかり

を受
う

けるチャンス
は、二

に ど

度とやってきません
でした。なんと悲

かな

しいことでしょう！

考
かんが

えてみよう：まちがったことをしてしまっ
たと感

かん

じるとき、わたしたちがただちにす
るべきことは何

なん

ですか？

水
すいようび

曜日

この日
ひ
、パウロが話

はな
すのを聞

き
いた

人
ひとびと
々の多

おお
くが、クリスチャンに

なりました。この日
ひ
、真
しんり
理は、サタンが

絶
ぜったい
対に消

け
し去

さ
ることのできない、まぶし

い光
ひかり
のように輝

かがや
きました。サタンがそれを

消
け
そうと必

ひっし
死になればなるほど、この真

しんり
理

の光
ひかり
はますます強

つよ
く輝
かがや
いたのです。

パウロの話
はなし

を聞
き

いたネロは、すっかり
怖
こわ

くなってしまったので、パウロに審
しんぱん

判を
下
くだ

さずに、さびしい牢
ろうごく

獄へ彼
かれ

を入
い

れること
しかしませんでした。一

いっぽう

方パウロは、自
じぶん

分
がもう長

なが

くは生
い

きられないことを知
し

ってい
ました。ネロは、クリスチャンの教

きょうかい

会が
成
せいちょう

長するのを止
と

められないので、ますま
す怒

おこ

るばかりです。彼
かれ

は自
じぶん

分の宮
きゅうでん

殿にも、
イエス様

さま

を信
しん

じる人
ひと

たちがいることを知
し

り
ました。そしてとうとう、パウロを死

しけ い

刑に
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する命
めいれい

令を下
くだ

したのです。パウロが死
し

ぬ
前
まえ

に、テモテにあてて書
か

いた手
てが み

紙を読
よ

ん
でください。第

だい

２テモテ 4:7,8。

わたしたちが学
まな

んだのは、イエス様
さま

の
ための偉

いだ い

大なる伝
でんどうしゃ

道者パウロの、ほんの
一
いち ぶ

部の物
ものがたり

語です。いつの日
ひ

か、イエス様
さま

がわたしたちを天
てんごく

国へつれて行
い

って下
くだ

さる
ときには、パウロとお話

はな

しすることができ
るでしょう。しかし、わたしたちが怖

こわ

くなっ
たり、落

お

ちこんだりしてしまうときには、パ
ウロに起

お

こった出
で き ご と

来事を思
おも

い起
お

こすことが
できます。彼

かれ

は、それらの出
で き ご と

来事のいく
つかを、コリントの教

きょうかい

会にあてた手
てがみ

紙に書
か

いています。第
だい

２コリント11:24-28。

それでもパウロは、決
けっ

して不
ふ へ い

平をもら
しませんでした。たとえ自

じぶ ん

分が弱
よわ

くても、
イエス様

さま

がいつも強
つよ

くしてくださることを
知
し

っていました。それは、彼
かれ

がイエス様
さま

に信
しんらい

頼していたからです。第
だい

２コリント

12:10。

考
かんが

えてみよう：わたしたちも、生
う

まれつ
き弱

よわ

い人
にんげん

間ではないでしょうか？サタンは、
人
にんげん

間に生
う

まれつき備
そな

わっている「悪
わる

いこと
をしたがる性

せいしつ

質」にしたがうように仕
し む

向け、
破
は め つ

滅させたがっています。イエス様
さま

はパウ
ロを助

たす

けてくださったのと同
おな

じように、わ
たしたちを助

たす

けることがおできになります
か？

木
もくようび

曜日

パウロは死
し
を前
まえ
にして、愛

あい
するテモ

テに一
いっつう
通の手

てがみ
紙を書

か
きました。

パウロはテモテに、もうじきイエス様
さま
のた

めに死
し
ぬことを知

し
っているものの、恐

おそ
れて

はいないことを伝
つた
えました。

さびしい牢
ろうごく

獄の中
なか

で最
さい ご

後の時
とき

を待
ま

つ間
あいだ

、
おそらくパウロは、ダマスコへ向

む

かう道
みち

で
イエス様

さま

にお会
あ

いした日
ひ

のことを思
おも

い出
だ

し
ていたのでしょう。あの日

ひ

から、パウロの
人
じんせい

生すべてが変
か

わったのです。イエス様
さま

を信
しん

じる人
ひとびと

々にしてしまった恐
おそ

ろしい行
こう い

為
を悲
かな

しむ思
おも

いは、パウロの心
こころ

から消
き

えるこ
とはありませんでした。それでもパウロは、
自
じぶん

分がイエス様
さま

にゆるされたことを知
し

って
いました。イエス様

さま

は彼
かれ

を愛
あい

し、彼
かれ

も心
こころ

からイエス様
さま

を愛
あい

していました。

イエス様
さま

のための働
はたら

きは、戦
せんそう

争で戦
たたか

うこ
とに似

に

ています。それはイエス様
さま

とサタン
との間

あいだ

の戦
せんそう

争です。パウロは勇
ゆうかん

敢な兵
へい し

士
で、イエス様

さま

は彼
かれ

がサタンに立
た

ち向
む

かうこ
とができるように、助

たす

けてくださいました。
パウロが多

おお

くの教
きょうかい

会を立
た

ち上
あ

げて、多
おお

く
の人

ひと

がこの戦
たたか

いにおいてサタンに勝
しょうり

利し、
イエス様

さま

の側
がわ

につくことができるように助
たす

けることができたのも、イエス様
さま

の助
たす

けが
あったからです。

パウロは、イエス様
さま

が彼
かれ

のために、す
ばらしい報

むく

い〔ある行
こう い

為の結
け っ か

果として受
う

けるもの〕を用
よう い

意してくださっているのを
知
し

っていました。またパウロは、だれでも
イエス様

さま

の側
がわ

につくことを選
えら

ぶならば、彼
かれ

と同
おな

じ報
むく

いを受
う

けると言
い

いました。その
ことについて、パウロがテモテに書

か

いた
手
てが み

紙を、もういちど読
よ

んでみましょう。第
だい

２テモテ 2:7,8。

たとえ死
し

んでも、パウロの待
ま

ち望
のぞ

んでい
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た報
むく

いを受
う

けるのをさまた
げるものはありませんでし
た。わたしたちがイエス様

さま

のものとなるなら、死
し

は眠
ねむ

りのようなものであり、イ
エス様

さま

がふたたびおいでに
なるときに目

め さ

覚めさせられ
るのです。第

だい

1テサロニケ

4:15-17。

考
かんが

えてみよう：ここでパウ
ロが話

はな

している「報
むく

い」と
は何

なん

ですか？イエス様
さま

のも
のとなった人

ひと

はだれでも、パウロのように、
サタンの手

て

から逃
のが

れて安
あんぜん

全でいられます
か？子

こ ど も

供たちはどうですか？

金
きんようび

曜日

自
じ
分
ぶん
の死

し
が目
もくぜん
前にせまっていても、

パウロはまったく恐
おそ
れませんで

した。今
きょう
日は、わたしたちが死

し
を恐
おそ
れる

必
ひつよう
要のない理

りゆう
由について、考

かんが
えてみましょ

う。「死
し
」について、イエス様

さま
がわたした

ちに知
し
ってほしいと望

のぞ
んでおられることを、

パウロは知
し
っていました。

これまで、わたしたちを救
すく

う神
かみさま

様のすば
らしいご計

けいかく

画について、なんども話
はな

してき
ました。イエス様

さま

がすでに私
わたし

たちのため
に死

し

んでくださったのですから、私
わたし

たちの
だれひとりとして、永

えいえん

遠に滅
ほろ

びる必
ひつよう

要はな
いのです。神

かみさま

様は、このことをいつも覚
おぼ

え
てほしいと私

わたし

たちに望
のぞ

んでおられます。

聖
せいしょ

書を開
ひら

いて、ヨハネ 3:16のすばらし
い約

やくそく

束を読
よ

んでください。パウロが何
なに

も

恐
おそ

れなかった理
りゆ う

由は、この
言
ことば

葉にかくされています。

パウロは、「信
しん

じるこ
と」がどういうことなのか
を理

りか い

解していました。彼
かれ

は
イエス様

さま

を愛
あい

し、イエス様
さま

に信
しんらい

頼していました。パウ
ロは、イエス様

さま

に出
で あ

会うま
でに自

じぶん

分のしてきたことが、
どれほど恐

おそ

ろしいことで
あったかに気

き

づいていまし
た。それは、永

えいえん

遠の死
し

を
受
う

けるに値
あたい

するようなことでした。けれど
もパウロは、イエス様

さま

にゆるされたことを
信
しん

じました。本
ほんとう

当に自
じぶん

分はイエス様
さま

にゆる
されたのだろうかと、彼

かれ

は思
おも

い悩
なや

みませ
んでした。また、自

じぶん

分がイエス様
さま

からゆる
されていることを、ぼんやりと願

ねが

っていた
わけでもありません。たしかに自

じぶん

分はイエ
ス様
さま

からゆるされている、と信
しん

じたのです。
また、死

し

は終
お

わりではないことも知
し

ってい
ました。なぜなら、イエス様

さま

がいつの日
ひ

か、
よみがえらせて下

くだ

さるからです。

パウロは、イエス様
さま

が彼
かれ

のために死
し

ん
でくださったことを信

しん

じていたので、自
じぶん

分
がどれだけ多

おお

くイエス様
さま

のために働
はたら

いて
も、十

じゅうぶん

分なお返
かえ

しにはならないと思
おも

ってい
ました。また、神

かみさま

様がわたしたち人
にんげん

間を
愛
あい

するがゆえに、十
じっかい

戒をお与
あた

えになったこ
とを知

し

っていたので、彼
かれ

はよろこんでそれ
に従
したが

いました。

パウロは、ほかの人
ひと

たちもイエス様
さま

を
信
しん

じる者
もの

となれるように力
ちから

をつくしました。
わたしたちがそうする時

とき

に、心
こころ

をつくして
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イエス様
さま

を愛
あい

することを学
まな

ぶのです。そし
て聖

せいれい

霊は、わたしたちがイエス様
さま

に似
に

た
者
もの

となれるように助
たす

けてくださいます。

わたしたちの世
せか い

界には、悪
わる

い人
ひと

たちが
たくさんいますし、恐

おそ

ろしい出
で き ご と

来事もしょっ
ちゅう起

お

こっています。わたしたちは、こ
ういったことを恐

おそ

れる必
ひつよう

要があるでしょう
か、それとも、パウロのようにイエス様

さま

に
信
しんらい

頼するでしょうか？イエス様
さま

がわたした
ちを愛

あい

しておられ、わたしたちはイエス
様
さま

のものであることを確
かくしん

信できますか？も
ちろんです。わたしたちはイエス様

さま

のお
約
やくそく

束を信
しん

じているので、そう確
かくしん

信できる
のです。イエス様

さま

の助
たす

けによって、わたし
たちはサタンとの戦

たたか

いに勝
しょうり

利することがで
きます。そしてもうすぐ、戦

たたか

いに勝
しょうり

利した
何
なんびゃく

百、何
なんぜんまん

千万もの人
ひと

たちと、天
てんごく

国で会
あ

うこ
とでしょう。さあ今

いま

すぐ、「イエス様
さま

、あな
たを愛

あい

します。あなたのお約
やくそく

束を信
しん

じます」
と言

い

ってみませんか？

もっと学
まな

ぼう！

★第
だい

２テモテ 4:16-18

★患
かんなん

難から栄
えいこう

光へ 44-50 章
しょう
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ずっと昔
むかし
の、ある寒

さむ
い日

ひ
のことで

す。ロシアという国
くに
で、ひとりの

おばあさんが、小
ちい
さな台

だいどころ
所の戸

とだな
棚の扉

とびら
を

開
あ
けたり、閉

し
めたりしていました。彼

かのじょ
女の

かわいい３人
にん
の孫
まご
は、わくわくしながらそ

の様
ようす
子を見

みまも
守っ

ています。おば
あさんは戸

とだな
棚を

見
み
るたびに、悲

かな

しそうに頭
あたま
を振

ふ

りました。そして
とうとう、おば
あさんは振

ふ
り返
かえ

り、孫
まご
である３人

にん
のかわいい女

おんな
の子

こ
を見

み

つめて、「とうとう、食
た
べ物
もの
がなくなってし

まったよ」と言
い
いました。「食

た
べる物

もの
は、

何
なに
ひとつ残

のこ
っていないの。」

女
おんな

の子
こ

たちが泣
な

き出
だ

したので、おばあ
さんは急

いそ

いで３人
にん
を腕

うで

に抱
だ

いてなぐさめ
ました。「泣

な

かないで」と、おばあさんは
言
い

いました。「ここに食
た

べる物
もの

が何
なに

もない
ことは、イエス様

さま

も知
し

っておられるから、
きっと用

ようい

意してくださるはずよ。どちらにし
てもまだ夕

ゆうしょく

食の時
じか ん

間ではないから、もう少
すこ

し遊
あそ

んでいなさい。」

この幼
おさな

い女
おんな

の子
こ

たちはおばあさんの言
い

うことをすっかり信
しん

じて、気
き

がつくと、もう
楽
たの

しそうに遊
あそ

んでいます。おばあさんは古
ふる

いロッキングチェア〔ゆれるいす〕にす

わって、ここ何
なんねん

年かの間
あいだ

に、どれだけ多
おお

く
のことが変

か

わってしまったかを考
かんが

えていま
した。

おばあさんは、ずっと貧
まず

しかったわけで
はありません。おばあさんとおじいさんに

は、たくさん
のお金

かね

をもっ
ていたころも
ありました。
一
いっけん

軒のすてき
な家

いえ

に、何
なんびき

匹
もの 動

どうぶつ

物 を
飼
か

っていまし
た。ふたりにはすばらしい息

むすこ

子がいました
し、彼

かれ

は愛
あい

らしい女
じょせい

性と結
けっこん

婚して、３人
にん

のかわいい女
おんな

の子
こ

をもうけたのでした。

その後
あと

に、恐
おそ

ろしい戦
せんそう

争が起
お

こったの
です。おじいさんは亡

な

くなり、敵
てき

はおば
あさんのお金

かね

も家
いえ

も、土
と ち

地も動
どうぶつ

物たちもう
ばってしまいました。息

むすこ

子は戦
せんそう

争で殺
ころ

され
てしまいました。息

むすこ

子の妻
つま

は、多
おお

くの人
ひと

を
死
し

なせた悪
わる

い病
びょうき

気にかかり、じきに彼
かのじょ

女
も死

し

んでしまいました。今
いま

や、息
む す こ ふ う ふ

子夫婦
ののこした３人

にん
の子

こど も

供の面
めんどう

倒を見
み

るのは、
おばあさんだけでした。

最
さいしょ

初のころは、お金
かね

をかせぐための
仕
しご と

事もありました。この小
ちい

さな孫
まご

たちも、
それを手

てつ だ

伝っていました。時
とき

には、朝
あさ

か
ら晩

ばん

まで働
はたら

かなくてはなりませんでした

お話
はな

しひろば 

食
た

べ物
も の

のない食
し ょ く た く

卓
作者不詳 エイミー・シェラード編
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が、それでもまだ、食
た

べ物
もの

を買
か

う十
じゅうぶん

分な
お金

かね

はありませんでした。そのうち、仕
しご と

事
がなくなってしまいました。今

いま

はもう、何
なに

も食
た

べる物
もの

がありません。しかし、おばあ
さんはクリスチャンでしたので、イエス様

さま

がどうにかして助
たす

けてくださると信
しん

じてい
ました。

夕
ゆうしょく

食の時
じか ん

間になり、おばあさんはロッキ
ングチェアから立

た

ち上
あ

がりました。「さあ、
食
しょくたく

卓の準
じゅんび

備をしましょう。」彼
かのじょ

女がそう言
い

う
と、小

ちい

さな女
おんな

の子
こ

たちはおばあさんの言
い

うことにしたがい、遊
あそ

ぶのをやめました。
みんなでていねいに、テーブルクロスを
広
ひろ

げました。それからお皿
さら

とコップをきち
んと食

しょくたく

卓にならべました。すべての準
じゅんび

備が
ととのうと、おばあさんは、それぞれの席

せき

にすわるように言
い

いました。

からっぽのお皿
さら

を見
み

た女
おんな

の子
こ

のひとり
が、おばあさんに「夕

ゆうしょく

食はまだないけれど、
先
さき

にイエス様
さま

に感
かんしゃ

謝のお祈
いの

りをしない？」
とたずねました。

「ええ、そうね。」おばあさんは答
こた

えまし
た。この小

ちい

さな家
いえ

には、ひとかけらの食
た

べ物
もの

すらありません。それでもおばあさん
と子

こど も

供たちは頭
あたま

をたれ、手
て

を組
く

んで、イ
エス様

さま

に食
しょくじ

事の感
かんしゃ

謝の祈
いの

りをささげまし
た。

ちょうどその時
とき

、ドアが勢
いきお

いよく開
あ

けら
れ、寒

さむ

い外
そと

からひとりの男
おとこ

の人
ひと

がはいっ
てきました。彼

かれ

は腕
うで

に何
なに

かをかかえてい
ます。「わたしが君

きみ

たちに、何
なに

を持
も

って来
き

たと思
おも

うかね？」とたずねました。

興
こうふん

奮した子
こど も

供たちは、いっせいに答
こた

え
ます。「食

た

べ物
もの

よ！食
しょくじ

事を持
も

って来
き

てくれた

のね！」

おばあさんと子
こど も

供たちが夕
ゆうしょく

食を食
た

べて
いるあいだ、男

おとこ

はなぜ食
た

べ物
もの

をもって来
き

たのかを話
はな

しました。彼
かれ

は、おばあさんと
子
こども

供たちに食
た

べ物
もの

が必
ひつよう

要な気
き

がしたので、
それをもって、遠

とお

いところから歩
ある

いてきた
のだと話

はな

しました。おばあさんと子
こど も

供たち
はそれを聞

き

いて、彼
かれ

らが祈
いの

る前
まえ

に、イエ
ス様
さま

がすでに彼
かれ

をつかわしてくださってい
たのだと知

し

りました。「彼
かれ

らが呼
よ

ばわる前
まえ

に、わたしは答
こた

える」（イザヤ65:24）と
いう聖

せいしょ

書の言
こと ば

葉を、おばあさんは思
おも

い出
だ

しました。イエス様
さま

は、本
ほんとう

当にすばらしい、
愛
あい

にあふれた友
ゆうじん

人なのです！
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日
にちようび

曜日

人
ひ と

は、いつでも約
やくそく
束を守

まも
りますか？

いいえ、そうではありませんね。人
ひと

は時
ときどき
々、自

じぶん
分のした約

やくそく
束を守

まも
りたくないた

めに、言
い
い訳
わけ
をすることがありますか？また

時
とき
には、何

なに
かが起

お
きたために、約

やくそく
束を守

まも
れ

なくなることがありますか？

しかし、いつでも必
かなら

ず約
やくそく

束を守
まも

り、わた
したちを決

けっ

して失
しつぼう

望させない方
かた

がおられま
す。わたしたちは、いつでも約

やくそく

束を守
まも

るイ
エス様

さま

に、信
しんらい

頼することができます。イエ
ス様
さま

は、わたしたちをがっかりさせるような
ことはなさいません。今

こんしゅう

週は、イエス様
さま

が
なさった約

やくそく

束のひとつについて学
まな

びます。

イエス様
さま

は天
てん

にお帰
かえ

りになる前
まえ

、弟
で し

子
たちにあるすばらしいお約

やくそく

束をなさいま
した。そのお約

やくそく

束は、わたしたちのため
でもあるのです。そのお約

やくそく

束が、今
こんしゅう

週の
暗
あんしょうせいく

証聖句になっています。ヨハネ14:1-3。

イエス様
さま

は、天
てんごく

国にお帰
かえ

りになりました
か？はい。しかし、またもどって来

こ

られて、

この邪
じゃあく

悪な世
せか い

界からわたしたちをつれ出
だ

し、ともに永
えいえん

遠に暮
く

らすことを約
やくそく

束なさい
ました。天

てんごく

国で、イエス様
さま

がわたしたち
のために用

よう い

意してくださっているのは何
なん

で
しょう？それは、わたしたちの住

す

む家
いえ

です。
天
てんごく

国でわたしたちが住
す

む家
いえ

は、この世
よ

の
王
おうさま

様や女
じょおうさま

王様の住
す

む宮
きゅうでん

殿よりも、はるか
に美
うつく

しいのです。

またイエス様
さま

は、ご自
じぶ ん

分が天
てん

におられ
る間
あいだ

、わたしたちをひとりになさらないと
も、約

やくそく

束して下
くだ

さいました。イエス様
さま

は、
力
ちからづよ

強い聖
せいれい

霊をとおして、今
いま

もなお、わた
したちと共

とも

にいて下
くだ

さいます。16 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

がご再
さいりん

臨なさっ
て、わたしたちを天

てんごく

国へつれて行
い

く約
やくそく

束

待
ま

ち望
のぞ

んだ日
ひ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「そして、行
い

って、場
ば し ょ

所の用
よ う い

意ができたならば、またきて、あなたがた

をわたしのところに迎
むか

えよう。わたしのおる所
ところ

にあなたがたもおらせる

ためである。」ヨハネ 14:3

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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をはたしてくださる時
とき

は、間
ま ぢ か

近にせまって
いますか？わたしたちがこの約

やくそく

束のことを
知

し

って、それについて考
かんが

えるようになるこ
とを、サタンは望

のぞ

んでいるでしょうか？

月
げつようび

曜日

弟
で し

子たちは、イエス様
さま
がつねに約

やくそく
束

を守
まも
られるお方

かた
であることを知

し
っ

ていました。しかし、イエス様
さま
が天
てん
に昇
のぼ
っ

ていかれるのを弟
で し
子たちが見

み
たあと、ふた

りの天
てんし
使が来

き
て、彼

かれ
らにその約

やくそく
束を思

おも
い

おこさせました。使
し と

徒 1:10,11。

その日
ひ

、エルサレムにもどる途
とちゅう

中、弟
で し

子
たちがよろこんでいたのはそのためでし
た。彼

かれ

らがすべての人
ひと

に、イエス様
さま

の愛
あい

とご再
さいりん

臨の約
やくそく

束についての良
よ

き知
し

らせを
熱
ねっしん

心に伝
つた

えたのは、このことがあったから
なのです。また、ご再

さいりん

臨のはっきりとした
日
にちじ

時を知
し

らなくても、その時
とき

が近
ちか

いことを
知
し

る方
ほうほう

法を、聖
せいしょ

書は教
おし

えています。また
聖
せいしょ

書には、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨のようすに
ついても書

か

かれています。

サタンは、もうすぐイエス様
さま

がもどってこ
られることを、人

ひとびと

々に知
し

ってほしいと思
おも

っ
ているでしょうか？いいえ。サタンは、イ
エス様

さま

がおっしゃったことを人
ひとびと

々に信
しん

じさ
せないように、偽

いつわ

りを語
かた

りました。エデン
の園

その

で、サタンがエバに何
なん

と言
い

ったかを
読
よ

んでみましょう。創
そ う せ い き

世記 3:4。

しかし神
かみさま

様は、つねに真
しんじつ

実だけをお語
かた

りになります。神
かみさま

様は何
なん

とおっしゃいまし
たか？創

そ う せ い き

世記 2:17。

エバが、神
かみさま

様の言
い

うことではなく、サタ

ンの言
い

うことを信
しん

じたので、わたしたちは
皆
みな

、罪
つみびと

人になってしまいました。そして、
その罪

つみ

が永
えいえん

遠の死
し

をもたらすことを、わた
したちは知

し

っています。わたしたちが永
えいえん

遠
に生

い

きるただひとつの方
ほうほう

法は、わたしたち
の身

み が

代わりとなられたイエス様
さま

の死
し

を受
う

け
入
い

れ、彼
かれ

にしたがう力
ちから

を受
う

けることです。

サタンがエバに、あなたは死
し

ぬことはな
いでしょうと言

い

った時
とき

から、ほとんどの人
ひと

がそのうそを信
しん

じてきました。しかし聖
せいしょ

書
には、人

にんげん

間が死
し

ぬと、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨
の時
とき

まで死
し

んだ状
じょうたい

態のままであると教
おし

えて
います。イエス様

さま

が死
しに ん

人に命
いのち

をお与
あた

えに
なるまで、彼

かれ

らが生
い

き返
かえ

ることはありませ
ん。

考
かんが

えてみよう：もしかするとあなたは、す
でに死

し

んでいるはずの人
ひと

が目
もくげき

撃されたと
か、だれかが死

し

んでいるはずの人
ひと

と話
はな

した
と言

い

うのを、聞
き

いたことがあるかもしれま
せん。またはあなた自

じ し ん

身が、死
し

んでいる
はずの人

ひと

に似
に

ている人
ひと

を見
み

かけたり、声
こえ

を聞
き

いたりすることがあるかもしれません。
もしそのような経

けいけん

験があるとしたら、それ
はサタンか、彼

かれ

の仲
な か ま

間である悪
あ く て ん し

天使が、
死

し

んだ人
ひと

の外
がいけん

見や行
こうどう

動や話
はな

しかたなどを
まねて現

あらわ

れているということを、おぼえて
おくことが大

たいせつ

切です。サタンと悪
あ く て ん し

天使たち
には、そのようなまねができるということ
を、絶

ぜったい

対に忘
わす

れないでください。

火
か よ う び

曜日

人
ひ と

は死
し
んだあとも本

ほんとう
当は生

い
きてい

る、と考
かんが
える人

ひと
たちがいます。人

ひと
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はふたつの部
ぶぶん
分、すなわち体

からだ

と魂
たましい
でできていると、彼

かれ
らは

信
しん
じています。いい人

ひと
の魂
たましい
は、

死
し
んだら天

てんごく
国に行

い
くと考

かんが
えま

す。さらに、神
かみさま
様は悪

わる
い人
ひと
の

魂
たましい
を罰
ばっ
して、地

じごく
獄と呼

よ
ばれるところにい

れると考
かんが
えるのです。そして、地

じごく
獄にいれ

られた人
ひと
たちは、永

えいえん
遠に焼

や
かれると言

い
い

ます。

でも、それは真
しんじつ

実ではありません。私
わたし

たちはふたつの部
ぶぶ ん

分でできていて、ひと
つは墓

はか

に残
のこ

り、ひとつは天
てんごく

国か地
じご く

獄へ行
い

くとは、聖
せいしょ

書は言
い

っていません。イエス様
さま

が来
こ

られるとき、彼
かれ

を愛
あい

する人
ひと

たちは天
てんごく

国
へ行

い

き、邪
じゃあく

悪な人
ひと

たちは滅
ほろ

びると聖
せいしょ

書は
言
い

っています。永
えいえん

遠に燃
も

えつづける地
じご く

獄
というものはありません。神

かみさま

様は、最
さい ご

後に
しかたなく悪

あくにん

人たちを滅
ほろ

ぼしますが、彼
かれ

ら
を焼

や

いて永
えいえん

遠に苦
くる

しめるわけではありませ
ん。マラキ 4:1,3。

一
いっぽう

方、死
し

んだらすべてが終
お

わると考
かんが

え
る人
ひと

たちもいます。そのような人
ひと

たちは、
食
た

べることも飲
の

むことも、何
なん

であってもす
べて、自

じぶ ん

分のやりたいようにするのです。
「死

し

んだらすべて終
お

わりなのだから、生
い

きている間
あいだ

はとにかく楽
たの

しめばいい」と彼
かれ

らは言
い

います。サタンはこのような人
ひと

たち
に、十

じっかい

戒にしたがっても意
い み

味がないと信
しん

じ
こませています。しかし、もし神

かみさま

様の律
りっぽう

法
にしたがわないなら、エバがしたのと同

おな

じ
ように、わたしたちはサタンにしたがって
いることになるのです。十

じっかい

戒にしたがうこ
とについて、聖

せいしょ

書は何
なん

と教
おし

えていますか？
伝
でんどう

道の書
しょ

12:13。

すべての人
ひと

は十
じっかい

戒に違
いは ん

反し
たために、このままでは永

えいえん

遠
の死

し

という報
むく

いをうけること
になっています。しかしイエ
ス様

さま

が、罪
つみ

をゆるされるため
の道

みち

を開
ひら

いてくださいました。イエス様
さま

は、わたしたちが永
えいえん

遠に生
い

きることを望
のぞ

ん
でおられます。わたしたちがするべきこと
は、イエス様

さま

を選
えら

び、イエス様
さま

にゆるし
を求
もと

め、サタンではなくイエス様
さま

にしたが
うことができるように助

たす

けを求
もと

めることだ
けです。もしそうするならば、私

わたし

たちはど
うなると、聖

せいしょ

書は教
おし

えていますか？黙
も く し ろ く

示録

22:14。

考
かんが

えてみよう：たしかに、サタンが十
じっかい

戒
を憎

にく

むのも当
とうぜん

然です！サタンは、すべての
戒
いまし

めをとても嫌
きら

っています。けれども、サ
タンが特

とく

に憎
にく

んでいる戒
いまし

めがあるのを、
知

し

っていますか？そのことについては、
明

あ す

日からお勉
べんきょう

強しましょう。

水
すいようび

曜日

いつの日
ひ
か、イエス様

さま
がふたたび

来
こ
られることを信

しん
じる人

ひと
は多
おお
くい

ますが、どんなようすで来
こ
られるのかにつ

いては、さまざまな考
かんが
えがあります。

中
なか

には、イエス様
さま

がだれにも気
き

づかれ
ないように、心

こころ

の正
ただ

しい人
ひと

をこっそりこの
世
せか い

界からつれ出
だ

すだろうと信
しん

じる人
ひと

たちが
います。しかし、イエス様

さま

が心
こころ

の正
ただ

しい
人
ひと

たちをこの世
せか い

界からつれ出
だ

されるときに
は、大

おお

きな音
おと

が聞
き

かれると、聖
せいしょ

書は言
い

っ
ています。イエス様

さま

は、最
さいしょ

初こられたとき
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のように、人
ひと し

知れず静
しず

かに来
こ

られるわけ
ではありません。第

だい

１テサロニケ4:16,17。

サタンが人
ひとびと

々をだますのに用
もち

いる別
べつ

の
方
ほうほう

法は、自
じぶん

分がイエス様
さま

のふりをすること
です。サタンは世

せか い

界のいたるところにあら
われて、奇

きせ き

跡さえも起
お

こします。そしてイ
エス様

さま

のように話
はな

し、外
がいけん

見もイエス様
さま

そっ
くりに似

に

せるので、ほとんどの人
ひと

がサタン
をイエス様

さま

だと本
ほん き

気で信
しん

じてしまうでしょ
う。第

だい

２コリント11:14; マタイ 24:23。

イエス様
さま

はこの世
せかい

界をあとにし、天
てんごく

国へ
のぼって行

い

かれました。ふたたび来
こ

られる
ときには、天

てん

からおりて来
こ

られます。ただし、
地
ちじょう

上までおりてくることはありませ
ん。そのかわりに、わたしたちが
空
くうちゅう

中にあげられて、イエス様
さま

とお
会
あ

いするのです。第
だい

１テサロニケ

4;16,17。

イエス様
さま

の姿
すがた

をした者
もの

が地
ちじょう

上の
あちこちにあらわれるとき、それ
はサタンだと知

し

ることができます。
サタンは、天

てん

からおりて来
こ

られるイエス様
さま

をまねることができません。さらに彼
かれ

は、
土
ど よ う び

曜日の安
あんそくにち

息日を日
にちようび

曜日に変
か

えたというで
しょう。

これまで、イエス様
さま

を愛
あい

した幾
いくせん

千、幾
いくまん

万
もの人

ひと

たちが亡
な

くなりました。聖
せいしょ

書は、ご
再
さいりん

臨の時
とき

にイエス様
さま

がこれらの人
ひと

たちを
生
い

き返
かえ

らせて、天
てんごく

国へつれて行
い

ってくださ
ると言

い

っています。第
だい

１テサロニケ4:16,17。
このことは、イエス様

さま

を愛
あい

して死
し

んだ人
ひとびと

々
が、すでに天

てんごく

国でイエス様
さま

といっしょにい
るわけではないことを示

しめ

しています。

考
かんが

えてみよう：サタンがイエス様
さま

の姿
すがた

を

してあらわれるとき、わたしたちは、彼
かれ

を
見

み

たい、または話
はなし

を聞
き

きたいという大
おお

きな
誘
ゆうわく

惑にあうと思
おも

いますか？もしその誘
ゆうわく

惑に
負

ま

けてしまっても、わたしたちは安
あんぜん

全でい
られるでしょうか？

木
もくようび

曜日

現
げ ん

在
ざい
、さまざまな恐

おそ
ろしい出

でき ご と
来事

が世
せかいじゅう
界中で起

お
きていますか？ぞっ

とするような事
じけん
件や災

さいがい
害の話

はなし
を見

み き
聞きす

ると、ときには地
ちきゅうぜんたい
球全体がこわれていって

いるように思
おも
われませんか？

いよいよイエス様
さま

がおいでにな
るときが近

ちか

づくと、世
せか い

界で起
お

きて
いる恐

おそ

ろしい出
で き ご と

来事は、イエス様
さま

にしたがう者
もの

たちのせいだと言
い

わ
れるようになります。なぜでしょう？

イエス様
さま

にしたがう人
ひと

たちが責
せ

められるのは、サタンがもっとも
憎
にく

んでいる戒
いまし

めにしたがうからで
す。それは、「安

あんそくにち

息日を覚
おぼ

えてこれを聖
せい

と
せよ」との戒

いまし

めです。

神
かみさま

様が安
あんそくにち

息日を日
にちようび

曜日に変
か

えたのに、
土
ど よ う び

曜日を守
まも

る者
もの

たちは日
にちようび

曜日に神
かみさま

様を
礼
れいはい

拝しないので、神
かみさま

様が怒
おこ

っておられる
と、人

ひとびと

々は信
しん

じるようになるでしょう。人
ひとびと

々
は、土

ど よ う び

曜日に礼
れいはい

拝をする者
もの

たちを滅
ほろ

ぼし
さえすれば、この世

せかい

界は平
へいわ

和になると考
かんが

え
るようになるでしょう。そこで彼

かれ

らは、す
べての人

ひと

は日
にちようび

曜日に礼
れいはい

拝しなくてはなら
ないという、ひとつの「法

ほうりつ

律」をつくりま
す。そして、その法

ほうりつ

律にしたがわない人
ひと

は、
死
しけ い

刑にすべきであるということになるので
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す。

いよいよその時
とき

が来
き

たら、わ
たしたちは恐

おそ

れる必
ひつよう

要があるで
しょうか？いいえ。その恐

おそ

るべ
き時
とき

がやってくるときに、神
かみさま

様
は、わたしたちが思

おも

い出
だ

すべ
きある約

やくそく

束を下
くだ

さいました。そ
のお約

やくそく

束を、ぜひおぼえましょ
う。詩

し へ ん

編 91 編
へん

。

考
かんが

えてみよう：あなたは、自
じ ぶ ん

分がイエス様
さま

を選
えら

んだこと、また「悩
なや

みの時
とき

」にイエス
様
さま

が助
たす

けて下
くだ

さるというお約
やくそく

束を、よろこん
で受

う

け入
い

れますか？

金
きんようび

曜日

マタイ 24:6,7を読
よ
みましょう。これ

らの出
できごと
来事は、今

いまお
起きていますか？

わたしたちは、毎
まいしゅう
週のように、嵐

あらし
や地
じしん
震、

火
か じ
事、飢

き
きん、戦

せんそう
争などのニュースを耳

みみ
に

します。また、恐
おそ
ろしい犯

はんざい
罪のことも聞

き
き

ます。そして、この世
よ
の中
なか
はますます悪

わる
くなっ

ていきます。しかし同
どうじ
時に、すばらしいこと

も起
お
こっています。世

せかい
界のいたるところで、

イエス様
さま
の福
ふくいん
音が伝

つた
えられています。これ

らの働
はたら
きが終

お
わったら、ふたたびおいでに

なるとイエス様
さま
はおっしゃいました。マタイ

24:14。

イエス様
さま

が来
こ

られる少
すこ

し前
まえ

に、十
じっかい

戒を
持
も

ったひとつの手
て

が空
そら

にあらわれるのを、
人
ひとびと

々は見
み

るでしょう。それは神
かみさま

様が、ご
自
じしん

身の安
あんそくにち

息日の律
りっぽう

法を変
か

えておられないこ
とを示

しめ

すものです。すると人
ひとびと

々は、安
あんそくにち

息日
についてまちがったことを教

おし

えた者
もの

たちを

責
せ

めるでしょう。しかしそれで
も、エデンの園

その

におけるエバ
のように、神

かみさま

様の言
い

われたこと
を信
しん

じようとはしないでしょう。
イエス様

さま

が来
こ

られるのを見
み

る
と、彼

かれ

らは何
なに

をしようとします
か？黙

も く し ろ く

示録 6:15,16。

しかし、イエス様
さま

のご再
さいりん

臨
の輝
かがや

きが、彼
かれ

らを滅
ほろ

ぼすでしょ
う。第

だい

２テサロニケ 2:8,12。

ご再
さいりん

臨は、イエス様
さま

を愛
あい

し、その十
じっかい

戒を
守
まも

っている人
ひと

たちにとっては、よろこびの時
とき

になるでしょう。ラッパの大
おお

きな音
おと

が鳴
な

ると、
最
さいしょ

初の人
にんげん

間であるアダムの時
じだい

代から、イエ
ス様
さま

を愛
あい

し、信
しんらい

頼した幾
いくせんまん

千万もの人
ひとびと

々がよ
みがえります。その時

とき

、彼
かれ

らの姿
すがた

はまったく
変
か

えられているのです！第
だい

１コリント15:51-

53。

考
かんが

えてみよう：もし人
ひとびと

々が聖
せいしょ

書を勉
べんきょう

強し、
書

か

かれていることを信
しん

じるならば、安
あんそくにち

息日
の真

し ん り

理を知
し

るでしょうか？人
にんげん

間が死
し

ぬ時
とき

に
天
てんごく

国に行
い

かないことを知
し

るでしょうか？そし
て、イエス様

さま

がまもなくおいでになること
を信

しん

じるでしょうか？

もっと学
まな

ぼう！
★ 創

そ う せ い き

世 記 2:17;3:4; 詩
し へ ん

編 91 編
へん

;

伝
でんどう

道12:13;マラキ4:1,3; マタイ

24:6,7,14,23; ヨ ハ ネ 14:1-3,16;

使
し と

徒1:10,11;１コリ15:51-53;２

コリ11:14;１テサ:8,12; 4:16,17;

黙
もく

6:15,16; 22:14

★各
かくじだい

時代の大
だいそうとう

争闘 40 章
しょう
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ある日
ひ
の午

ご ご
後、家

いえ
に駆

か
け込

こ
んでき

たウィリー・ジャクソンの顔
かお
は、

怒
いか
りで真

ま
っ赤

か
になっていました。お母

かあ
さん

はウィリーを見
み あ
上げて、「いったいどうした

の？」とたずねました。「どうしてそんなに
怒
おこ
っているの？」

ウィリーは、「ジミーが僕
ぼく

のビー玉
だま

をとっ
て、返

かえ

してくれないんだ」と言
い

いました。「だ
から僕

ぼく

、絶
ぜったい

対あいつに仕
し か え

返し
してやるんだ。」

お母
かあ

さんはしばらくの間
あいだ

だ
まっていましたが、静

しず

かにこう
言
い

いました。「仕
しか え

返しするなん
てことを、かんたんに考

かんが

えな
いほうがいいわよ。」お母

かあ

さん
はつづけました。「仕

しか え

返しする
ことは、ジミーがあなたのビー
玉
だま

を盗
ぬす

んだことと同
おな

じぐらいまちがってい
るのよ。それよりは、ジミーの頭

あたま

に炭
すみ び

火を
積
つ

んだほうがずっとましじゃないかしら。」

ウィリーはもう少
すこ

しで、ジミーの頭
あたま

に
本
ほんもの

物の炭
す み び

火を積
つ

みたい、と思
おも

うところで
した。そうすれば、ジミーも懲

こ

りるでしょ
う。しかしウィリーは、お母

かあ

さんの言
い

っ
たことの意

い み

味をわかっていました。彼
かれ

は、
「炭

すみ び

火」についての聖
せい く

句を箴
しんげん

言 25:21,22
で学

まな

んだことがありました。その聖
せい く

句は、
自
じぶ ん

分の敵
てき

に親
しんせつ

切にした者
もの

たちにイエス様
さま

が報
むく

いて下
くだ

さる、と教
おし

えていました。そう

とはいえ、ウィリーはやっぱり仕
しか え

返しがし
たいのです。ジミーがしたことはまちがっ
ていますし、ウィリーはビー玉

だま

をとり返
かえ

し
たいのですから。彼

かれ

はその日
ひ

の午
ご ご

後ずっ
と、どうやって仕

しか え

返しをしようかを考
かんが

えて
いました。その日

ひ

の夜
よる

、寝
ね

る時
じ か ん

間になっ
ても、ウィリーの頭

あたま

の中
なか

は仕
しか え

返しのことば
かりでした。

お祈
いの

りの時
じか ん

間になり、お母
かあ

さ
んがそばにひざまずいて、「主

しゅ

の祈
いの

りをしましょうか？」と言
い

い
ました。

ウィリーはこの美
うつく

しい祈
いの

りを
おぼえていましたし、お母

かあ

さ
んは彼

かれ

に、それぞれの部
ぶぶ ん

分の
意
い み

味を考
かんが

えるようにと教
おし

えてい
ました。しかし今

こん や

夜は、祈
いの

りの
言
ことば

葉をいい始
はじ

めても、そのことを考
かんが

えませ
んでした。

「天
てん

にいますわれらの父
ちち

よ、御
み な

名があが
められますように。御

みく に

国がきますように。
みこころが天

てん

におこなわれるとおり、地
ち

に
も行
おこな

われますように。わたしたちの日
ひ

ごと
の食
しょくもつ

物を、きょうもお与
あた

え下
くだ

さい・・・」
それからウィリーは、急

きゅう

にお祈
いの

りをやめま
した。次

つぎ

の言
こと ば

葉の意
い み

味を考
かんが

えたからです。
お母

かあ

さんは待
ま

っています。そして「つづけ
たくないの？」とたずねました。

ウィリーは、「つづけられない」と言
い

い

お話
はな

しひろば 

ウィリーの仕
し か え

返し
作者不詳 エイミー・シェラード編
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ました。

「どうして？」お母
かあ

さんはたずねます。

「だって、僕
ぼく

、まだジミーをゆるしてな
いから。ジミーをゆるさなければ、イエス
様
さま

も僕
ぼく

が悪
わる

いことをしても、ゆるすことが
できない。」

お母
かあ

さんは、忍
にんたいづよ

耐強く待
ま

ちました。ウィ
リーが、何

なに

をするべきかを決
けっしん

心しようとし
ていることは、お母

かあ

さんにもわかりました。
やっとのことで、ウィリーは大

おお

きな息
いき

をつ
き、祈

いの

りの次
つぎ

の言
こと ば

葉を言
い

いました。「わた
したちに負

ふさ い

債のある者
もの

をゆるしましたよう
に、わたしたちの負

ふ さ い

債をもおゆるし下
くだ

さ
い。」

お祈
いの

りの残
のこ

りの部
ぶ ぶ ん

分は、楽
らく

にできまし
た。そしてウィリーがベッドに入

はい

るころに
は、怒

いか

りの気
き も

持ちはすっかり消
き

えて、彼
かれ

は
まもなく眠

ねむ

りにおちました。

次
つぎ

の朝
あさ

、ウィリーは目
め

を覚
さ

ますと、ジミー
の「頭

あたま

に炭
すみ び

火を積
つ

む」方
ほうほう

法を考
かんが

え始
はじ

めま
した。ウィリーは、イエス様

さま

がなさったよ
うな方

ほうほう

法でそれをしたいと思
おも

いました。そ
こで、自

じぶん

分がもう怒
おこ

っていないことと、ビー
玉
だま

は返
かえ

さなくてもいいとジミーに伝
つた

えるこ
とに決

き

めました。

お母
かあ

さんはウィリーのこの計
けいかく

画を聞
き

い
て、にっこりしました。ウィリーが、イエ
ス様

さま

のようにではなく、サタンのようにな
る選
えら

びをするように、誘
ゆうわく

惑を受
う

けていたこ
とを知

し

っていました。しかし、ウィリーは
正
ただ

しい選
えら

びをしたので、イエス様
さま

は彼
かれ

が
仕
しか え

返しをする代
か

わりに、「頭
かしら

に炭
すみ び

火を積
つ

む」
練
れんしゅう

習をするように助
たす

けてくださったのです。

ウィリーの選
えら

びは、決
けっ

して楽
らく

にできるこ

とではありません。だれかに嫌
いや

なことをさ
れたら、わたしたちは仕

しか え

返しをしたくなる
ものです。しかし、サタンにではなく、イ
エス様

さま

にしたがうための助
たす

けを求
もと

めること
を選
えら

ぶなら、もっともっと幸
こうふく

福になれるは
ずですよ！
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日
にちようび

曜日

ご再
さいりん
臨の時

とき
に、わたしたちをいっしょ

に天
てんごく
国へつれて行

い
ってくださると、

イエス様
さま
は約
やくそく
束なさいました。イエス様

さま
は、

一
いっしゅん
瞬のうちに、わたしたちを天

てんごく
国につれ

て行
い
くことがおできになりますか？もちろ

んです。けれども、わたしたちは７日
かかん
間か

けて天
てんごく
国へ行

い
くことになっています。楽

たの
し

みですね！

そのとき、いっしょに旅
たび

をする人
ひと

た
ちのことを考

かんが

えてみてください！そこに
はアダムもいるでしょう。アダムは、
自
じぶ ん

分と比
くら

べてわたしたちの背
せ

があまり
にも低

ひく

いので、びっくりするでしょうね！
アダムの横

よこ

にならぶと、わたしたちは
子
こど も

供ほどの背
せた け

丈しかないように見
み

える
はずです。でも心

しんぱい

配はいりません。私
わたし

たちの背
せ

は、天
てんごく

国に行
い

ってからも伸
の

び
つづけるのです。

天
てんごく

国への旅
たび

には、世
せかいじゅう

界中から集
あつ

められ
た人
ひとびと

々がくわわります。みんなが同
おな

じ言
こと ば

葉
を話

はな

すので、お互
たが

いに自
じゆ う

由に話
はな

すことが
できるようになるのです。

旅
りょこう

行の一
いちだん

団〔グループ〕の中
なか

には、イ
エス様

さま

や天
てんごく

国のことを、いちども聞
き

いた
ことのない人

ひと

たちがいるでしょう。おそら
く、異

いきょうと

教徒だった人
ひと

たちです。異
いきょうと

教徒で
あったにもかかわらず、聖

せいれい

霊の声
こえ

に耳
みみ

を
かたむけた人

ひと

たちです。彼
かれ

らの中
なか

には、
伝
でんどうしゃ

道者や自
じ ぶ ん

分の仲
な か ま

間たちを、危
き け ん

険から
救
すく

ってくれた人
ひと

もいるはずです。もしも彼
かれ

らがイエス様
さま

のことを知
し

っていたら、イエ

天
てんごく

国と新
あたら

しい世
せ か い

界

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「見
み

よ、これはわれわれの神
かみ

である。わたしたちは彼
かれ

を

待
ま

ち望
のぞ

んだ。彼
かれ

はわたしたちを救
すく

われる。」

イザヤ 25:9

暗
あんしょうせいく

唱聖句
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ス様
さま

のことを愛
あい

し、彼
かれ

にし
たがっていたはずであるこ
とを、イエス様

さま

はご存
ぞ ん じ

知
なのです。イエス様

さま

に救
すく

わ
れたこれらの人

ひと

たちが、お
どろいてよろこぶようすを、
想
そうぞう

像してみてください！おそ
らく彼

かれ

らの保
ほ ご て ん し

護天使が、彼
かれ

らが天
てんごく

国へ行
い

けるわけを話
はな

してくれるでしょう。

そのわくわくするような旅
たび

では、生
う

まれ
たときからわたしたち一

ひ と り

人ひとりにつき
そって、忍

にんたいづよ

耐強く見
みま も

守ってくれた保
ほ ご て ん し

護天使
たちと、話

はなし

をすることもできるのです。す
ばらしいですね！

考
かんが

えてみよう：この邪
じゃあく

悪な世
せ か い

界を離
はな

れる
ことを考

かんが

えるだけで、幸
しあわ

せな気
き も

持ちになれ
ませんか？

月
げつようび

曜日

イエス様
さま
といっしょに天

てんごく
国への旅

たび
を

する間
あいだ
、この地

ちじょう
上に残

のこ
されたすべ

ての人
ひと
は、死

し
んだ状

じょうたい
態になります。サタン

と悪
あくてんし
天使たちだけが残

のこ
され、そこにはもう、

彼
かれ
らが誘

ゆうわく
惑したり傷

きず
つけたりするための、

生
い
きた人

にんげん
間がひとりもいなくなります。そ

してわたしたちは永
えいえん
遠に、サタンと悪

あくてんし
天使

たちの手
て
から安

あんぜん
全に逃

のが
れることができま

す。

サタンと悪
あくてんし

天使たちは、天
てんごく

国がすばら
しいところであることを知

し

っています。彼
かれ

らも、幸
こうふく

福で忠
ちゅうじつ

実な天
て ん し

使だったころは、
そこに住

す

んでいたからです。しかし神
かみさま

様
の律

りっぽう

法に違
いは ん

反し、天
てんごく

国で問
もんだい

題を起
お

こし始
はじ

めたため、そこを去
さ

らな
くてはなりませんでした。
黙
も く し ろ く

示録 12:7-9。

天
てんごく

国に着
つ

いて、わたした
ちの目

め

に入
はい

ってくるのは、
美
うつく

しい景
けし き

色ばかりです。美
うつく

しい花
はなばな

々や、やわらかくゆ
れる草

くさ

におおわれた、なだらかな丘
おか

、ま
ぶしい光

ひかり

をうけて輝
かがや

く金
きんいろ

色や銀
ぎんいろ

色の葉
は

を
つけたいろいろな種

しゅるい

類の木
き ぎ

々などが、い
たるところに見

み

られます。そこでは、や
わらかくおだやかな風

かぜ

を感
かん

じるでしょう。
天
てんごく

国の天
てんき

気はいつも晴
は

れやかで、ちょうど
よい具

ぐあい

合です。

天
てんごく

国の都
みやこ

は、新
しん

エルサレムと呼
よ

ばれま
す。その大

おお

きさは、地
ちじょう

上のどの都
と し

市より
も大
おお

きく、神
かみさま

様の御
み ざ

座がそこにあります。
黙
も く し ろ く

示録 21:16,23。

天
てん

の都
みやこ

は四
し か く

角い形
かたち

をしており、都
みやこ

を囲
かこ

む壁
かべ

の土
ど だ い

台は、12 層
そう

の輝
かがや

く石
いし

でできて
います。真

しんじゅ

珠でできた３つの門
もん

が城
じょうへき

壁の
それぞれの側

そくめん

面にあり、通
とお

りは金
きん

ででき
ています。それぞれの土

どだ い

台と門
もん

には、だ
れの名

なま え

前がかかれていますか？それらの
門
もん

と通
とお

りは、何
なん

でできていますか？10-21

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：自
じ ぶ ん

分がこの都
みやこ

に住
す

んでい
るようすを、あなたは想

そうぞう

像できますか？

火
か よ う び

曜日

新
し ん

エルサレムに入
はい
る前
まえ
に、イエス様

さま

ご自
じしん
身の手

て
によって、一

ひとり
人ひとり

の頭
あたま
に冠
かんむり
がかぶせられます。それぞれの



89

冠
かんむり
は、きらきらと輝

かがや
いてい

ます。黙
もくしろく

示録 2:10。

それからイエス様
さま

は、
一
ひ と り

人ひとりに竪
たてごと

琴を下
くだ

さい
ます。そして、みんなで歌

うた

もうたいます。イエス様
さま

に
救
すく

われたよろこびを歌
うた

って
いる間

あいだ

、天
てん し

使たちは私
わたし

たちの賛
さん び

美をきい
ています。天

てん し

使たちは、その歌
うた

をうたうこ
とができません。なぜなら、天

てん し

使はわた
したちのような罪

つみびと

人になったことがないか
らです。これは経

けいけん

験の歌
うた

なので、天
てん し

使た
ちは、イエス様

さま

によって救
すく

われたよろこび
を、どう歌

うた

であらわしてよいのかが分
わ

から
ないのです。

それからイエス様
さま

は真
しんじゅ

珠の門
もん

を開
ひら

くと、
わたしたちは新

しん

エルサレムに入
はい

っていき
ます。そこで目

め

にするのは、広
こうだい

大な『ガ
ラスの海

うみ

』と呼
よ

ばれる場
ばし ょ

所です。1枚
まい

の
巨
きょだい

大な鏡
かがみ

のように輝
かがや

くガラスの海
うみ

の上
うえ

に
は、一

いちだん

団の人
ひとびと

々が立
た

っていて、イエス様
さま

を賛
さん び

美する特
とくべつ

別な歌
うた

をうたいます。彼
かれ

らは
ご再

さいりん

臨の前
まえ

、敵
てきたい

対する者
もの

たちによって殺
ころ

されようとした時
とき

でも、イエス様
さま

に忠
ちゅうじつ

実で
あった人

ひと

たちです。

そこには、美
うつく

しいエデンの園
その

もあります。
それはずっとずっと昔

むかし

、世
せか い

界のはじめに、
イエス様

さま

がアダムとエバのため
に創
そうぞう

造なさったのと、まったく同
おな

じ園
その

です。ノアの洪
こうずい

水が起
お

こる
前
まえ

に、イエス様
さま

はエデンの園
その

を
天
てんごく

国に移
うつ

しておかれました。そ
の時

とき

から、エデンの園
その

は天
てんごく

国に
あったのです。

エデンの園
その

をふたたび
目
め

にしたアダムは、どんな
気
き も

持ちになるのでしょう？お
そらくアダムはイエス様

さま

の
足
あしもと

元にひれ伏
ふ

して、罪
つみ

をゆ
るして下

くだ

さったことと、身
み が

代
わりとなって彼

かれ

が死
し

んで下
くだ

さったことに感
かんしゃ

謝するでしょう。するとイエ
ス様

さま

はほほ笑
え

み、アダムの手
て

をとって立
た

ち上
あ

がらせ、互
たが

いに抱
いだ

き合
あ

うことでしょう。

考
かんが

えてみよう：天
てんごく

国という場
ば し ょ

所は、本
ほんとう

当
にあります。ただしそこでは、人

ひとびと

々が雲
くも

の
上
うえ

をふわふわ浮
う

かんで、１日
にちじゅう

中のんきに
竪
たてごと

琴をひいているわけではありません。

水
すいようび

曜日

美
う つ く

しいエデンの園
その
をみわたすと、そ

こに『善
ぜんあく
悪を知

し
る木

き
』がないこと

に気
き
づくでしょう。イエス様

さま
がその木

き
をと

りのぞかれたからです。もうだれも罪
つみ
を犯
おか

す者
もの
がいないことを、イエス様

さま
は知

し
ってお

られるのです。神
かみさま
様の言

い
いつけにそむき、

律
りっぽう
法にしたがわないことについて十

じゅうぶん
分に

学
まな
んだ私

わたし
たちは、もう罪

つみ
を犯
おか
したくないと

思
おも
うでしょう。ナホム 1:9。

けれども命
いのち

の木
き

は、新
しん

エルサレムにあ
ります。その木

き

は、毎
まいつき

月、種
しゅるい

類
のちがうおいしい果

くだもの

物を実
みの

らせ
ます。それはわたしたちのため
の果

くだもの

物です。イエス様
さま

はヨハネ
に、幻

まぼろし

によってその木
き

を見
み

せて
下
くだ

さいました。その木
き

について、
黙
も く し ろ く

示録 22:1,2を読
よ

んでみましょ
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う。

イエス様
さま

が約
やくそく

束なさった
住
す

まいは、新
しん

エルサレム
にあります。あなたのため
にイエス様

さま

が用
よ う い

意してくだ
さった住

す

まいを見
み

たら、きっ
と胸
むね

が高
た か な

鳴ることでしょう。イエス様
さま

は、
あなたの好

す

きな色
いろ

やさまざまな好
この

みを、よ
く知

し

っておられます。またあなたをよろこ
ばせる、ほんの小

ちい

さなことでさえ、決
けっ

して
お忘

わす

れになることはありません。それぞれ
の住

す

まいは、地
ちじょう

上で最
もっと

も美
うつく

しい宮
きゅうでん

殿より
も、はるかに美

うつく

しいものです。

そして天
てんごく

国に着
つ

いたら、わたしたちを
もてなすために、イエス様

さま

がお祝
いわ

いの
食
しょくじ

事を用
よう い

意してくださることを知
し

っていま
すか？イエス様

さま

ご自
じし ん

身が、特
とくべつ

別な食
しょくじ

事を
わたしたちに出

だ

してくださるのです。イエ
ス様

さま

が用
よ う い

意なさるおいしい食
しょくじ

事がどのよ
うなものなのかは、想

そうぞう

像もつきませんね。
幾
いくせんまん

千万もの人
ひとびと

々がそこにいるので、銀
ぎん

の
食
しょくたく

卓はとても長
なが

いはずです。これほどすて
きな時

じか ん

間を、わたしたちはともに過
す

ごすこ
とができるのです！

考
かんが

えてみよう：あなたのお友
とも

だちの中
なか

に
は、天

てんごく

国を知
し

らない人
ひと

がいますか？その
お友

とも

だちもいっしょに天
てんごく

国へ行
い

けるように、
あなたは彼

かれ

らをさそっていますか？

木
もくようび

曜日

天
て ん

国
ごく
で1000年

ねん
もの年

ねんげつ
月を過

す
ごした

あと、わたしたちはイエス様
さま
といっ

しょに、この世
せかい
界へもどってきます。地

ちじょう
上

に近
ちか
づいてくると、イエス

様
さま
が悪
あくにん
人たちを生

い
き返
かえ
らせ

るので、彼
かれ
らはイエス様

さま
が

来
こ
られるのを見

み
るでしょう。

わたしたちはオリブ山
やま
にお

りますが、イエス様
さま
が山
やま
に

足
あし
をつけたとたん、山

やま
はふたつにわれて、

そこにはきれいで広
こうだい
大な場

ばしょ
所が、何

なん
キロに

もわたってあらわれます。ゼカリヤ 14:4。

すると天
てんごく

国から、新
しん

エルサレムがこの
広
ひろ

い場
ばし ょ

所におりてきます。黙
も く し ろ く

示録 21:2。

イエス様
さま

とともに、わたしたちが新
しん

エル
サレムに入

はい

ると、サタンと悪
あくてんし

天使たち、ま
た悪

あくにん

人たちが新
しん

エルサレムの都
みやこ

をとり囲
かこ

みます。彼
かれ

らは、都
みやこ

を占
せんりょう

領できると考
かんが

える
のです。しかし、天

てん

から火
ひ

が降
ふ

ってきて、
彼
かれ

らを焼
や

き尽
つ

くします。黙
も く し ろ く

示録 20:9。

その火
ひ

は、地
ちきゅうじょう

球上のすべてのものも焼
や

き尽
つ

くします。それは、火
ひ

の池
いけ

と呼
よ

ばれる
ものです。黙

も く し ろ く

示録 20:15。

しかし、イエス様
さま

とともに都
みやこ

の中
なか

にいる
わたしたちは、火

ひ

から完
かんぜん

全に守
まも

られます。
それは遠

とお

い昔
むかし

、世
せかいじゅう

界中をおおった洪
こうずい

水か
ら、ノアとその家

かぞ く

族が箱
はこぶね

船の中
なか

で守
まも

られ
たのと似

に

ています。世
せかいじゅう

界中が火
ひ

におおわ
れて清

きよ

められている間
あいだ

、わたしたちは都
みやこ

の中
なか

で安
あんぜん

全でい
られるのです。

そしてつ い
に、 サタンと
悪
あくてんし

天使たち、す
べての悪

あくにん

人たち
が、永

えいえん

遠に滅
ほろ

ぼされます。そ
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れは聖
せいしょ

書の中
なか

で「第
だい

２の死
し

」
と呼

よ

ばれています。彼
かれ

らはも
う二

に ど

度と、よみがえることがあ
りません。それは永

えいえん

遠の死
し

で
あり、イエス様

さま

はその永
えいえん

遠の
死
し

から、わたしたちを救
すく

い出
だ

して下
くだ

さったのです。黙
も く し ろ く

示録

21:7,8。

考
かんが

えてみよう：すべての傷
きず

や汚
よご

れがきよ
められる中

なか

で、ただひとつ、イエス様
さま

の手
て

と足
あし

の傷
きずあと

跡だけはそのまま残
のこ

ります。これ
らの傷

きずあと

跡は、わたしたち一
ひ と り

人ひとりに対
たい

す
るイエス様

さま

のすばらしい、おどろくべき愛
あい

を、永
えいえん

遠に思
おも

い起
お

こさせることでしょう。

金
きんようび

曜日

イエス様
さま
のお話

はなし
を聞

き
き、彼

かれ

がわた
したちの世

せかい
界をふたたび新

あたら
しくな

さる光
こうけい
景を想

そうぞう
像してみて下

くだ
さい！その時

とき
に

は、アダムとエバが造
つく
られたときのような、

完
かんぜん
全な肉

にくたい
体と完

かんぜん
全な精

せいしん
神を備

そな
えた完

かんぜん
全な

人
ひと
たちが、いたるところにいます。病

びょうき
気や

悲
かな
しみや恐

おそ
れはなくなり、年

としお
老いて死

し
ぬ

者
もの
はひとりもいません。

庭
にわ

や畑
はたけ

を荒
あ

らす虫
むし

もいません。雑
ざっそう

草や
とげ、さわるとかゆくなるウルシも生

は

えま
せん。環

かんきょう

境のすべてが、今
いま

とはまるでち
がうのです！

あなたはその新
あたら

しい地
ち

で、どのような
家
いえ

や庭
にわ

をつくりたいですか？旅
りょこう

行は好
す

き
ですか？空

そら

を飛
と

んでみたいですか？いつ
の日

ひ

か、すべての願
ねが

いがかないます。あ
なたが会

あ

って話
はな

したい人
ひと

たちのことを考
かんが

え

てみて下
くだ

さい！アダム、ノア、
モーセ、ダビデ、そのほか
幾
いくせんいくまん

千幾万もの人
ひと

たちと会
あ

うこと
ができます。何

なん

よりもすてきな
ことは、イエス様

さま

とお話
はなし

できる
ことです。わたしたちは、イエ
ス様

さま

がわたしたちを深
ふか

く愛
あい

し、
わたしたちのために死

し

んで下
くだ

さったことに感
かんしゃ

謝することでしょう。

天
てんごく

国でも安
あんそくにち

息日を守
まも

るのでしょうか？は
い。安

あんそくにち

息日は、１週
しゅうかん

間のうちでも最
さいこう

高の
日
ひ

となるでしょう。わたしたちは皆
みな

、よろ
こびにあふれたひとつの家

かぞ く

族として集
あつ

まる
ことになります。イザヤ 66:22,23。

考
かんが

えてみよう：天
てんごく

国へ行
い

くときと、新
あたら

しく
清
きよ

められた地
ちじょう

上にもどって来
く

るときに、あ
なたがしたいと思

おも

っていることを話
はな

して下
くだ

さい。だれと会
あ

って話
はな

したいですか？あな
たはイエス様

さま

に、どんな質
しつもん

問をしたいです
か？

もっと学
まな

ぼう！
★ イ ザ ヤ 25:9;66:22,23; ナ ホ

ム 1:9; ゼカリヤ 14:4; 黙
も く し ろ く

示録

2:10;12:7-9;20:9,15; 21:7,8,10-

21, 23;22:1,2
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読
よ
んでいた手

てがみ
紙をおいたお母

かあ
さんの

目
め
には、涙

なみだ
がうかんでいました。

彼
かのじょ
女は、その手

てがみ
紙が運

はこ
んで来

き
た知

し
らせを

聞
き
くのを、今

いま
か今
いま
かと待

ま
っているふたりの

娘
むすめ
を見

み
つめました。それは、よい知

し
らせ

のはずでしたが…

「ケイシーのお母
かあ

さんは、何
なん

て言
い

ってい
るの？」とデナはたずねます。「ケイシー
は大

だいじょうぶ

丈夫なの？ねぇ、お母
かあ

さん、なんで
泣
な

いているの？」

お 母
かあ

さ ん は、 た めら い まし た。
伝
でんどうしゃきょじゅうく

道者居住区の人
ひと

たちは、５歳
さい

のケイ
シーをイエス様

さま

がいやして下
くだ

さるように
と、一

いちがん

丸となってお祈
いの

りしてきました。ケ
イシーのかかった重

おも

い病
びょうき

気のために、
母
ははおや

親はケイシーをできるだけ早
はや

く、アメリ
カにつれ帰

かえ

らなくてはなりませんでした。

それは「ポリオ〔小
しょうに

児まひ〕」と呼
よ

ばれ
る病

びょうき

気でし
た。世

せかいじゅう

界中
の 多

おお

く の
子
こ ど も

供 た ち
が、小

しょうに

児ま
ひのために
命
いのち

を落
お

とす
か、障

しょうがいしゃ

害者
になっていま
した。同

おな

じ

居
きょじゅうくない

住区内では、健
けんこう

康だった若
わか

い医
いし ゃ

者がポ
リオにかかり、亡

な

くなっていました。

お母
かあ

さんはゆっくりと、「ケイシーは良
よ

くなっているわ」と言
い

いました。「ただ
し」と言

い

ってから口
くち

ごもってしまい、そ
の後

あと

でまたつづけました。「ケイシーに
は、一

いっしょう

生、障
しょうがい

害が残
のこ

るかもしれないって。
彼
かのじょ

女の片
かたあし

足はひどく弱
よわ

っていて、重
おも

い
装
そう ぐ

具をつけないといけなくなりそうなの。
ケイシーはもう二

に ど

度と、あなたたちや他
ほか

の
子
こど も

供たちがするように、走
はし

ったり遊
あそ

んだり
はできないの。」

デナと幼
おさな

い妹
いもうと

のシェリーは、顔
かお

を見
み あ

合
わせました。ひどくがっかりしているよう
すが、ふたりの顔

かお

にあらわれていました。
ふたりは毎

まいにち

日、ケイシーが良
よ

くなるように
お祈

いの

りしてきました。そして、イエス様
さま

が
ふたりの祈

いの

りに答
こた

えてくださると、固
かた

く信
しん

じ
ていました。

「お母
かあ

さん、わたしたち、ケイシーのた
めにたくさんお祈

いの

りしてきたのよ。どうして
イエス様

さま

は、ケイシーを元
げん き

気にしてあげ
ないの？どうしてそれができないの？」デ
ナはたずねました。

デナとシェリーのお母
かあ

さんは、イエス
様
さま

が何
なん

でもおできになることを説
せつめい

明しまし
た。イエス様

さま

にとって、むずかしいことな
ど何

なん

もありません。そしてわたしたちは、

お話
はな

しひろば 

少
し ょ う じ ょ

女たちと黄
お う ご ん り つ

金律
エイミー・シェラード編
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たとえ自
じぶん

分たちの身
み

に何
なに

が起
お

こったとして
も、いつでも何

なに

が最
さいぜん

善であるかをご存
ぞん

じ
のイエス様

さま

に信
しんらい

頼することが求
もと

められてい
るのです。お母

かあ

さんはふたりの娘
むすめ

に、イ
エス様

さま

を愛
あい

し信
しんらい

頼する人
ひと

たちが、いつの
日
ひ

か新
あたら

しい肉
にくたい

体を与
あた

えられて、永
えいえん

遠に生
い

きることを思
おも

い出
だ

させました。

それからお母
かあ

さんは、考
かんが

え深
ぶか

げに首
くび

を
ふって、「ケイシーは、この居

きょじゅうく

住区の子
こど も

供
たちの中

なか

でも活
かっぱつ

発な子
こ

だったのに」と言
い

いました。

デナとシェリーは、うなずきました。「ケ
イシーは、わたしたちのだれよりも足

あし

が早
はや

かったのよ。」デナは思
おも

い出
だ

しました。「そ
れに木

き の ぼ

登りだって、お猿
さる

さんみたいに
上
じょうず

手だったわ。」こんどはシェリーが言
い

い
ました。

「ケイシーがもどってきたとしても、とて
もつらい思

おも

いをするでしょうね。歩
ある

くことさ
え大
たいへん

変なはずだから。」お母
かあ

さんはふたり
に言

い

いました。「自
じぶん

分ができないのに、ほ
かの子

こど も

供たちが走
はし

ったり遊
あそ

んだりしている
のを見

み

て、ケイシーはどんな気
き も

持ちにな
るかしら？あなたたちがもしケイシーだっ
たら、どんな気

き も

持ちだと思
おも

う？」

その夜
よる

、デナとシェリーは、もういちど
お母

かあ

さんと話
はな

しました。「ねぇ、お母
かあ

さん、
わたしたち決

き

めたの。」デナがとても真
しんけん

剣
に言

い

うと、シェリーはうなずきました。「わ
たしたち、ほかの子

こど も

供たちが走
はし

って遊
あそ

ん
でいるときには、絶

ぜったい

対に、ぜったい、ぜっ
たい、ケイシーをおいてひとりぼっちにし
ないわ。みんな、わざとケイシーのこと
を忘

わす

れることはないと思
おも

うけれど、きっと

しょっちゅう
忘
わす

れると思
おも

う。でも、わ
たしたちは忘

わす

れないように
するから。」

ふたりの幼
おさな

い娘
むすめ

を抱
だ

き
しめたお母

かあ

さ
んの目

め

には、
ふたたび涙

なみだ

があふれました。でもこのときの涙
なみだ

は、う
れし涙

なみだ

です。デナとシェリーは、本
ほんとう

当にケ
イシーのことが大

だい す

好きなので、きっとこの
約
やくそく

束を忘
わす

れないだろうと、お母
かあ

さんは思
おも

いました。そしてふたりは、本
ほんとう

当に約
やくそく

束を
守
まも

ったのです。

この居
きょじゅうくない

住区内に住
す

んでいる子
こど も

供たちの
ひとりが、「鬼

おに

ごっこしようよ！」「かくれん
ぼをしよう」とか、またはほかの楽

たの

しい
遊
あそ

びをしようと言
い

うのをあなたが聞
き

いたな
ら、そこできっと、勇

ゆうかん

敢にも片
かたあし

足を引
ひ

きず
りながらついていくケイシーを見

み

かけたこ
とでしょう。ケイシーの片

かたがわ

側にはデナが、
その反

はんたいがわ

対側にはシェリーがいっしょです。
この３人

にん

はいつもほがらかで、楽
たの

しそうに
笑
わら

っていました。

そこにいた天
てん し

使たちも、きっとほほ笑
え

ん
でいたことでしょう。


